
大谷祖廟暁天講座（８月１日～５日）

〈
教
団
の
動
き
〉

董
理
院
長 

池
田
勇
諦
氏　

命
終

「
本
願
寺
水
道
水
源
池
」
が
国
指
定
重
要
文
化
財
に

第
８
回
「
教
勢
調
査
」
報
告
書
完
成

「
死
刑
執
行
の
停
止
、
死
刑
廃
止
を
求
め
る
声
明
」
を

発
表

宗
務
審
議
会
「「
是
旃
陀
羅
」
問
題
に
係
る
経
典
読
誦
に

関
す
る
委
員
会
」
設
置

「
第
53
回
教
区
同
朋
大
会 

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

奥
能
登
豪
雨
物
故
者
追
弔
法
会
」
勤
修

山
陽
教
区
「
被
爆
80
周
年
非
核
非
戦
の
つ
ど
い
」
開
催

〈
お
知
ら
せ
〉

九
州
教
区
「
原
爆
80
年 

非
核
非
戦
法
要
・
非
核
非
戦
の

つ
ど
い
」
開
催

宗
門
現
勢
の
報
告

中
央
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

宗
議
会
議
員

選
挙
に
お
け
る
主
な
変
更
点
に
つ
い
て

〈
特
集
〉

宗
務
審
議
会
「
大
谷
祖
廟
総
合
整
備
に
関
す
る
委
員
会
」

答
申
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前
を
訪
う

　

虫
干
し
あ
る
い
は
虫
払
い
と
言
え
ば
、
何
や
ら
黴
や
紙し

魚み

を
連
想
し
て
し
ま
う
が
、
曝ば
く

凉り
ょ
う・
曝ば
く

書し
ょ

と
書
け
ば
一
変
し
て
風
雅

な
趣
き
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
歳
時
記
に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
も
夏
の
季
題
と
し
て
盛
ん
に
俳
句
に
詠
ま
れ
て
き
た
。
夏
の
土
用
の

頃
、
晴
天
の
乾
燥
し
た
日
を
選
び
、
衣
類
は
じ
め
書
画
・
宝
物
の
た
ぐ
い
を
風
に
曝
し
て
湿
気
を
取
り
除
き
、
風
入
れ
す
る
こ

と
で
害
虫
を
追
い
払
う
。
近
年
で
は
生
活
様
式
の
変
容
で
廃
れ
て
し
ま
っ
て
き
て
い
る
が
、
寺
院
に
よ
っ
て
は
古
来
こ
れ
を
利

用
し
、
什
物
や
法
宝
物
の
展
観
を
行
っ
て
き
た
歴
史
も
あ
る
。

　

こ
の
た
び
真
宗
教
化
セ
ン
タ
ー
寺
院
活
性
化
支
援
室
で
は
、
新
た
な
支
援
事
業
と
し
て
、
寺
院
の
法
宝
物
や
文
化
財
等
の
調

査
支
援
を
行
う
と
い
う
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。
支
援
の
内
容
と
し
て
は
、
寺
院
で
所
蔵
し
て
い
る
御
本
尊
や
絵
像
、
御
聖
教

や
古
文
書
、
什
物
類
等
の
法
宝
物
や
史
料
を
現
地
で
調
査
し
、
必
要
に
応
じ
て
適
切
な
保
存
方
法
の
提
案
や
助
言
を
行
う
。
次

に
調
査
結
果
を
も
と
に
図
録
形
式
の
小
冊
子
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
寺
院
の
教
化
活
動
を
応
援
す
る
。
寺
院
の
歴
史
や
由
来
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
住
職
と
と
も
に
ご
門
徒
が
寺
院
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
を
願
い
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
こ
の
支
援
事
業
は
、
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
っ
て
被
災
し
た
寺
院
へ
の
復
興
支
援
の
一
助
と
し
て
も
活
用
い
た

だ
け
る
ほ
か
、
全
国
で
解
散
を
余
儀
な
く
す
る
寺
院
に
も
活
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
法
宝
物
滅
失
防
止
に
も
つ
な
が
る
と
い
う

側
面
も
あ
る
。

　

折
し
も
、
昨
年
実
施
し
た
第
八
回
「
教
勢
調
査
」
の
報
告
書
が
完
成
し
た
。
七
章
に
及
ぶ
報
告
か
ら
は
教
団
の
現
在
地
と
し

て
の
足
元
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
を
未
来
に
向
け
て
活
か
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
我
々
の
使
命
で
あ
り
、
そ
れ
は
先
達
の
願
い

を
受
け
継
い
で
い
く
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
い
つ
の
日
か
寺
院
が
取
り
組
む
教
化
活
動
に
、「
門
徒
と
共
に
寺
の

虫
干
し
」
と
い
う
文
字
が
上
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
こ
の
作
業
は
先
人
が
仏
法
繁
昌
を
願
い
、
労
苦
を
惜
し
ま
ず
守
り
続
け
て

き
た
寺
院
の
歴
史
を
読
み
解
く
こ
と
で
あ
る
。「
後
に
生
ま
れ
ん
者
は
前
を
訪
え
」
と
示
さ
れ
た
宗
祖
の
願
い
に
応
え
る
た
め
の
、

一
つ
の
手
が
か
り
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
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教 団 動の き

　

池
田
勇
諦
氏（
い
け
だ　

ゆ
う
た
い　

董
理
院
長
・

真
宗
大
谷
派
講
師
・
宗
務
顧
問
・
三
重
教
区
桑
名
組

西
恩
寺
前
住
職
）
が
、
六
月
二
十
九
日
に
命
終
さ
れ

た
。
九
十
歳
。

　

葬
儀
は
七
月
四
日
十
一
時
か
ら
、
三
重
教
区
西
恩

寺
に
て
執
り
行
わ
れ
、
宗
派
か
ら
は
木
越
渉
宗
務
総

長
が
参
列
し
た
。

　

池
田
氏
は
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
八
月
二
十
二

日
生
ま
れ
。
大
谷
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。

二
〇
〇
〇
年
に
講
師
・
董
理
院
董
理
、
二
〇
二
一
年

か
ら
董
理
院
長
を
務
め
ら
れ
た
。
ま
た
関
係
学
校
で

あ
る
同
朋
大
学
に
一
九
六
二
年
か
ら
勤
め
ら
れ
、
文

学
部
教
授
・
文
学
部
仏
教
学
科
長
・
文
学
部
長
・
学

長
を
歴
任
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
よ
り
名
誉
教
授
と
な

ら
れ
た
。

　

一
九
八
六
年
に
は
安
居
次
講
講
師
、一
九
九
六
年
・

二
〇
〇
六
年
に
は
安
居
本
講
講
師
を
務
め
ら
れ
、
ま

た
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
二
四
年
ま
で
の
三
十
五
回

に
わ
た
り
、
親
鸞
聖
人
讃
仰
講
演
会
の
講
師
を
務
め

ら
れ
る
な
ど
、
宗
派
の
教
化
活
動
に
大
い
に
力
を
尽

く
さ
れ
た
。
ま
た
近
年
で
は
二
〇
一
一
年
の
親
鸞
聖

人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
法
要
、
二
〇
二
一
年
の
宗
祖

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年

慶
讃
法
要
お
待
ち
受
け
大
会
・
本
廟
創
立
七
百
五
十

年
記
念
大
会
、
二
〇
二
三
年
の
慶
讃
法
要
結
願
法
要

な
ど
、
宗
派
の
大
き
な
節
目
に
お
い
て
法
話
を
い
た

だ
い
た
。

　

五
月
十
六
日
、
国
の
文
化
審
議
会
の
答
申
に
よ
り
、

「
本
願
寺
水
道
水
源
池
」
が
琵
琶
湖
疏
水
の
関
連
施

設
と
し
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
が
発
表

さ
れ
た
。

　
「
本
願
寺
水
道
水
源
池
」
は
、
琵
琶
湖
疏
水
の
水

を
防
火
用
水
と
し
て
東
本
願
寺
境
内
ま
で
引
き
入
れ

た
「
本
願
寺
水
道
」
の
出
発
点
で
、
琵
琶
湖
疏
水
か

ら
の
水
を
貯
水
す
る
、
自
然
石
で
作
ら
れ
た
施
設
。

　

一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
に
完
成
し
た
本
願
寺

水
道
は
、
江
戸

時
代
に
四
度
も

の
火
災
に
あ
っ

た
真
宗
本
廟
を

火
災
か
ら
守
る

た
め
、
明
治
期

の
両
堂
再
建
に

際
し
て
、
東
本

願
寺
が
独
力
で

敷
設
し
た
全
長

約
四
．六
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
防
火
用
水
道
。
水
源
池
と
境
内
と
の
高

低
差
約
四
十
四
メ
ー
ト
ル
を
活
か
し
た
自
然
水
圧
で
、

御
影
堂
の
屋
根
ま
で
放
水
銃
や
ド
レ
ン
チ
ャ
ー
設
備

を
通
し
て
水
を
噴
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、

伝
統
的
な
寺
社
仏
閣
の
中
で
は
先
駆
的
な
仕
組
み
を

持
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
防
火
用
水
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
御
影
堂
門
前
の
噴
水
や
、
東
本
願
寺
の
堀
、
渉

成
園
な
ど
に
も
給
水
さ
れ
て
い
た
が
、
老
朽
化
の
た

め
二
〇
〇
八
年
に
送
水
が
停
止
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
琵
琶

湖
疏
水
関
連
施
設
は
、「
本
願
寺
水
道
水
源
池
」
の

ほ
か
、
南
禅
寺
水
路
閣
な
ど
二
十
四
ヵ
所
と
な
る
。

教
団
の
動
き

　

董
理
院
長 

池
田
勇
諦
氏
　
命
終　

慶讃法要での法話の様子
（2023年）

　

財
務
部　

「
本
願
寺
水
道
水
源
池
」
が

国
指
定
重
要
文
化
財
に

―
明
治
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
本
願
寺
水
道
―

【
５
／
16
】

本願寺水道水源池
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二
〇
二
四
年
一
月
一
日
を
調
査
期
日
と
し
て
実
施

し
、
八
，〇
四
六
ヵ
寺
（
回
収
率
九
五
．九
％
）
か
ら

回
答
を
い
た
だ
い
た
第
八
回
「
教
勢
調
査
」
の
報
告

書
が
完
成
し
た
（
Ａ
４
版
・
一
九
二
頁
・
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
）。

　

本
報
告
書
は
、
今
回
の
調
査
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、

伊
達
平
和
氏
（
滋
賀
大
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

准
教
授
）、
宮
部
峻
氏
（
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大

学
ア
ジ
ア
太
平
洋
学
部
准
教
授
）
の
両
統
計
調
査
専

門
員
に
加
え
、
堀
兼
大
朗
氏
（
滋
賀
大
学
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
学
部
講
師
）、
佐
野
和
子
氏
（
滋
賀
大
学

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究

推
進
セ
ン
タ
ー
助
教
）、
及
び
企
画
調
整
局
に
よ
る

分
析
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
。

　

人
口
減
少
や
移
動
社
会
の
進
展
と
い
っ
た
社
会
状

況
を
踏
ま
え
、
転
居
門
徒
と
の
関
係
性
の
結
び
方
や
、

後
継
者
不
足
と
寺
院
の
解
散
・
合
併

な
ど
の
宗
門
的
な
課
題
に
対
し
、
各

寺
院
・
教
会
に
お
け
る
教
化
活
動
や

僧
侶
と
門
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
度
合
い
に
着
目
し
な
が
ら
、
今

後
の
各
現
場
で
の
同
朋
会
運
動
推
進

の
た
め
の
視
座
を
提
供
す
べ
く
、
編

集
を
行
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
教
区
別
の
分
類
や
分
析

だ
け
で
は
な
く
、
都
道
府
県
別
、
回

答
者
の
年
代
別
の
分
析
を
行
っ
た
ほ

か
、
寺
院
の
状
況
に
即
し
た
類
型
化

を
行
う
な
ど
、
本
報
告
書
を
通
じ
て
、

各
寺
院
の
状
況
を
相
対
化
し
て
考
察

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
報
告

書
に
は
専
門
的
な
内
容
も
含
ま
れ
る

が
、
重
要
部
分
に
は
下
線
を
引
く
な

ど
、
要
点
が
読
み
や
す
い
よ
う
工
夫

さ
れ
て
い
る
。

　

下
記
全
体
報
告
学
習
会
の
ほ
か
、

各
教
区
に
お
け
る
報
告
学
習
会
も
今

後
順
次
開
催
予
定
。

お知らせ 第８回「教勢調査」全体報告学習会（オンライン）開催
　第８回「教勢調査」報告書について、より理解を深めていただくため、分析結果の報告会をオンラ
インにて行います。
　教団の課題や展望を確かめていただき、「一人の念仏者の誕生」のための歩みの一助としていただ
きたく、皆様のご参加をお待ちしています。

開催日時　2025年９月17日（水）　13：30～17：00（終了予定）
　　　　　�YouTubeでのライブ配信を行います。当日参加いただけない方は、後日公開するアー

カイブ動画をご覧ください。
内　　容　報告書執筆者による各章の分析報告
対　　象　�真宗大谷派の門徒・僧侶であれば、どなたでもご参加いただけます。
参 加 費　無料
参加方法　�しんらん交流館ウェブサイト「浄土真宗ドットインフォ」の「お寺のお役立ち

情報」内、「統計データを活用しよう！」から、ライブ配信（事後であればア
ーカイブ動画）のページへお入りください。

※ページにお入りいただくには、右記パスワードが必要です。【パスワード】ksr2024

　

企
画
調
整
局　

第
８
回「
教
勢
調
査
」報
告
書
完
成

―「
一
人
の
念
仏
者
の
誕
生
」の
た
め
に
―

◆�

第
８
回
「
教
勢
調
査
」
報
告
書
は
、

７
月
末
の
寺
院
・
教
会
定
期
直

送
便
に
て
全
寺
院
・
教
会
に
送

付
し
ま
す
。

◆�

報
告
書
は
８
月
１
日
よ
り
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も

　
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
→

　
（
パ
ス
ワ
ー
ド�ksr2024

）
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教 団 動の き

　

６
月
27
日
、
法
務
省
が
死
刑
確
定
者
１
名
の
死
刑
を
執
行
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

宗
派
で
は
同
日
付
で
、
宗
務
総
長
名
に
よ
る
声
明
を
発
表
し
た
。

「
死
刑
執
行
の
停
止
、

 
死
刑
廃
止
を
求
め
る
声
明
」を
発
表

　本日、東京拘置所で１名の死刑が執行されたことに対し、遺憾の意を

表明します。

　真宗大谷派は、かねてより死刑執行の停止と死刑制度の廃止を求めて

まいりました。仏教徒として全ての“いのち”を尊重していく立場から、

死刑制度を容認することはできません。ここに重ねて、広く社会に対し

て呼びかけたいと思います。

　言うまでもなく、人を殺める行為は許されるものではありません。被

害者の無念やご遺族の痛み、悲しみは、察するに余りあります。犯罪に

対して憎しみや嫌悪感を抱かれることもあると思います。

　仏陀釈尊は、「怨みに対して怨みで返そうとすれば、いつまでも怨み

はやむことがない」とお説きになりました。この教えを私たちが受け入

れ、実践することは本当に難しいことです。であるからこそ仏は、私た

ちの苦しみが除かれ、安らぎが与えられることを重ねて願われています。

こうした仏の慈悲の眼は、あらゆる人びとに向けられており、深く悲し

み苦しんでおられるご遺族はもちろん、恐ろしい罪を犯した人、どんな

人をも含みます。それは、人は誰もが置かれた境遇をきっかけにして罪

を犯しかねない危うい存在であり、罪を生む社会は私たち一人ひとりが

成り立たせているからです。この痛ましい存在に対して仏の慈悲は注が

れています。

　仏は私たちに「あらゆる衆生」と呼びかけています。いかなる“いの

ち”も尊く、殺していい“いのち”も、殺されていい“いのち”もあり

ません。死刑は国家が行う殺人であり、私たちは、犯罪としての殺人も、

刑罰としての殺人も望みません。

　あらためて、死刑執行の停止と死刑制度の廃止を求め、社会の中で広

く論議されることを願います。

　2025年６月27日

真宗大谷派宗務総長　木越　渉　

【
６
／
27
】

死刑執行の停止、死刑廃止を求める声明
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【
５
／
15
～
16
】

　

五
月
十
五
日
か
ら
十
六
日
、
京
都
大
学
白
眉
セ
ン

タ
ー
特
定
准
教
授
の
大
谷
由
香
氏
を
講
師
に
招
き
、

第
二
十
四
回
「
女
性
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

一
日
目
は
女
性
室
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
趣
旨
説
明
の

後
、「
仏
典
に
み
る
女
性
出
家
者
の
困
難
と
そ
の
解

消
」
の
講
題
で
講
義
が
あ
り
、
各
教
区
か
ら
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
参
加
者
も
含
め
、
四
十
五
名

が
参
加
し
た
。

二
日
目
は
講
師

と
参
加
者
で
座

談
が
行
わ
れ
た
。

　

講
義
で
は
、

釈
尊
在
世
時
の

出
家
教
団
が
女

性
の
出
家
を
認

め
る
の
が
困
難

だ
っ
た
背
景
と

し
て
、
イ
ン
ド

の
男
性
優
位
の

社
会
状
況
と
、

そ
の
社
会
を
存
立
基
盤
と
す
る
た
め
に
「
時
代
の
制

限
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
か
め
た
。
そ
し
て
、
イ
ン

ド
・
中
国
・
日
本
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
時
代
や
社

会
の
制
限
を
受
け
な
が
ら
、
出
家
・
仏
道
修
行
を
望

む
女
性
の
た
め
に
尽
力
し
た
男
性
僧
侶
が
存
在
し
た

こ
と
を
、
律
蔵
等
に
収
録
さ
れ
て
い
る
事
例
を
も
と

に
紹
介
さ
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
戒
律
と
い
う
視
点
か
ら
の
お

話
は
、
今
ま
で
に
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
大

変
興
味
深
か
っ
た
」「
釈
尊
の
時
代
に
も
そ
れ
は
お

か
し
い
と
声
を
上
げ
た
女
性
が
い
て
、
仏
典
と
し
て

残
っ
て
い
る
こ
と
が
す
ご
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

【
５
／
23
】

　

五
月
二
十
三
日
、
し
ん
ら
ん
交
流
館
に
お
い
て
第

一
回
宗
務
審
議
会
「「
是
旃
陀
羅
」
問
題
に
係
る
経

典
読
誦
に
関
す
る
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

宗
派
は
二
〇
一
三
年
一
月
に
部
落
解
放
同
盟
広
島

県
連
合
会
か
ら
『
仏
説
観
無
量
寿
経
』
序
分
に
あ
る

「
是
旃
陀
羅
」
の
語
に
関
す
る
課
題
提
起
を
受
け
て
、

「
部
落
差
別
問
題
等
に
関
す
る
教
学
委
員
会
」
に
お

い
て
報
告
書
（
本
誌
二
〇
一
七
年
三
月
号
参
照
）
を
取
り

ま
と
め
た
。
本
委
員
会
は
そ
の
報
告
書
を
踏
ま
え
、

教
学
会
議
に
お
い
て
協
議
さ
れ
た
「
経
典
読
誦
の
方

途
」
の
指
針
（
本
誌
二
〇
一
九
年
八
月
号
参
照
）
に
基
づ

き
、「（
１
）
真
宗
大
谷
派
の
法
要
式
に
お
け
る
経
典

　

委
員
会
当
日
は
、
各
委
員
に
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
た

後
、
会
長
選
定
の
互
選
が
行
わ
れ
、
片
山
寛
隆
氏
が
会

読
誦
の
意
義
に
つ

い
て
」「（
２
）「
是

旃
陀
羅
」
問
題
に

お
け
る
教
団
の
歴

史
的
罪
責
に
鑑
み

た
、
法
要
式
に
お

け
る
経
典
の
読
法

の
在
り
方
に
つ
い

て
」
を
諮
問
事
項

と
し
て
設
置
さ
れ

た
。
委
員
は
、
西

受
秀
文
氏
（
宗
議

会
議
員
）、
片
山

寛
隆
氏
（
三
重
教
区
相
願
寺
）、
狐
野
秀
存
氏
（
金

沢
教
区
仁
隨
寺
）、
三
木
彰
円
氏
（
大
谷
大
学
教

授
）、
鶴
見
晃
氏
（
同
朋
大
学
教
授
）。

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

　

本
誌
七
月
号
六
頁
掲
載
の
〈
常
会
で
議
決
さ
れ
た
議
案

一
覧
〉
に
お
い
て
、
左
記
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

宗
会
事
務
局

【
訂
正
箇
所
】

〈
誤
〉
30	

〇		

審
問
院
審
事
（
谷　
　

洋	

氏
）
の
任
命
に

つ
い
て
承
諾
を
求
め
る
件

　

 　

31	

〇		

審
問
院
審
事
（
渡
邊　

信	

氏
）
の
任
命
に

つ
い
て
承
諾
を
求
め
る
件

〈
正
〉
30	

〇		

審
問
院
審
事
（
谷　
　

洋	

氏
）
の
任
命
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

　

 　

31	

〇		

審
問
院
審
事
（
渡
邊　

信	

氏
）
の
任
命
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

　

解
放
運
動
推
進
本
部　

第
24
回
「
女
性
会
議
」開
催

―
テ
ー
マ「
一
人
に
立
つ
〜
女
性
と
仏
教
〜
」―

宗
務
審
議
会
「「
是
旃
陀
羅
」問
題
に
係

る
経
典
読
誦
に
関
す
る
委
員
会
」
設
置

大谷氏による講義

委員会の様子
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長
に
選
ば
れ
た
。
そ
の
後
木
越
渉
宗
務
総
長
か
ら
本

委
員
会
の
設
置
に
至
っ
た
経
緯
と
諮
問
事
項
の
説
明

が
な
さ
れ
、
各
委
員
に
よ
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

今
後
、
二
〇
二
五
年
度
内
に
答
申
書
を
提
出
す
る

こ
と
を
目
途
と
し
て
審
議
が
進
め
ら
れ
る
。

　

本
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
毎
月
一
回
、
同
朋
会

館
に
お
い
て
「
二
〇
二
四
年
度
同
朋
会
館
嘱
託
補
導

奉
仕
研
修
」
が
開
催
さ
れ
、
計
三
十
八
名
が
参
加
し

た
。
同
朋
会
館
嘱
託
補
導
は
、
全
国
か
ら
上
山
す
る

奉
仕
団
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
業
務
を
担
っ
て
お
り
、
同

朋
会
館
教
導
と
共
に
教
区
か
ら
の
推
薦
を
受
け
て
任

用
さ
れ
て
い
る
。

同
研
修
は
二
泊
三

日
の
奉
仕
団
の
か

た
ち
で
実
施
。
日

程
は
お
互
い
の
課

題
や
疑
問
を
話
し

合
う
こ
と
か
ら
始

ま
り
、
諸
殿
拝
観

や
お
内
仏
の
お
給

仕
等
の
実
践
も
交

え
な
が
ら
、
担
当

教
導
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
、

補
導
の
業
務
を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に
確
か
め
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
経
験
を
積
む
に
つ
れ
、〝
失
敗

し
な
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
〟
を
確
立
さ
せ
、
そ
れ
を
握

り
し
め
て
し
ま
っ
て
い
た
自
ら
の
姿
が
問
わ
れ
た
」 

「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
業
務
に
関
わ
る
願
い
を
あ
ら
た

め
て
い
た
だ
き
な
お
し
、
自
ら
に
と
っ
て
の
真
宗
本

廟
奉
仕
と
は
何
か
を
問
い
、
学
び
続
け
て
い
き
た
い
」

「
真
宗
本
廟
奉
仕
に
参
加
さ
れ
る
方
々
の
声
を
聞
き
、

い
た
だ
い
た
時
と
場
を
丁
寧
に
つ
く
る
こ
と
の
大
切

さ
を
感
じ
た
」
と
の
感
想
が
あ
り
、
奉
仕
団
の
方
々

と
聞
法
の
場
を
つ
く
っ
て
い
く
大
切
さ
を
確
認
し
た
。

　

次
年
度
は
任
期
改
選
に
伴
い
新
任
の
嘱
託
補
導
を

対
象
と
し
て
開
催
す
る
予
定
。

　

六
月
二
十
一
日
、
能
登
教
務
所
（
済
美
精
舎
）
に

て
、「
第
五
十
三
回
教
区
同
朋
大
会
」
が
「
令
和
六
年 

能
登
半
島
地
震 

奥
能
登
豪
雨
物
故
者
追
弔
法
会
」と

し
て
開
催
さ
れ
た
。
大
谷
暢
裕
門
首
、
サ
チ
カ
夫
人
、

木
越
渉
宗
務
総
長
、
轡
田
普
善
参
務
が
参
加
し
、
教

区
内
寺
院
・
門
徒
を
中
心
に
三
五
〇
名
が
参
拝
し
た
。 　

は
じ
め
に
大
窪
祐
宣
氏
（
教
区
教
化
委
員
会
総
合

教
化
本
部
長
）
よ
り
、「
教
区
同
朋
大
会
は
〝
つ
な

が
り
の
再
生
〟
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
て
き
た
。
ご
遺

族
、
被
災
者
の
悲
し
み
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

同
朋
の
声
を
聞
き
、
つ
な
が
り
の
再

生
へ
の
道
を
と
も
に
た
ず
ね
て
ま
い

り
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
そ
の

後
の
勤
行
で
は
門
首
登
高
座
の
う
え

表
白
、
阿
弥
陀
経
読
経
が
あ
り
、
ま

た
正
信
偈
が
同
朋
唱
和
さ
れ
た
。
勤

行
後
、
仮
設
住
宅
や
避
難
先
で
も
念

仏
の
生
活
を
営
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
願
い
と
し
た「
災
害
見
舞
御
本
尊
」

が
、
門
首
よ
り
門
徒
を
代
表
し
て
穴

水
組
の
馬
道
百
合
子
氏
に
贈
呈
さ
れ

　

研
修
部　

２
０
２
４
年
度
「
同
朋
会
館
嘱
託
補
導

奉
仕
研
修
」開
催

　
―
テ
ー
マ「
嘱
託
補
導
の
奉
仕
団

―
お
互
い
に
耳
を
傾
け
よ
う
―
」―

【
１
／
21
～
23
、
２
／
１
～
３
、
３
／
12
～
14
、

４
／
23
～
25
、
５
／
22
～
24
、
６
／
９
～
11
】

研修の様子

　

能
登
教
区　

「
第
53
回
教
区
同
朋
大
会
　
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震 

奥
能
登
豪
雨
物
故
者

追
弔
法
会
」勤
修

―"
つ
な
が
り
の
再
生
"を
願
っ
て
―

【
６
／
21
】

満堂の中、物故者追弔法会が勤修された

馬道氏の感話
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た
。

　

引
き
続
き
「
同
朋
の
声
を
聞
く
」
と
位
置
付
け
、

馬
道
氏
よ
り
感
話
が
あ
り
「
震
災
後
、
何
を
す
る
に

つ
け
念
仏
が
出
て
く
る
。
親
鸞
聖
人
の
言
葉
は
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
力
と
な
っ
て
歩
ま
せ
て
く
れ
る

力
が
あ
る
。
先
ほ
ど
の
法
要
の
力
強
い
声
の
響
き
は

生
涯
忘
れ
な
い
」
と
話
さ
れ
た
。

　

木
越
宗
務
総
長
の
法
話
で
は
、
関
係
性
の
大
切
さ

を
伝
え
て
い
る
の
が
仏
法
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら

れ
、「
隣
の
人
の
念
仏
を
聞
い
て
一
人
で
念
仏
で
き

な
い
私
の
口
か
ら
念
仏
が
出
る
。
隣
の
人
の
念
仏
が

聞
こ
え
る
場
を
取
り
戻
す
。
そ
れ
が
全
同
朋
の
願
い

で
あ
る
」
と
語
ら
れ
た
。

　

最
後
に
上
田
義
雄
氏（
教
区
門
徒
会
長
）よ
り「
こ

れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
能
登
の
本
格
的

な
復
興
が
始
ま
る
。
宗
派
に
は
引
き
続
き
お
力
添
え

を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
閉
会
し
た
。

　

参
拝
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
仮
設
住
宅
で
暮
ら
し

て
い
る
が
、
震
災
後
初
め
て
の
法
要
だ
っ
た
。
心
が

落
ち
着
き
、
救
わ
れ
た
よ
う
な
心
持
ち
に
な
っ
た
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

　

五
月
十
七
日
、
広
島
Ｊ
Ｍ
Ｓ
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ

に
て
「
山
陽
教
区
被
爆
八
十
周
年
非
核
非
戦
の
つ
ど

い
─
非
核
非
戦
の
こ
こ
ろ
～
私わ

た
し・
現い

在ま

・
未こ
れ
か
ら来
～
」

が
開
催
さ
れ
た
。
来
賓
と
し
て
大
谷
暢
裕
門
首
、
大

谷
サ
チ
カ
門
首
夫
人
、
木
越
渉
宗
務
総
長
が
参
列
し
、

教
区
内
外
か
ら
五
三
六
名
が
参
加
し
た
。
開
会
式
で

は
勤
行
に
続
き
、
日
野
雅
範
実
行
委
員
長
と
大
谷
暢

裕
門
首
よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

第
一
部
で
は
「
被
爆
証
言
者
に
聞
く
」
と
題
し
、

被
爆
体
験
証
言
者
の
切き

り

明あ
け

千
枝
子
氏
と
対
話
者
の
佐

藤
優
氏
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
長
坂
知
春
氏
（
安

芸
南
組
明
慶
寺
）
に
よ
る
鼎
談
と
切
明
氏
の
体
験
を

基
に
詠
ま
れ
た
短
歌
の
朗
読
が
行
わ
れ
た
。
切
明
氏

は
、
原
爆
に
よ
り
見
知
っ
た
人
た
ち
が
全
身
火
傷
を

負
っ
て
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
広
島
の
惨
状
を
語
り
、

「
平
和
を
大
事
に
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と

つ
か
ま
え
て
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
広
島
の
街
は
白
骨

の
上
に
で
き
た
街
で
す
。
広
島
の
街
を
お
歩
き
に
な

る
時
は
、
お
念
仏
を
称
え
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

呼
び
か
け
た
。

　

第
二
部
で
は
、
池
田
勇
諦
氏
（
同
朋
大
学
名
誉
教

授
）
に
よ
る
記
念
法
話
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
池

田
氏
が
体
調
を
崩
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
病
室
に
て

撮
影
さ
れ
た
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
法
話
原
稿
の
代

読
が
行
わ
れ
た
。「「
非
」
の
自
覚
に
起
つ
」
の
講
題

の
も
と
、
池
田
氏
は
「
仏
の
立
場
に
立

脚
し
た
非
核
非
戦
の
立
場
を
貫
く
こ
と

こ
そ
、
私
た
ち
の
今
日
、
過
去
、
未
来

を
貫
く
本
当
の
生
き
方
で
す
」
と
語
り
、

人
間
を
善
に
向
か
わ
せ
る
理
性
こ
そ
が

人
間
を
破
滅
さ
せ
る
欲
望
そ
の
も
の
で

し
か
な
い
こ
と
へ
の
覚
醒
が
現
代
の
課

題
で
あ
る
と
示
し
、「
真
理
に
謙
虚
た

れ
」
と
私
た
ち
の
在
り
方
を
確
認
し
た
。

　

記
念
法
話
後
に
は
「
非
核
非
戦
の
つ

ど
い
宣
言
」
が
朗
読
さ
れ
、
木
越
宗
務

総
長
と
加
藤
真
樹
教
化
委
員
長
か
ら
の

挨
拶
が
あ
り
、
つ
ど
い
は
閉
会
し
た
。

　

つ
ど
い
開
催
に
関
連
し
て
、
三
月
に
は
「
児
童
春

の
つ
ど
い
」
に
て
子
ど
も
た
ち
と
共
に
、
会
場
に
荘

厳
さ
れ
る
打
敷
の
製
作
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
四
月
に

は
広
島
市
内
の
戦
争
遺
跡
を
巡
り
、
非
核
非
戦
の
願

い
を
確
か
め
る
「
非
核
非
戦
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

な
ど
の
記
念
事
業
も
実
施
。
忘
却
の
時
代
で
は
な
く

伝
承
の
時
代
に
向
か
う
た
め
、
私
た
ち
を
貫
く
願
い

と
課
題
を
共
有
す
る
節
目
と
な
っ
た
。

（
山
陽
四
国
教
区
通
信
員
・
青
山
祐
一
）

　

山
陽
教
区　

「
被
爆
80
周
年
非
核
非
戦
の
つ
ど
い
」

開
催

　
―
非
核
非
戦
の
こ
こ
ろ

〜
私わ

た
し

・
現い

在ま

・
未こ

れ
か
ら来

〜
―

【
５
／
17
】

切明氏による被爆体験証言

非核非戦フィールドワーク　比治山陸軍墓地から
見える広島市内
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教 団 動の き

　

五
月
に
宗
派
学
校
連
合
会
加
盟
校
に
よ
る
真
宗
本

廟
参
拝
・
研
修
が
行
わ
れ
た
。
実
施
校
は
左
記
の
と

お
り
。

〈
参
拝
〉

◇
大
谷
高
等
学
校
［
京
都
］【「
仏
教
に
学
ぶ
」】

三
十
八
名
／
五
月
一
日

◇
大
谷
高
等
学
校
［
京
都
］【
留
学
生
】

三
名
／
五
月
七
日

◇
愛
知
啓
成
高
等
学
校
【
三
年
生
】

二
一
〇
名
／
五
月
二
十
一
日

◇
大
成
高
等
学
校
【
新
入
生
】

一
五
九
名
／
五
月
二
十
三
日

◇
大
谷
高
等
学
校
［
京
都
］

【
同
校
お
よ
び
他
校
美
術
科
教
員
】

二
十
三
名
／
五
月
二
十
三
日

〈
研
修
〉

◇
京
都
光
華
中
学
校
本
山
研
修
【
一
年
生
】

二
十
名
／
五
月
十
三
日
～
十
四
日

◇
京
都
光
華
高
等
学
校
本
山
研
修
【
一
年
生
】

九
十
四
名
／
五
月
十
四
日
～
十
五
日

◇
大
谷
大
学
一
泊
研
修
【「
教
化
学
演
習
Ⅱ
」】

二
十
名
／
五
月
二
十
四
日
～
二
十
五
日

　

五
月
九
日
、「
真
宗
大
谷
派
関
係
国
会
議
員
同
朋

の
会
」
が
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
。

　

本
会
は
宗
派
に
縁
の
あ
る
衆
参
両
院
の
国
会
議
員

五
十
四
名
が
所
属
し
、
今
年
で
二
十
一
回
目
を
迎
え

る
。
当
日
は
三
十
六
名
が
出
席
し
、
宗
派
か
ら
は
、

大
谷
裕
新
門
、
木
越
渉
宗
務
総
長
、
佐
々
木
高
参
務
、

轡
田
普
善
参
務
（
首
都
圏
教
化
推
進
本
部
長
）
ら
が

出
席
し
た
。

　

進
行
は
勝
目
康
世
話
人
の
も
と
行
わ
れ
、
遠
藤
利

明
代
表
世
話
人
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
宗
派
か
ら
は

大
谷
裕
新
門
、
木
越
宗
務
総
長
が
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
一
楽
真
氏
（
大
谷
大
学
学
長
）
よ
り
「
南

無
阿
弥
陀
仏
─
人
間
に
な
る
道
─
」
を
テ
ー
マ
に
講

話
を
い
た
だ
い
た
。

　

一
楽
氏
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
は
自
分
の

願
い
を
叶
え
る
た
め
の
呪
文
で
は
な
く
、

人
間
に
な
る
道
で
あ
る
の
だ
と
押
さ
え
ら

れ
、『
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
る
阿
闍
世
王

の
物
語
を
紹
介
。
縁
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

な
過
ち
も
犯
し
て
し
ま
う
の
が
人
間
で
あ

り
、
そ
う
し
た
愚
か
な
自
己
を
省
み
る
慚

愧
の
心
に
立
ち
、
そ
の
事
実
を
受
け
止
め

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
阿
弥
陀
仏
と
の
出

遇
い
な
の
だ
と
語
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
ど

ん
な
者
を
も
分
け
隔
て
し
な
い
阿
弥
陀
の 大成高等学校（５月23日）

大谷大学（５月24日）

関
係
学
校
が
真
宗
本
廟
参
拝
・
研
修
を

行
う

　

真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会　

　

東
京
宗
務
出
張
所　

第
21
回
「
真
宗
大
谷
派
関
係
国
会
議
員

同
朋
の
会
」開
催

　
―
宗
参
両
院
の
国
会
議
員
が

一
同
に
会
し
聞
法
―

【
５
／
９
】

【
５
月
】

同朋の会の様子

一楽氏による講話
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は
た
ら
き
に
ふ
れ
る
中
で
、
自
己
中
心
的
な
あ
り
方

に
気
付
か
さ
れ
、
苦
し
み
を
生
み
出
し
続
け
る
人
間

の
愚
か
さ
を
見
つ
め
て
い
く
こ
と
が
、
南
無
阿
弥
陀

仏
が
開
く
生
き
方
な
の
だ
と
結
ば
れ
た
。

　

会
の
最
後
に
は
、
逢
坂
誠
二
世
話
人
よ
り
挨
拶
と

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
佐
々
木
参
務
の
御
礼
の
挨
拶
を

も
っ
て
閉
会
し
た
。

　京都市・京都市観光協会主催のキャンペーン「京の夏の旅」において、東本願寺の
「御影堂門楼上」・「渉成園	燕

えん

申
しん

堂
どう

」を特別公開します。
　この機会にぜひ拝観ください。

期間　７月11日（金）～９月30日（火）
時間　10時～16時30分（16時受付終了）
　　　※「渉成園�燕申堂」を拝観される場合は、渉成園の
　　　　拝観受付を15時45分までにお通りください。

第50回「京の夏の旅」御影堂門楼上・渉成園 燕申堂 特別公開

詳しくは「京の夏の旅特設サイト」をご覧ください。
渉成園 燕申堂渉成園 燕申堂

釘隠釘隠

■救援金のお願い
　宗派では、このたびの「令和６年能登半島地震」に対する救援金の勧募を行って
おります。皆様からの温かいご支援をお願い申し上げます。

宗派公式ウェブサイト→
〈最新情報はこちら〉

宗派災害情報公式Ｘ→

【令和６年能登半島地震指定救援金総額】
247,515,965円（７月２日現在）

※宗派救援金口座及び境内救援金箱に寄せられた救援金の総額

【救援金口座】　郵便振替口座番号　00920-3-203053
【加 入 者 名】　真宗大谷派　※�通信欄に「令和６年能登半島地震」とご記載ください。

宗派公式ウェブサイト「寺院の方へ」ページ内に、「真宗大谷派寺院教会名簿」
を掲載しています。
利用にあたっては、ページ内の注意事項に十分ご留意いただき、ご活用ください。
●名簿掲載ページ　https://www.higashihonganji.or.jp/ohtaniha/list/
●パスワード　　　otanihajiin

真宗大谷派寺院教会名簿のウェブページ
閲覧用パスワードについてお知らせ
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 ◆「原爆80年 非核非戦法要」（申込不要）

　日　時　2025年８月９日（土）
　　　　　12時30分受付開始・13時開式
　会　場　長崎教会
　講　師　森　達也 氏（映画監督・作家）

　　　　　※入場無料

 ◆「原爆80年 非核非戦のつどい」
　テーマ　「あなたはどんなくにを願いますか～人間にかえろう～」
　日　時　2025年９月７日（日）
　　　　　12時30分受付開始・13時開会
　　　　　※ つどいに先立ち、長崎教会から出島メッセ長崎まで「平和行進」を行

います。
　　　　　（平和行進：９時30分受付開始・10時出発式）
　会　場　長崎教会・出島メッセ長崎
　講　師　尾畑 文正 氏（三重教区員弁組泉稱寺前住職）

　　　　　※入場無料

日程等の詳細は九州教区公式ウェブサイトをご覧ください。
【お問い合わせ】九州教務所（担当：玉井・岩倉）
　　　　　　 　TEL：0942-32-3056
　　　　　　 　E-mail：kyushu@higashihonganji.or.jp

九州教区

「原爆80年 非核非戦法要・非核非戦のつどい」開催
　本年は原爆投下から80年を迎えます。そこで、下記のとおり「九州教区 原爆80
年 非核非戦法要」・「原爆80年 非核非戦のつどい」を勤修・開催いたします。
　有縁の方々をお誘い合わせのうえ、ぜひご参拝ください。
　全国からのお参りをお待ちしています。

九州教区
公式YouTube

YouTubeでのご視聴はこちら➡

右の申込フォームもしくは九州教務所まで
お電話にてお申し込みください。　　　　

九州教務所TEL：0942-32-3056
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予約受付について

お知らせ『坂東本 教行信証』カラー影印縮刷本��予約受付中

◆カラー影印縮刷本について
①�影印本とは複製本のことです。この本は、「坂東本」の本文全頁の写真をカラーで掲載し、「坂東本」
の頁割と同様に画像を配置しました。
②「坂東本」の約90％の縮尺で写真を掲載しています。
③翻刻文と合わせて活用いただけるよう、『顯淨土眞實敎行證文類〈飜刻篇〉』の頁数を併記して
います。

※寺院・教会割引は適用されません。

①�東本願寺出版公式オンラインショップにてご注文いただけます。はがき・メール・FAXでのご
注文の場合は、お名前・住所・電話番号・部数を明記の上、「東本願寺出版」までお送りください。
　※高額のためお電話での注文は受け付けておりません。何卒ご了承ください。
②発送時期は、2025年11月下旬を予定しております。
③お知らせいただきました個人情報は、書籍の送付・請求以外に使用いたしません。

■東本願寺出版（真宗大谷派宗務所出版部）
　〒 600-8505��京都市下京区烏丸通七条上る
　E-mail：books@higashihonganji.or.jp　FAX：075-371-9211

　宗祖親鸞聖人の主著であり、浄土真宗の根本聖典である『教行信証』。特に「坂東本」と呼
ばれる『教行信証』は、唯一の宗祖自筆本です。
　『顯淨土眞實敎行證文類〈飜刻篇〉』や『宗祖親鸞聖人著作集一』、『真宗聖典 第二版』と照
応しながら、宗祖の著述に基づく学びを深めていただくことを願い、『坂東本 教行信証』カ
ラー影印縮刷本を発行します。

聖教編纂室　編
A4変形判（縦30.5㎝×横23㎝）・オールカラー・箱付き

掲載内容（四分冊）
〈一〉「教巻・行巻」を収載
　　 160頁
〈二〉「信巻」を収載
　　 192頁
〈三〉「証巻・真仏土巻」を収載
　　 144頁
〈四〉「化身土本巻・化身土末巻」
　　 を収載　232頁

※各頁数は予定

『坂東本　顯淨土眞實敎行證文類』
カラー影印縮刷本

期間：2025年６月１日～９月15日

価格：99,000円（税込・送料込）→ 予約期間の注文に限り79,200円（税込・送料込）

東本願寺出版 検 索
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北
海
道
教
区 

▼
８
月
16
日
、「
北
海
道
教
区
第
七
十
五
回
北
海
御

廟
万
灯
会
」。
講
師
は
寺
田
沙
世
氏
（
第
四
組
淨
見

寺
）。
会
場
は
北
海
御
廟
本
堂
▼
21
日
、「
東
本
願

寺
会
館
公
開
講
座
」。
講
師
は
埴
山
和
成
氏
（
第

十
五
組
法
願
寺
）。
テ
ー
マ
は
慶
讃
テ
ー
マ
「
南
無

阿
弥
陀
仏　

人
と
生
ま
れ
た
こ
と
の
意
味
を
た
ず

ね
て
い
こ
う
」
▼
23
日
、「
大
谷
保
育
協
会
北
海
道

支
部
夏
の
研
修
大
会
」。
講
師
は
寺
澤
三
郎
氏
（
第

十
三
組
敎
證
寺
）・
馬
場
克
典
氏
（
公
益
社
団
法
人

北
海
道
私
立
幼
稚
園
協
会
主
幹
）。
テ
ー
マ
は
「
最

高
の
チ
ー
ム
を
目
指
す
！
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
研

修
」。
会
場
は
札
幌
別
院
大
谷
ホ
ー
ル
▼
26
日
～
27

日
、「
北
海
道
学
園
連
合
会
役
職
者
研
修
会
」。
講
師

は
乾
文
雄
氏
（
大
谷
高
等
学
校
校
長
）・
佐
藤
昌
彦

氏
（
北
海
道
総
務
部
行
政
局
学
事
課
長
）
※
以
上
で

会
場
の
記
載
の
な
い
も
の
は
す
べ
て
北
海
道
東
本
願

寺
会
館
（
北
海
道
教
務
所
）。

 
東
北
教
区 

▼
８
月
２
日
14
時
30
分
～
16
時
30
分
、「
東
北
別

院
市
民
講
座
」。
講
師
は
太
田
良
平
教
区
駐
在
教

導
。
会
場
は
エ
ル
パ
ー
ク
仙
台
（
宮
城
県
仙
台
市
）

▼
７
日
～
８
日
各
日
７
時
～
、「
東
北
別
院
暁
天
講

座
」。
講
師
は
畠
山
和
千
氏
（
秋
田
県
北
組
淨
應
寺
）。

会
場
は
東
北
別
院
▼
18
日
～
19
日
、「
子
ど
も
の
つ

ど
い
in
福
島
」。
会
場
は
伊
達
市
保
原
総
合
公
園
簡

易
宿
泊
所
「
と
ま
っ
ぺ
」（
福
島
県
伊
達
市
）
▼
21

日
～
22
日
、「
山
形
教
会
暁
天
講
座
」。
会
場
は
山
形

教
会
▼
28
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分
、「
東
北
別
院

御
命
日
法
要
」。
講
師
は
海
岸
秀
道
東
北
別
院
輪
番
。

会
場
は
東
北
別
院
。

 

東
京
教
区 

▼
８
月
４
日
11
時
～
12
時
、「
如
信
上
人
御
廟
所

「
法
龍
寺
」
ご
命
日
の
つ
ど
い
」。
講
師
は
深
栖
將
稔

氏
（
茨
城
一
組
阿
彌
陀
寺
）。
会
場
は
如
信
上
人
御

廟
所
法
龍
寺
▼
６
日
６
時
30
分
～
、「
甲
府
別
院
光

澤
寺
暁
天
講
座
」。
講
師
は
佐
々
木
昌
信
氏
（
群
馬

組
覺
應
寺
）。
会
場
は
甲
府
別
院
光
澤
寺
▼
同
日
14

時
～
17
時
、「
第
一
回
部
落
問
題
基
礎
講
座
」。
講
師

は
中
山
量
純
解
放
運
動
推
進
本
部
本
部
委
員
。
内
容

は
「「
是
旃
陀
羅
」
問
題
の
ゆ
く
え
」。
研
修
冥
加

金
1,000
円
。
会
場
は
東
本
願
寺
「
真
宗
会
館
」
及
び

Zoom

▼
９
日
13
時
30
分
～
、「
横
浜
別
院
定
例
法

 

教
育
部 　
▼
真
宗
大
谷
派
学
校
連
合
会
第
二
十
回

「
事
務
職
員
研
修
会
」
20
日　

▼
保
護
司
会
役
員
会　

23
日　

▼
「
グ
リ
ー
フ
の
学
び
」
研
究
協
議
会　
24

日　

▼
大
谷
保
育
協
会
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
修
会　
25

日
・
26
日　

▼
二
〇
二
四
年
度
学
階
銓
衡
会　
26
日　

▼
董
理
院
会
議
・
懇
談
会　
同
日　

▼
真
宗
大
谷
派

学
校
連
合
会
第
二
十
九
回
「
校
長
協
議
会
」
27
日
・

28
日　

▼
大
谷
保
育
協
会
広
報
部
会　
30
日

 

研
修
部 　
▼
宣
誓
式　
３
日
・
８
日
・
11
日
・
15
日
・

19
日
・
22
日
・
28
日　

▼
真
宗
本
廟
子
ど
も
奉
仕
団

ス
タ
ッ
フ
事
前
研
修
会　
４
日
～
５
日　

▼
同
朋
会

館
嘱
託
補
導
奉
仕
研
修　
９
日
～
11
日　

▼
二
〇
二
五

年
度
上
半
期
教
師
修
練
ス
タ
ッ
フ
事
前
研
修
会　
17

日
～
18
日　

▼
住
職
修
習　
26
日
～
28
日

 

組
織
部 　
▼
坊
守
会
連
盟
編
集
会
議　
17
日　

▼
第

七
期
第
十
八
回
中
央
門
徒
戸
数
調
査
委
員
会　
19
日　

▼
坊
守
会
連
盟
常
任
委
員
会　
23
日
～
24
日　

▼
得

度
式　
24
日　

▼
第
三
回
宗
務
審
議
会
「
寺
院
・
教

会
の
施
設
に
係
る
新
た
な
復
興
共
済
制
度
の
検
討
に

関
す
る
委
員
会
」
25
日

 

解
放
運
動
推
進
本
部 　

▼
女
性
室
会
議　
４
日　

▼
ハ
ン
セ
ン
懇
広
報
部
会　
５
日　

▼
ハ
ン
セ
ン
懇

第
一
連
絡
会　
12
日
～
13
日　

▼
解
放
運
動
推
進
本

部
本
部
会
議　
26
日　

▼
ハ
ン
セ
ン
懇
真
相
究
明
部

会　
30
日

 

青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー 　
▼
「
ど
う
ぼ
う
し
ん
ぶ
ん

き
っ
ず
」
編
集
会
議　
４
日　

▼
◎
青
少
幼
年
セ
ン

タ
ー
会
議　
16
日　

▼
同
朋
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
事
前
研

修
会　
17
日
～
19
日　

▼
◎
青
少
幼
年
教
化
教
材
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議　
23
日　

▼
◎
仏
教
青
年
同
盟
常

任
委
員
会　
24
日　

▼
◎
真
宗
大
谷
派
合
唱
連
盟
常

任
委
員
会　
26
日　

▼
◎
ひ
と
り
か
ら
は
じ
め
る
子

ど
も
会
講
習
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議　
30
日
※
◎
は

ウ
ェ
ブ
会
議
。

左
記
の
掲
載
内
容
は
６
月
30
日
現
在
の
予
定
で
あ
り
、
変
更
・
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
６
月
】

【
８
月
】

　

宗
務
所
か
ら　

　

教
区
か
ら　
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話
」。
講
師
は
目
﨑
明
弘
氏
（
湘
南
組
三
寶
寺
）。
会

場
は
本
願
寺
横
浜
別
院
▼
18
日
13
時
30
分
～
15
時
、

「
横
浜
別
院
正
信
偈
の
会
（
お
勤
め
の
お
稽
古
）」。

講
師
は
家
本
久
和
横
浜
別
院
列
座
。
内
容
は
正
信
偈

真
四
句
目
下
な
ど
。
参
加
費
無
料
。
事
前
申
込
不

要
。
会
場
は
本
願
寺
横
浜
別
院
▼
21
日
10
時
30
分
～

12
時
、「
甲
府
別
院
光
澤
寺
盂
蘭
盆
会
法
要
」。
講
師

は
須
賀
力
氏
（
東
京
五
組
道
教
寺
）。
会
場
は
甲
府

別
院
光
澤
寺
▼
23
日
14
時
～
15
時
30
分
、「
横
浜
別

院
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
集
い
」。
内
容
は
勤
行
・
座
談

な
ど
。
参
加
費
無
料
。
事
前
申
込
不
要
。
会
場
は
本

願
寺
横
浜
別
院
▼
25
日
～
26
日
各
日
７
時
～
８
時
45

分
、「
本
願
寺
横
浜
別
院
暁
天
講
座
」。
講
師
・
講
題

は
25
日
不
破
英
明
氏
（
大
垣
教
区
圓
龍
寺
）・「
生
老

病
死
の
身
」、
26
日
佐
竹
真
城
氏
（
武
蔵
野
大
学
仏

教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
・
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

僧
侶
）・「
金
沢
文
庫
・
称
名
寺
と
浄
土
宗
」。
参
加

費
無
料
。
事
前
申
込
不
要
。
会
場
は
本
願
寺
横
浜
別

院
▼
27
日
13
時
～
17
時
、「
東
京
教
区
「
聖
典
学
習

会
」」。
講
師
は
青
柳
英
司
教
学
研
究
所
研
究
員
。
内

容
は
「『
観
経
疏
』
に
学
ぶ
」。
参
加
費
1,000
円
。
要
事

前
申
込
。
会
場
は
東
本
願
寺
「
真
宗
会
館
」
及
び

Zoom

▼
28
日
13
時
30
分
～
、「
横
浜
別
院
定
例
法

話
」。
講
師
は
家
本
久
和
横
浜
別
院
列
座
。
会
場
は

本
願
寺
横
浜
別
院
▼
同
日
10
時
30
分
～
12
時
、「
甲

府
別
院
光
澤
寺
ご
命
日
の
つ
ど
い
」。
講
師
は
千
野

宗
雄
氏
（
山
梨
組
正
宗
寺
）。
会
場
は
甲
府
別
院
光

澤
寺
。

 

新
潟
教
区 

▼
８
月
５
日
６
時
30
分
～
８
時
、「
高
田
別
院
暁
天

講
座
」。
講
師
は
大
場
正
信
氏
（
第
五
組
善
正
寺
）。

会
場
は
高
田
別
院
▼
６
日
６
時
30
分
～
８
時
、「
高

田
別
院
不
戦
平
和
の
誓
い
の
鐘
」。
講
師
は
石
井
浩

順
氏
（
第
三
組
淨
念
寺
）。
会
場
は
高
田
別
院
▼
６

日
・
27
日
各
日
18
時
30
分
～
20
時
、「
三
条
別
院
書

道
教
室
」
▼
８
日
12
時
30
分
～
16
時
、「
べ
つ
い
ん

寺
子
屋
」。
会
場
は
新
井
別
院
▼
12
日
、「
御
命
日
」。

会
場
は
高
田
別
院
▼
13
日
７
時
～
７
時
30
分
、「
盂

蘭
盆
会
」。
会
場
は
高
田
別
院
▼
18
日
～
20
日
、「
児

童
夏
の
集
い
」。
会
場
は
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

津
南
（
新
潟
県
津
南
町
）
▼
19
日
～
21
日
、「
高
田

地
区
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
」。
会
場
は
池
の
平
青
少

幼
年
セ
ン
タ
ー
▼
21
日
・
28
日
各
日
14
時
～
16
時
、

「
教
化
セ
ン
タ
ー
学
習
会
」。
講
師
は
21
日
田
澤
一
明

氏
（
第
十
九
組
明
誓
寺
）、
28
日
三
明
智
彰
氏
（
東

北
教
区
明
教
寺
）
▼
21
日
～
24
日
各
日
６
時
～
８
時
、

「
三
条
別
院 

朝
の
人
生
講
座
」
▼
22
日
、「
声
明
基

本
講
習
会
」
▼
25
日
13
時
～
16
時
、「
女
性
研
修
会

事
前
学
習
会
」
▼
27
日
13
時
30
分
～
15
時
、「
ご
命

日
の
つ
ど
い
」。
会
場
は
高
田
別
院
▼
同
日
13
時
30

分
～
14
時
30
分
、「
宗
祖
御
命
日
逮
夜
法
要
」
▼
28

日
10
時
～
12
時
、「
宗
祖
御
命
日
日
中
法
要
」。
法

話
講
師
は
小
林
智
光
氏
（
中
越
十
二
組
淨
照
寺
）。

テ
ー
マ
は
『
御
文
』（
二
帖
目
第
六
通
）
※
以
上
で

会
場
の
記
載
の
な
い
も
の
は
す
べ
て
三
条
別
院
。

 

富
山
教
区 

▼
８
月
１
日
10
時
30
分
～
、
富
山
市
真
宗
大
谷
派
協

会
（
富
山
小
会
）
主
催
「
戦
死
・
戦
災
死
者
追
弔
法

要
兼
申
経
法
要
（
八
一
法
要
）」。
会
場
は
富
山
別
院

▼
１
日
～
３
日
各
日
６
時
～
、
井
波
別
院
「
暁
天
講

座
」。
講
師
は
１
日
太
田
浩
史
氏
（
第
三
組
大
福
寺
）、

２
日
馬
川
透
氏
（
第
三
組
眞
敎
寺
）、
３
日
竹
部
俊

惠
氏
（
第
四
組
妙
蓮
寺
）。
会
場
は
井
波
別
院
▼
13

日
13
時
30
分
～
15
時
30
分
、
井
波
別
院
「
両
度
の

御
命
日
法
話
会
」。
会
場
は
井
波
別
院
▼
13
日
～
16

日
、
井
波
別
院
「
盂
蘭
盆
会
」。
会
場
は
井
波
別
院

▼
14
日
～
16
日
各
日
６
時
～
、
城
端
別
院
「
暁
天
講

座
」。
講
師
は
14
日
釜
田
哲
男
氏
（
第
二
組
敎
願
寺
）、

15
日
亀
渕
卓
城
端
別
院
輪
番
、
16
日
馬
川
透
氏
（
第

三
組
眞
敎
寺
）。
会
場
は
城
端
別
院
▼
14
日
～
16
日

各
日
13
時
30
分
～
、
城
端
別
院
「
盂
蘭
盆
会
」。
会

場
は
城
端
別
院
▼
15
日
10
時
～
、
富
山
別
院
「
盂
蘭

盆
会
兼
開
基
上
人
御
命
日
日
中
」。
会
場
は
富
山
別

院
▼
20
日
13
時
30
分
～
、
城
端
別
院
「
仏
教
講
座
」。

講
師
は
亀
渕
卓
城
端
別
院
輪
番
。
会
場
は
城
端
別
院

▼
24
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分
、
井
波
別
院
「
お
つ

と
め
の
会
」。
講
師
は
井
波
別
院
列
座
。
会
場
は
井

波
別
院
▼
28
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分
、
井
波
別
院

「
二
十
八
日
講
法
話
会
」。
会
場
は
井
波
別
院
。

 

能
登
教
区 

▼
８
月
１
日
～
２
日
各
日
７
時
～
８
時
、「
暁
天
講

座
」。
講
師
は
谷
釜
了
正
氏
（
第
四
組
正
久
寺
）・
崖

超
氏
（
第
七
組
浄
明
寺
）
▼
19
日
～
21
日
、「
二
〇

二
五 

子
ど
も
の
つ
ど
い
in
東
本
願
寺
」。
会
場
は
東

本
願
寺
同
朋
会
館
※
以
上
で
会
場
の
記
載
の
な
い
も

の
は
す
べ
て
能
登
教
務
所
（
済
美
精
舎
）。

 

金
沢
教
区 

▼
８
月
７
日
15
時
～
17
時
、「
サ
ン
ガ
茶
話
会
」

▼
10
日
・
28
日
・
29
日
・
30
日
各
日
18
時
30
分
～
20

時
30
分
、
夏
季
公
開
仏
教
講
座
「
聞
」。
講
師
・
講
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教 団 動の き

題
は
10
日
釆
睪
晃
氏
（
京
都
教
区
長
光
寺
・
大
谷
大

学
教
授
）・「
仏
教
者
は
〈
偉
人
〉
な
の
か
─
鳩
摩
羅

什
を
中
心
に
─
」、
28
日
佐
野
明
弘
氏
（
大
谷
専
修

学
院
長
）・「
信
心
獲
得
」、
29
日
伊
勢
研
思
氏
（
岡

崎
教
区
称
念
寺
）・「
信
心
な
の
か
、
聴
聞
な
の
か
」、

30
日
本
林
靖
久
氏
（
第
10
組
妙
成
寺
・
大
谷
大
学
非

常
勤
講
師
）・「
樹
木
葬
に
見
る
墓
の
系
譜
」。
聴
講

料
1,000
円
。
主
催
は
金
沢
教
区
仏
教
青
年
連
盟
▼
19

日
～
21
日
、「
金
沢
教
区
子
ど
も
奉
仕
団
」。
会
場
は

真
宗
本
廟
。
主
催
は
金
沢
教
区
児
童
教
化
連
盟
▼
23

日
15
時
～
17
時
、「
心
の
相
談
室
」。
会
場
は
い
ち
ょ

う
館
（
山
門
横
）
※
以
上
で
会
場
の
記
載
の
な
い
も

の
は
す
べ
て
金
沢
別
院
ま
た
は
金
沢
教
務
所
。

 

小
松
大
聖
寺
教
区 

▼
８
月
１
日
～
４
日
各
日
５
時
45
分
～
７
時
30
分
、

「
暁
天
講
座
」。
講
師
・
講
題
は
１
日
福
田
正
充
氏

（
能
登
教
区
正
覺
寺
）・「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら

み
え
て
く
る
能
登
の
現
状
に
つ
い
て
」、
２
日
英
月

氏
（
真
宗
佛
光
寺
派
大
行
寺
）・「
今
さ
ら
聞
け
な
い

他
力
～
他
力
と
自
力
っ
て
、
何
？
～
」、
３
日
難
波

教
行
教
学
研
究
所
所
員
・「『
真
宗
児
童
聖
典
』
に
込

め
ら
れ
た
〝
願
い
〟」、
４
日
篠
原
敬
氏
（
珠
洲
焼
游

戯
窯
作
家
）・「
珠
洲
焼
復
興
へ
─
み
ん
な
で
珠
洲
の

未
来
を
創
る
」。
会
場
は
１
日
～
２
日
小
松
大
聖
寺

教
務
所
（
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
は
大
聖
寺
教
務
支
所
）、

３
日
～
４
日
大
聖
寺
教
務
支
所
▼
12
日
９
時
30
分
～

11
時
30
分
、「
十
二
日
講
」。
講
師
は
滋
野
井
光
氏

（
第
二
組
稱
佛
寺
）
▼
19
日
14
時
～
20
日
11
時
15
分
、

「
伝
道
研
修
」。
講
師
は
五
辻
信
行
氏
（
大
垣
教
区
光

福
寺
）。
テ
ー
マ
は
「
新
宗
憲
に
込
め
ら
れ
た
宗
門

の
願
い
」。
参
加
費
1,000
円
。
会
場
は
大
聖
寺
教
務
支

所
※
以
上
で
会
場
の
記
載
の
な
い
も
の
は
す
べ
て
常

磐
会
館
（
小
松
大
聖
寺
教
務
所
）。

 

福
井
教
区 

▼
８
月
２
日
～
３
日
、「
夏
の
子
ど
も
の
つ
ど
い
」。

▼
20
日
10
時
～
12
時
、「
月
例
法
話
」。
講
師
は
日
下

部
求
氏
（
第
四
組
浄
明
寺
）。
内
容
は
『
御
文
』
五

帖
目
九
通
「
安
心
の
一
義
」
▼
25
日
10
時
～
12
時
、

「
吉
崎
別
院
二
十
五
日
講
」。
会
場
は
吉
崎
別
院
※
以

上
で
会
場
の
記
載
の
な
い
も
の
は
す
べ
て
福
井
別
院

（
福
井
教
務
所
）。

 

岐
阜
高
山
教
区 

▼
８
月
１
日
～
２
日
各
日
６
時
～
７
時
30
分
、「
暁

天
講
座
」（
岐
阜
地
域
）。
講
師
は
１
日
曽
我
謙
成

氏
（
京
都
教
区
等
倫
寺
）、
２
日
几
恵
憲
氏
（
京
都

教
区
聞
信
寺
）。
協
賛
券
500
円
。
会
場
は
岐
阜
別
院

▼
１
日
～
５
日
各
日
６
時
30
分
～
、「
ご
坊
さ
ま
夏

の
暁
天
講
座
」。
講
師
・
講
題
は
１
日
藤
場
俊
基
氏

（
金
沢
教
区
常
讃
寺
）・「
心
に
残
る
お
葬
式
」、
２
日

三
井
祐
子
氏
（
が
ん
サ
ー
ク
ル
「O

w
ls

」
代
表
）・

「
喪
失
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
」、
３
日
藤
枝
真
氏

（
大
谷
大
学
教
授
）・「
鈴
木
大
拙
『
日
本
的
霊
性
』

と
現
代
の
宗
教
性
」、
４
日
金
龍
静
氏
（
元
本
願
寺

資
料
研
究
所
副
所
長
・
本
願
寺
派
円
満
寺
）・「
真

宗
八
百
年
の
歴
史
に
学
ぶ
」、
５
日
三
島
多
聞
高
山

別
院
輪
番
・「
─
戦
後
八
十
年
に
当
た
り
─
戦
争
孤

児
の
願
い
」。
会
場
は
高
山
別
院
照
蓮
寺
▼
１
日
～

５
日
各
日
９
時
～
、「
飛
騨
学
場
」
▽
１
日
～
３
日
、

「
本
講
」。
講
師
は
藤
場
俊
基
氏
（
同
前
）。
講
題
は

「『
浄
土
論
』『
浄
土
論
註
』
が
開
く
仏
教
観
─
浄
土

を
共
有
し
よ
う
と
す
る
精こ
こ
ろ神

─
」
▽
４
日
～
５
日
、

「
次
講
」。
講
師
は
金
龍
静
氏
（
同
前
）。
講
題
は

「
戦
国
期
飛
騨
真
宗
史
の
諸
問
題
」。
会
場
は
高
山
別

院
照
蓮
寺
▼
９
日
～
10
日
各
日
６
時
～
、「
竹
鼻
別

院
人
生
講
座
」。
講
師
は
９
日
蒲
池
勢
至
氏
（
同
朋

大
学
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
顧
問
）、
10
日
羽
部
玲

子
氏
（
第
十
五
組
安
樂
寺
）。
当
日
券
500
円
。
会
場

は
竹
鼻
別
院
▼
20
日
14
時
～
16
時
、「
仏
教
公
開
講

座
」。
講
師
は
木
戸
季
市
氏
（
日
本
原
水
爆
被
害
者

団
体
協
議
会
事
務
局
長
）。
講
題
は
「
核
兵
器
禁
止

条
約 

二
度
と
被
害
者
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に
」。
当

日
券
500
円
▼
26
日
19
時
～
21
時
、「
教
化
学
研
修
室

（
基
礎
学
）」
※
以
上
で
会
場
の
記
載
の
な
い
も
の
は

す
べ
て
岐
阜
高
山
教
務
所
。

 

大
垣
教
区 

▼
８
月
５
日
13
時
～
15
時
、「
大
垣
別
院
同
朋
の
会
」。

講
師
は
竹
中
照
真
氏
（
第
六
組
淨
誓
寺
）。
テ
ー
マ

は
「
私
に
ま
で
届
い
た
念
仏
」。
参
加
費
500
円
▼
７

日
８
時
30
分
～
10
時
30
分
・
15
時
～
17
時
、「
寺
カ

フ
ェ
」。
会
場
は
大
垣
別
院
▼
９
日
９
時
～
11
時
、

「
寺
子
屋
ゴ
ボ
ち
ゃ
ん
」。
会
場
は
大
垣
別
院
本
堂

▼
18
日
19
時
～
21
時
、「
大
垣
別
院
仏
教
公
開
講
座
」。

講
師
は
海
法
龍
氏
（
東
京
教
区
長
願
寺
）。
テ
ー
マ

は
「
は
じ
め
に
帰
る
」。
参
加
費
600
円
。
会
場
は
大

垣
別
院
▼
20
日
14
時
～
17
時
、「
仏
華
講
習
会 

平
常

時
の
本
堂
の
立
華
─
基
礎
編
─
」。
講
師
は
仏
華
研

究
会
「
ち
い
ち
の
華
」、
澤
田
見
氏
（
大
阪
教
区
清

澤
寺
）、
桒
田
和
貴
氏
（
大
阪
教
区
円
照
寺
）。
参
加

費
4,000
円
。
要
事
前
申
込
（
８
月
12
日
締
切
）
▼
25
日

９
時
30
分
～
12
時
、「
大
垣
教
区
同
朋
の
会
推
進
員
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連
絡
協
議
会
聞
法
会
」。
講
師
は
藤
卓
見
教
区
駐
在

教
導
▼
25
日
～
26
日
、「
寺
子
屋
ゴ
ボ
ち
ゃ
ん
お
泊

ま
り
会
」
※
以
上
で
会
場
の
記
載
の
な
い
も
の
は
す

べ
て
教
区
同
朋
会
館
。

 

岡
崎
教
区 

▼
８
月
１
日
～
３
日
各
日
５
時
30
分
～
、「
三
河
別

院
暁
天
講
座
」。
講
師
は
１
日
英
月
氏
（
真
宗
佛
光

寺
派
大
行
寺
）、
２
日
豅
弘
信
氏
（
京
都
教
区
西
念

寺
）、
３
日
一
郷
正
道
氏
（
第
三
十
四
組
真
勝
寺
）

▼
20
日
10
時
～
11
時
、
三
河
地
域
教
化
セ
ン
タ
ー

「
儀
式
の
研
鑚
」。
講
師
は
榎
室
行
博
氏
（
第
七
組
専

念
寺
）。
テ
ー
マ
は
「
声
明
に
ふ
れ
る
」。
対
象
は

二
〇
二
六
年
に
得
度
考
査
を
控
え
た
方
。
会
場
は
三

河
別
院
▼
22
日
６
時
～
、「
赤
羽
別
院
暁
天
講
座
」。

講
師
は
大
溪
正
浩
氏
（
第
九
組
正
向
寺
）
▼
同
日
11

時
～
、
岡
崎
教
区
児
童
教
化
連
盟
「
サ
マ
ー
キ
ッ

ズ
・
サ
ン
ガ
」。
内
容
は
お
つ
と
め
、
お
は
な
し
の

後
に
大
運
動
会
、
手
作
り
ラ
ー
メ
ン
を
楽
し
み
、
日

程
の
最
後
に
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
行
い
ま
す
。

先
着
30
名
。
参
加
費
800
円
。
会
場
は
岡
崎
教
区
会
館

及
び
三
河
別
院
境
内
。

 

名
古
屋
教
区 

▼
８
月
１
日
～
３
日
各
日
６
時
15
分
～
８
時
30
分
、

「
は
や
お
き
鳥
」。
会
場
は
名
古
屋
別
院
対
面
所
▼
８

日
・
18
日
・
28
日
各
日
16
時
～
20
時
、「
東
別
院
暮

ら
し
の
夜
市
」。
会
場
は
名
古
屋
別
院
境
内
▼
12
日
、

「
御
坊
縁
日
「
一
如
さ
ん
」」。
会
場
は
名
古
屋
別
院

境
内
▼
20
日
～
21
日
（
一
泊
二
日
）、
教
区
児
童
教

化
連
盟
「
夏
の
つ
ど
い
」。
テ
ー
マ
は
「
日
本
昔
あ

そ
び
～
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！
た
の
し
も
う
! !
～
」。

講
師
は
藤
田
由
仁
氏
（
日
本
独
楽
博
物
館
館
長
・
日

本
こ
ま
ま
わ
し
協
会
会
長
）。
申
込
は
名
古
屋
教
務

所
ま
で
。
会
場
は
名
古
屋
別
院
境
内
▼
27
日
14
時
～

15
時
30
分
、「
門
徒
声
明
」。
内
容
は
「
正
信
偈
」
の

稽
古
。
会
場
は
名
古
屋
別
院
本
堂
下
広
間
。

 

三
重
教
区 

▼
８
月
３
日
７
時
～
８
時
、「
桑
名
別
院
人
生
講

座
」。
講
師
は
渡
邊
誉
氏
（
員
弁
組
西
願
寺
）。
参
加

費
500
円
。
会
場
は
桑
名
別
院
本
堂
▼
29
日
～
30
日
各

日
18
時
～
21
時
、「
桑
名
別
院
夜
間
特
別
参
拝
」。
内

容
は
ナ
イ
ト
マ
ル
シ
ェ
・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
。
会
場
は
桑
名
別
院
本
堂
・
諸
殿
・
境
内
。

 

京
都
教
区 

▼
８
月
５
日
～
８
日
、「
五
村
別
院
夏
中
」。
講
師

は
５
日
谷
大
輔
氏
（
近
江
第
二
組
良
覺
寺
）、
６
日

冨
田
正
孝
氏
（
長
浜
第
十
三
組
聽
信
寺
）、
７
日
興

法
慶
実
氏
（
敦
賀
組
隆
法
寺
）、
８
日
佐
々
木
尚
氏

（
福
井
教
区
專
光
寺
）
▽
各
日
６
時
～
、「
暁
天
講
座
」。

５
日
三
山
岳
氏
（
長
浜
第
十
三
組
真
勝
寺
）、
６
日

古
松
了
真
氏
（
長
浜
第
二
十
三
組
頓
念
寺
）、
７
日

曽
我
朋
子
氏
（
長
浜
第
十
二
組
等
倫
寺
）、
８
日
藤

森
了
英
氏
（
長
浜
第
二
十
三
組
真
西
寺
）
▼
８
日
９

時
～
、「
師
徳
奉
讃
法
要
」
▼
19
日
～
20
日
、「
第

六
十
四
回
児
童
大
会
」。
テ
ー
マ
は
「
い
の
ち
～
で

あ
い
・
つ
な
が
り
・
ひ
び
き
あ
い
～
」。
会
場
は
ビ

ラ
デ
ス
ト
今
津
（
滋
賀
県
高
島
市
）
▼
21
日
～
22
日
、

「
夏
期
教
師
試
験
検
定
準
備
学
習
会
」。
講
師
は
真
宗

学
：
伊
東
恵
深
氏
（
元
同
朋
大
学
准
教
授
）、
仏
教

学
：
松
下
俊
英
教
学
研
究
所
研
究
員
、
声
明
作
法
：

仁
科
高
遠
氏
（
教
区
内
准
堂
衆
）、
法
規
：
五
辻
広

大
総
務
部
主
事
。
会
場
は
京
都
教
区
会
館
（
京
都
教

務
所
）
※
以
上
で
会
場
の
記
載
の
な
い
も
の
は
す
べ

て
五
村
別
院
。

 

大
阪
教
区 

▼
８
月
14
日
16
時
～
18
時
、「
パ
ソ
コ
ン
相
談
室
」。

要
事
前
申
込
。
申
し
込
み
は
大
阪
教
務
所
ま
で
。
会

場
は
難
波
別
院
同
朋
会
館
青
少
年
ル
ー
ム
▼
19
日
～

20
日
、「
児
童
連
盟
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」。
会
場
は
和

歌
山
県
立
紀
北
青
少
年
の
家
（
和
歌
山
県
伊
都
郡
）。

 

山
陽
四
国
教
区 

▼
８
月
５
日
14
時
～
15
時
、「
広
島
別
院
定
例
法
話
」。

講
師
は
三
須
誠
氏
（
備
後
組
寳
田
院
）。
会
場
は
広

島
別
院
明
信
院
▼
６
日
14
時
～
16
時
、「
赤
穂
別
院

同
朋
の
集
い
」。
講
師
は
淺
野
尚
麿
氏
（
赤
穂
組
專

法
寺
）。
会
場
は
赤
穂
別
院
妙
慶
寺
▼
12
日
・
27
日

各
日
13
時
～
15
時
、「
姫
路
船
場
別
院
本
徳
寺
定
例

法
話
」。
講
師
は
12
日
藤
本
潤
氏
（
第
六
組
正
覺
寺
）、

27
日
後
藤
海
氏
（
第
七
組
光
圓
寺
）。
会
場
は
姫
路

船
場
別
院
本
徳
寺
▼
19
日
～
21
日
、「
児
童
教
化
連

盟
こ
ど
も
夏
の
つ
ど
い
」。
会
場
は
真
宗
本
廟
同
朋

会
館
。
要
事
前
申
込
▼
28
日
13
時
～
15
時
、「
土
佐

別
院
ご
命
日
の
つ
ど
い
」。
講
師
は
土
佐
別
院
輪
番
。

会
場
は
土
佐
別
院
。

 

九
州
教
区 

▼
８
月
２
日
16
時
～
17
時
30
分
、「
親
鸞
聖
人
に
学

ぶ
会
」。
講
師
は
鹿
児
島
別
院
職
員
。
参
加
費
無
料
。

会
場
は
鹿
児
島
別
院
▼
９
日
13
時
～
16
時
、「
原
爆

八
十
年
非
核
非
戦
法
要
」。
講
師
は
森
達
也
氏
（
映

画
監
督
・
作
家
）。
会
場
は
長
崎
教
会
▼
23
日
～
24

日
、「
門
司
教
会
盆
法
要
」。
講
師
は
溝
邊
伸
氏
（
三
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教 団 動の き

井
西
組
蓮
明
寺
）。
会
場
は
門
司
教
会
▼
25
日
16

時
～
17
時
30
分
、「

異
抄
に
聞
く
会
」。
講
師
は
鹿

児
島
別
院
職
員
。
参
加
費
無
料
。
会
場
は
鹿
児
島

別
院
▼
28
日
７
時
～
８
時
、「
宗
祖
御
命
日
晨
朝
兼

日
中
・
朝
粥
会
」。
会
場
は
鹿
児
島
別
院
▼
同
日
10

時
～
12
時
、「
四
日
市
別
院
ご
命
日
の
つ
ど
い
」。
講

師
は
四
日
市
別
院
職
員
。
会
場
は
四
日
市
別
院
▼
同

日
13
時
～
15
時
、「
宗
祖
御
命
日
定
例
法
座
」。
講
師

は
佐
世
保
別
院
職
員
。
会
場
は
佐
世
保
別
院
▼
同
日

13
時
30
分
～
16
時
、「
長
崎
教
会
御
命
日
定
例
法
座
」。

講
師
は
教
務
所
員
・
教
会
担
当
。
会
場
は
長
崎
教
会

▼
同
日
14
時
～
16
時
、「
御
命
日
同
朋
会
」。
会
場
は

鹿
児
島
別
院
伊
敷
支
院
▼
同
日
15
時
15
分
～
、「
御

命
日
法
話
会
」。
講
師
は
髙
田
雅
量
氏
（
福
岡
組
萬

福
寺
）。
参
加
費
500
円
。
会
場
は
東
本
願
寺
仏
事
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
福
岡
。

※
本
欄
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
各
教
務
所
ま
で
。

　
首
都
圏
教
化
推
進
本
部
か
ら
　

▼
毎
週
日
曜
日
10
時
～
12
時
、「
日
曜
礼
拝
」。
講
師

は
３
日
荒
川
正
憲
氏
（
東
京
七
組
瑞
法
寺
）、
10
日

佐
々
木
邦
之
氏
（
東
京
四
組
傳
久
寺
）、
17
日
牧
野

豊
丸
氏
（
福
井
教
区
託
願
寺
）、
24
日
近
田
聖
二
氏

（
東
京
七
組
顯
真
寺
）、
31
日
伊
藤
大
信
氏
（
横
浜
組

西
敎
寺
）。
10
日
は
「
盂
蘭
盆
会
」
兼
修
▼
20
日
14

時
～
16
時
30
分
、
東
京
真
宗
同
朋
の
会
「
ま
く
は
り

会
」。
講
師
は
百
々
海
真
氏
（
東
京
六
組
了
善
寺
）。

会
場
は
了
善
寺
（
東
京
都
港
区
）
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン

▼
27
日
14
時
～
16
時
、「
終
活
サ
ポ
ー
ト
講
座
」。
講

師
は
小
林
尚
樹
氏
（
東
京
六
組
光
明
寺
）
▼
28
日
10

時
～
12
時
、「
ご
命
日
の
つ
ど
い
」。
講
師
は
本
多
雅

人
氏
（
東
京
二
組
蓮
光
寺
）
▼
30
日
18
時
～
20
時
、

東
京
真
宗
同
朋
の
会
「
サ
ム
ド
ラ
の
会
」。
講
師
は

海
法
龍
氏
（
三
浦
組
長
願
寺
）。
会
場
は
東
京
大
学

仏
教
青
年
会
ホ
ー
ル
（
東
京
都
文
京
区
）
及
び
オ
ン

ラ
イ
ン
※
以
上
で
会
場
の
記
載
の
な
い
も
の
は
す
べ

て
東
本
願
寺
「
真
宗
会
館
」。

※
本
欄
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
東
京
宗
務
出
張
所
ま
で
。

　
沖
縄
開
教
本
部
か
ら
　

▼
毎
週
土
曜
日
10
時
～
11
時
30
分
、「
土
曜
礼
拝
」

▼
毎
週
水
曜
日
13
時
～
15
時
、「
聖
教
輪
読
会
」

▼
毎
月
最
終
金
曜
日
18
時
30
分
～
20
時
、「
ウ
ェ
ブ

リ
モ
ー
ト
輪
読
会
」
※
以
上
で
会
場
の
記
載
の
な
い

も
の
は
す
べ
て
東
本
願
寺
沖
縄
別
院
。

※
本
欄
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
沖
縄
開
教
本
部
ま
で
。

　
開
教
区
か
ら
　
　
※
日
時
は
す
べ
て
現
地
時
間
。

 

南
米
開
教
区 　

https://higashihonganji.org.br

▼
毎
週
日
曜
日
10
時
～
11
時
、「
ブ
ラ
ジ
ル
別
院
日

曜
礼
拝
」（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
▼
８
月
９
日
10
時
～
、

「
父
の
日
法
要
」（
日
本
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
▼
13

日
14
時
～
15
時
、「
先
門
首
御
命
日
定
例
法
話
会
」

（
音
楽
法
要 

日
本
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
▼
28
日
14

時
～
15
時
、「
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
命
日
定
例
法
話
会
」

（
日
本
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
※
以
上
の
会
場
は
す

べ
て
ブ
ラ
ジ
ル
別
院
南
米
本
願
寺
。

 

北
米
開
教
区 　

https://hhbt-la.org

▼
毎
週
日
曜
日
10
時
～
12
時
、「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
別

院
日
曜
礼
拝
」（
日
本
語
・
英
語
）
※
８
月
は
第
一

週
の
３
日
の
み
日
曜
礼
拝
開
催
▼
８
月
17
日
９
時
～

14
時
、「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
別
院
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

※
以
上
の
会
場
は
す
べ
て
東
本
願
寺
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

別
院
。

 

ハ
ワ
イ
開
教
区 　

https://betsuin.hhbt-hi.org

▼
毎
週
日
曜
日
10
時
～
11
時
、「
ハ
ワ
イ
別
院
日
曜

礼
拝
」（
日
本
語
・
英
語
）
▼
９
日
19
時
～
22
時
、

「
ヒ
ロ
東
本
願
寺
盆
ダ
ン
ス
」。
会
場
は
ヒ
ロ
東
本
願

寺
▼
28
日
10
時
～
10
時
30
分
、「
宗
祖
親
鸞
聖
人
御

命
日
勤
行
」
※
以
上
で
会
場
の
記
載
の
な
い
も
の
は

す
べ
て
ハ
ワ
イ
別
院
。

※
本
欄
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
組
織
部
国
際
室
ま
で
。

９
月
以
降
の
各
教
区
・
開
教
区
等
で
の
教
化
事
業
は
、

し
ん
ら
ん
交
流
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
浄
土
真
宗
ド
ッ

ト
イ
ン
フ
ォ
」
に
お
い
て
掲
載
予
定
で
す
。
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③教師数推移

　この統計は、2025年７月１日現在の（1）組数、（2）寺院・教会数、（3）僧侶数、（4）教師数、
（5）住職・教会主管者数、（6）代務者数	、（7）坊守数を集計したものです。

教師数
男性 女性 合計

8 2 10
9 2 11
1 0 1
9 1 10
27 5 32

教区別教師数 教区別住職・教会主管者数 教区別代務者数 教区別坊守数
男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計
914 140 1,054 407 6 413 30 2 32 0 279 279
602 125 727 330 13 343 52 7 59 3 200 203
858 154 1,012 422 15 437 19 3 22 1 283 284
1,124 247 1,371 586 26 612 58 10 68 1 320 321
667 151 818 381 10 391 41 7 48 0 197 197
540 85 625 296 9 305 30 4 34 0 162 162
564 131 695 288 9 297 11 4 15 0 146 146
210 60 270 106 4 110 8 0 8 0 59 59
333 41 374 167 7 174 16 1 17 1 101 102
527 121 648 283 7 290 17 2 19 0 169 169
623 164 787 340 12 352 32 4 36 0 153 153
708 152 860 368 12 380 31 4 35 0 244 244
1,236 262 1,498 602 17 619 35 6 41 0 338 338
322 90 412 168 8 176 28 5 33 0 110 110
1,425 246 1,671 806 28 834 173 13 186 0 483 483
988 262 1,250 516 19 535 50 19 69 0 325 325
593 145 738 299 9 308 35 7 42 1 178 179
1,444 278 1,722 670 14 684 60 7 67 0 347 347
13,678 2,854 16,532 7,035 225 7,260 726 105 831 7 4,094 4,101
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宗門現勢の報告

①寺院・教会数、②僧侶数、③教師数　2016年度から2025年度までの10年間の推移

①寺院・教会数推移

※数値は国内の別院・寺院・教会の合計数

②僧侶数推移

開教区
別院・普通寺院・布教所等の数 僧侶数

別院 普通寺院 布教所等 合計 男性 女性 合計
1 南米開教区 1 22 7 30 20 8 28
2 北米開教区 1 3 1 5 13 4 17
3 ハワイ開教区 1 4 0 5 4 4 8
4 沖縄準開教区 1 0 0 1 10 2 12

合計 4 29 8 41 47 18 65

教区名 組数
教区別寺院・教会数 教区別僧侶数

別院 普通寺院 教会 合計 男性 女性 合計
1 北 海 道 21 6 454 8 468 1,258 732 1,990
2 東 北 25 2 409 5 416 817 432 1,249
3 東 京 25 2 482 19 503 1,212 614 1,826
4 新 潟 27 3 745 3 751 1,606 918 2,524
5 富 山 13 3 453 1 457 986 626 1,612
6 能 登 16 0 351 2 353 818 390 1,208
7 金 沢 13 2 317 4 323 881 516 1,397
8 小松大聖寺 2 0 122 5 127 302 176 478
9 福 井 10 2 210 1 213 508 243 751
10 岐 阜 高 山 23 4 312 3 319 772 489 1,261
11 大 垣 18 2 401 5 408 927 533 1,460
12 岡 崎 36 4 419 11 434 1,085 507 1,592
13 名 古 屋 32 1 670 6 677 1,835 908 2,743
14 三 重 11 1 213 4 218 454 269 723
15 京 都 43 7 1,057 4 1,068 2,209 1,186 3,395
16 大 阪 27 5 632 5 642 1,518 934 2,452
17 山 陽 四 国 22 4 363 5 372 844 471 1,315
18 九 州 26 3 800 11 814 1,920 1,201 3,121

合計 390 51 8,410 102 8,563 19,952 11,145 31,097
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宗議会議員選挙における主な変更点について
　本年９月15日に実施される宗議会議員総選挙にあたり、宗議会議員選挙条例等が改正され、選挙日
程をはじめ、郵便投票の拡大に伴う申請手続等が変更されましたので、お知らせいたします。

１　選挙日程の変更について
　�　選挙事務の合理化・省力化を図ることを目的に、立候補届出期間などの選挙日程を変更しました。

なお、以下に示す日程は、本年９月15日実施の総選挙の主な日程です。

　　８月19日（火）　選挙人名簿の作成基準日（中央選挙管理委員会）
　　８月20日（水）　選挙人名簿の閲覧開始日（教務所にて）
　　　　　　　　 　異議申立期間～ 8/25
　　８月22日（金）　選挙期日の告示日
　　８月25日（月）　立候補届出開始日～ 8/27
　　８月29日（金）　候補辞退最終日
　　９月３日（水）　郵便投票事前届出の最終日（選挙人→選挙区の選挙管理会）
　　９月５日（金）　投票管理者指定・投票所決定・投票立会人指定・開票期日決定最終日
　　９月８日（月）　郵便投票用紙発送最終日・選挙公報発送最終日（選挙区の選挙管理会→選挙人）
　　９月11日（木）　選挙運動最終日
　　９月12日（金）　期日前投票開始日～ 9/14（各日午前９時から午後５時まで）
　　９月15日（月）　選挙の期日（直接投票の日）（各日午前９時から午後５時まで）
　　　　　　　　 　郵便投票受付最終日（午後５時まで）

２　選挙人名簿及び閲覧について
　�　有権者名簿を廃止して選挙人名簿に一本化するほか、総選挙が行われる年に全寺院・教会宛てに

送付していた有権者明細書を廃止します。
　 　また、選挙人名簿の縦覧制度を廃止して閲覧制度に一本化します。併せて、閲覧期間及び異議申

立期間を変更します。

閲覧…………… 選挙人が、特定の者（本人を含む）が選挙人であるかどうかの確認のために選挙人
名簿の記載内容を確認することです。

閲覧方法………所定の申請用紙をご提出のうえ、教務所にて閲覧いただきます。

閲覧期間……… 通年可能です。ただし、選挙が行われるときは、当該選挙に関する選挙人名簿の閲
覧は、選挙の期日から数えて前27日から（このたびの総選挙では、８月20日から）
可能となります。

異議申立……… 選挙人が名簿に脱漏、誤載又は誤記があると認めたときは、文書をもって選挙管理
会を経由して、中央選挙管理委員会に異議の申立をすることができる制度です。

異議申立期間… 通年可能です。ただし、選挙が行われるときは、当該選挙に関する選挙人名簿に対
する異議申立は、選挙の期日から数えて前27日から開始し、前22日まで（このたび
の総選挙では、８月20日から８月25日まで）となります。

　　なお、閲覧及び異議申立をされる場合は、休日、祝日及び教務所の事務休止日以外にお願いします。

中央選挙管理委員会からのお知らせ
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３　無投票当選について
　 　これまでは、議員候補者の数がその選挙区の議員の定数に満たないときは、その選挙で選出すべ

き議員の定数全員について再選挙を行う必要がありましたが、このたびの改正により、選挙の期日
の前日においてもなお議員候補者の数がその選挙区の議員の定数に満たないときは、選挙の期日を
もってその時点の候補者を当選人とし、その選挙で選出すべき議員の数に不足した数についてのみ
補欠選挙を行うことになりました。

４　立候補に関する手続きについて
　（１）立候補に関する手続きについて
　　 　立候補届を郵送（書留速達又は簡易書留）により届け出ることが可能となり、併せて供託金（30

万円）は振り込みでの送金が可能となりました。ただし、選挙運動の開始は、立候補届の受理及
び供託金の振り込みが確認されてからとなります。立候補される場合は、選挙の期日から数えて
前22日から前20日まで（このたびの総選挙においては、８月25日から８月27日まで）の間に、当
該選挙管理会（教務所）へ手続きをお願いします。（郵送の場合は期間中に到着するよう手続き
のこと）

　　 　なお、住職・教会主管者以外の教師が立候補する場合の住職・教会主管者又はその代務者の同
意を得る期間は、選挙の期日から数えて前35日から前22日まで（このたびの総選挙においては、
８月12日から８月25日まで）の期間となります。

　（２）立候補する役職者の辞任期限について
　　 　宗務役員、準宗務役員、選出教区会議員、組長、副組長、査察委員、中央選挙管理委員会の委

員及びその補充員、選挙管理会の委員及びその補充員が立候補する場合は、当該選挙の告示日の
前日まで（このたびの総選挙においては、８月21日まで）に各役職の辞任手続きを完了しておく
必要があります。

５　投票について
　（１）投票の種類について
　　 　これまでの「不在者投票」を「期日前投票」として位置づけ直しました。これにより、投票は、

以下のいずれかの方法により行うことができます。
　　①直接投票…… 選挙の期日である９月15日（月）に、組を単位に定められた投票区の投票所にお

いて投票します。
　　②期日前投票… 選挙の当日投票所に行くことができない（直接投票できない）選挙人は、９月12

日（金）～ 14日（日）の期間に、教務所に設置される投票所において投票すること
ができます。

　　③郵便投票……直接投票又は期日前投票が困難な選挙人は、郵便投票が可能です。
　（２）投票所の開閉時間の変更について
　　 　直接投票及び期日前投票における投票所の開閉時間について、これまでは午前７時に開き、午

後７時に閉じることになっていましたが、郵便投票の拡大に伴い、午前９時に開き、午後５時に
閉じるよう変更しました。

　（３）郵便投票の拡大について
　　 　これまでは、条例により郵便投票が認められている投票区及び寺院・教会に所属する選挙人、

若しくは宗務の都合や身体の故障による場合のみに郵便投票が認められていましたが、このたび
の改正により、交通事情やその他法務の都合によっても郵便投票が可能となりました。
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　　《郵便投票について》
　　　Ａ： 交通その他の事情により郵便投票を行うことがあらかじめ法規で定められた投票区又は寺

院・教会に所属する選挙人は、郵便による投票（郵便投票）を行います。投票を行うこと
となったときは、投票用紙等の必要書類を９月８日（月）を発送事務の完了期限として、
寺院の所在地に送付します。

　　　Ｂ： 上記Ａ以外の選挙人についても、直接投票又は期日前投票のいずれも行うことができない
特定の事由がある場合は、選挙管理会への事前の届出により、郵便投票を行うことができ
ます。詳細は以下の内容をご確認ください。

　　①事前届出による郵便投票を行うことができる場合の事由
　　　・ 交通事情その他居住地の都合による場合（Ａに該当する寺院に所属する選挙人であって、寺

院とは居所が異なる選挙人についても適用可能）
　　　・入院、病気又は身体の故障による場合
　　　・宗務又は法務等の都合による場合
　　②事前届出の方法
　　　・ 届出期限までに、選挙区の選挙管理会（教務所）に所定の「郵便投票届出書」を書留郵便（書

留速達又は簡易書留）で送付してください。
　　　・ 届出書には、運転免許証の写しや住民票等、「本人の氏名、生年月日が確認できる証明書（本

人確認書類）」の添付が必要です。
　　　・ 届出書は、郵便投票を希望する選挙人１人につき、１通が必要です。他人の届出や家族分を

まとめた届出などは受理することができません。
　　　・ 届出書は、宗派公式ウェブサイトからダウンロードいただくか、事前に選挙区の選挙管理会

（教務所）からお取り寄せください。
　　③事前届出の期限
　　　９月３日（水）17時必着
　　④事前届出の受理
　　　 　選挙管理会にて郵便投票の事前届出を受理したときは、投票用紙等の必要書類を９月８日

（月）を発送事務の完了期限として届出の住所に送付します。ただし、無投票となった場合は、
その旨を別途お知らせします。

　　⑤郵便投票の方法
　　　　以下の順序で選挙管理会（教務所）宛に投票用紙を郵送します。
　　　・投票する候補者一名の氏名を記入した投票用紙１枚を投票用封筒に入れて封をする。
　　　・封をした投票用封筒を郵便用封筒に入れてさらに封をする。
　　　・郵便用封筒の裏面に住所・氏名・記入年月日を記載する。
　　　・ 選挙管理会（教務所）宛に書留郵便（書留速達又は簡易書留）にて郵送する。※９月15日（月）

午後５時必着
　　⑥留意事項
　　　・ 郵便投票は、事前の届出の際と実際に投票を行う際の２回、書留郵便（書留速達又は簡易書

留）による送付が求められます。
　　　・郵便投票を行う選挙人は、直接投票・期日前投票を行うことはできません。
　　　・一旦届出が受理された後は、取りやめることができません。
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６　開票の手続きについて
　（１）立会人の条件変更
　　 　開票開始の条件について、これまでは、会長、委員全員及び選挙管理事務長が出席しなければ

開始することができませんでしたが、このたびの改正により、会長、委員２人以上及び選挙管理
事務長の出席を開票開始の条件としました。

７　懲戒に関する改正について
　　　不正郵便投票の非違について、最大懲戒種別を「軽懲戒」から「重懲戒」に変更しました。
　　 　また、暴力による非違は、故意による行為であることを明確にした上で、最大懲戒種別を「軽

懲戒」から「重懲戒」に変更しました。

８　その他
　　・ 宗議会議員選挙条例を準用して行われている教区会議員選挙についても、一部を除き同様に改

正しました。
　　・ 郵便投票の拡大に伴い、「東日本大震災に伴う宗議会議員選挙の投票所の設置及び郵便投票の

特例に関する臨時措置条例」及び「新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う宗議会議員選
挙の不在者投票の特例に関する臨時措置条例」は、廃止しました。

　以上、教区改編による広域教区への対応及び選挙人の利便性の向上を図るとともに、選挙事務がこ
れまで以上に円滑且つ遺漏なく執行できるよう種々の改正を行いました。改正された条例をはじめ、
投票に関する手続き等については、宗派公式ウェブサイトにも掲載していますので、ご参照ください。

宗派公式ウェブサイト「宗会議員選挙」

以　上
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TEL.075-371-9210（本廟部・参拝接待所）  FAX.075-371-9204
〒600-8505  京都府京都市下京区烏丸通七条上る常葉町754番地

本廟部・参拝接待所

2025年「御正忌報恩講」参拝のご案内

　本年も真宗本廟において、 11月21日の「御正忌
報恩講讃仰法要（音楽法要）」に始まり、21日初
逮夜から28日結願日中まで「御正忌報恩講」が厳
修されます。
　真宗門徒にとって最も大切な仏事である報恩講
に、有縁の皆様をお誘い合わせの上、ぜひご参拝
くださいますようご案内申しあげます。

【参拝申込要項】
１．申し込みに際して
　（１）申し込み時にお知らせいただく必要な事項
　　　 ①参拝日　②参拝される法要（〔例〕日中）　③到着時刻・出発時刻　④団体・個人名称
　　　 ⑤引率責任者氏名・連絡先電話番号　⑥参拝人数　⑦お斎申込の有無　⑧お弁当申込の有無
　　　 ⑨帰敬式受式の有無　⑩渉成園参観の有無　⑪交通手段（バス・乗用車台数）
　　　 ⑫大谷祖廟参拝の有無
　（２） 申し込み後に、到着・出発時刻、参拝人数、バス・乗用車駐車等に変更が生じた場合は、必

ず本廟部参拝接待所にご連絡ください。
　（３） 11月中旬を目途に、引率責任者へ案内状・参拝確認書・駐車ステッカー等を送付いたします。
　　　 ※ 申し込み期間後に変更された内容については参拝確認書に反映されませんので、ご承知お

きください。

【申込期間】2025年7月2日（水）午前９時～10月31日（金）午後５時
　　　　　　※受付は各日午前９時から午後５時までです。
　　　　　　※お斎・お弁当（次頁参照）を申し込む場合、食数に限りがありますのでお早めに
　　　　　　　ご連絡ください。定員になり次第締め切ります。

【申込方法】　下記のいずれかの方法で本廟部参拝接待所へ直接お申し込みください。
　　　　　　【TEL】申込要項の内容をお伝えください。
　　　　　　【FAX】宗派ウェブサイトより申込書をダウンロードしてご利用ください。
　　　　　　【WEB】宗派ウェブサイトの特設フォームでお申し込みください。

申込書及びお申し込みフォームはこちら➡

※	参拝のお申し込みをいただきました団体または個人には、報恩講参拝の記念品をご用意
いたしますので、公共交通機関でお越しの方や少人数の方、お一人からでもぜひお申し
込みください。
※�バス・乗用車の駐車をご希望される場合は必ずお申し込みが必要となります。
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２．バス・乗用車の駐車について
　（１） 団体・個人参拝申し込みをされたバス・乗用車のみ、指定場所に駐車できます。駐車を希望

する場合は必ず申し込みをしてください。また、申し込まれた団体・個人には駐車ステッカ
ーを送付します。

　（２） 駐車ステッカーは、表示内容が確認できるよう、バスの場合は車両の前面（フロントガラス）
及び側面（ガラス面）に、乗用車の場合はダッシュボードに必ず貼付ください。ステッカー
の掲示がない場合は駐車できません。

　（３）駐車場では係員が誘導・整理を行います。乗降場所については、係員の指示に従ってください。

３．報恩講のお斎について
　 　報恩講の「お斎」は、全国各所より御同朋が食材を持ち寄り、宗祖のご遺徳を偲びつつ、厳粛に

いただく御仏事として永く執り行われています。
　 　本年も、お申し込みいただいた皆様に、一膳のお斎から浄土真宗の歴史を味わっていただくこと

を願いとし開催いたします。
　（１）期　　間：11月21日（金）～28日（金）
　（２）時　　間　

　　　　　　　 　※帰敬式を受式される方は２回目にお申し込みください。
　（３）定　　員：各回120名（全席椅子席）
　（４）会　　場：大寝殿または表小書院
　（５）内　　容：報恩講「お斎」〔お斎・けんちん汁・お手土産など〕
　（６）冥 加 金：お一人　4,500円
　（７）特記事項：定員になり次第締め切ります。会場はお選びいただけません。
　　　　　　　 　空席がある場合に限り当日券をご用意いたします。
　　　　　　　 　 ご予約日の前日12時以降の人数変更及びキャンセルはできませんので、予めご了

承ください。

４．昼食弁当
　 　報恩講期間中に参拝された方々への昼食として、お弁当（１食2,000円・お茶付）をご用意いた

します。会場は「しんらん交流館」または「和敬堂」（最大70席・会場指定不可）です。ご希望の
場合は、５名からお申し込みください。なお、受け入れ人数に限りがありますので、定員になり次
第締め切ります。

　（１）期　　間　11月21日（金）～28日（金）
　（２）時　　間　11時～ 13時
　（３）料　　金　2,000円
　（４）会　　場　しんらん交流館すみれの間（20名）／和敬堂講義室（50名）

　　　 ※ 会場は、時間・人数を調整して振り分けますのでご指定いただけません。
　　　 ※ 申込時に会場をお伝えしますが、都合により、その後に会場を変更させていただく場合が

ございます。予めご了承ください。

21日（金）22日（土）23日（日）24日（月）25日（火）26日（水）27日（木）28日（金）
１回目

12：10 12：10
11：40 11：40

12：10
11：40 11：40

12：50
２回目 12：40 12：40 12：40 12：40

21日（金）22日（土）23日（日）24日（月）25日（火）26日（水）27日（木）28日（金）

しんらん交流館 〇 〇 〇 － － － － －

和　 敬 　堂 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

お斎（イメージ）
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【お問い合わせ】　本廟部参拝接待所
TEL：075-371-9210（９時〜17時）　FAX：075-371-9204

E-mail：honbyo@higashihonganji.or.jp
真宗大谷派ウェブサイト　https://www.higashihonganji.or.jp/

５．帰敬式について
　（１） 帰敬式は、21日の讃仰法要後、22日～27日の日中法要後、御影堂において執行されます。ただ 

し、28日は執行されません。
　（２） 住職選定法名及び団体による受式については、「帰敬式受式者届」を受式日の１ヵ月前までに

直接、本廟部参拝接待所へご提出ください。
　（３）受式当日、本廟部参拝接待所で９時30分までに受付をお済ませください。
　（４）帰敬式終了予定時刻は正午前後となります。

６．注意事項
　（１）各法要の開式時間にご留意ください。
　（２）参拝時に体調を崩された場合は、お近くのスタッフにお声がけください。
　（３）法要中の写真や動画の撮影はご遠慮ください。
　（４）時間に余裕を持った計画を立てられるようお願いいたします。
　（５）ご参拝の際には、ご門徒に肩衣（畳肩衣・略肩衣）を着用いただくよう奨励ください。
　（６）真宗本廟収骨・永代経・御影堂読経はお取り扱いがありません。
　　 　※参拝接待所（地下仏間）での読経はお取り扱いがあります。
　（７）行事等で諸殿を使用しているため、諸殿案内はできません。
　（８）法要途中での退席はなさらないようお願いします。
　（９）渉成園にもぜひご参観ください。（11月の参観時間は９時～16時  ※15時30分受付終了）

渉成園のご案内
　四季折々に美しさを見せる渉成園で
すが、特に報恩講の季節には楓、銀杏
などが色づき、より一層その趣を高め
ています。
　御正忌報恩講のご参拝とあわせて、
渉成園にもぜひご参観ください。

渉成園について、詳しくはこちらをご覧ください→ 渉成園Instagram→
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〒600-8505 京都市下京区烏丸通七条上る
東本願寺出版『同朋』係

TEL：075-371-9189　FAX：075-371-9211
メール：books@higashihonganji.or.jp

◆ FAX・電話・ハガキ・メール、またはホームページで
　お申し込みいただけます。
◆代金は、『同朋』と共に送付いたします振込用紙にて、
　お支払いください。

●購読料�年間 �4,400円（税込・送料込）　１冊 �440円（税込・送料別）●毎月１日発行
●A4判 フルカラー60頁

お問い合わせ

まずは、お寺で１冊ご購入ください！
◇�ご門徒へのプレゼント、法要・行事の記念品
としてもご利用ください。

魅力ある連載をご紹介

谷川嘉浩
哲学者

名倉　幹
僧侶

録
音
か
ら
立
ち
現
れ
る

東
本
願
寺
の「
音
景
」

竹田ダニエル
ライター

小
説「
一
切
の
幸
せ
」

哲
学
者
と
僧
侶

「
私
」を
め
ぐ
る
往
復
書
簡

中田　亮
ミュージシャン

息できる風景
柳沢英輔

音文化研究者

森泉岳土
マンガ家

ぺコロスのほどけてしゃがんで 岡野雄一
マンガ家

岩川ありさ
小説家

8月号特集
〈インタビュー〉

「大東亜共栄圏」とは／安達宏昭（東北大学教授）

「七三一部隊」とは／吉中丈志（京都大学教授）

「慰安婦」問題とは／梁・永山聡子（社会学者）

〈寄稿〉
映画『ビルマの竪琴』がおき忘れたもの

／永田喜嗣（戦争映画研究者）

長崎人権平和資料館の理念／崎山 昇（長崎人権平和資料館理事長）

母屋をつくりかえる／小田原のどか（彫刻家・評論家）

巻頭インタビュー アキラ・ザ・ハスラー（アーティスト）

2025年７月号から価格改定

ニッポンがしたこと
――なぜ戦争はダメなのか

後
生
の
一
大
事
を
心
に
か
け
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
開
教
便
り

仏 教 が み ち び く、 あ ら た な 人 生

「同朋」は生活の視点から、
浄土真宗に親しむための月刊誌です

最終回

新連載
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を
諮
問
事
項
と
し
た
宗
務
審
議
会
「
大
谷
祖
廟
総
合
整
備
に
関
す
る
委
員
会
」
が
設

置
さ
れ
た
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以
下
に
示
す
「
大
谷
祖
廟
並
び
に
東
大
谷
墓
地
の
総
合
整
備
事
業
に
関
す
る
基
本

構
想
」
は
、
委
員
会
に
お
い
て
12
回
に
わ
た
る
協
議
を
行
い
、
総
合
整
備
事
業
の
方

向
性
に
つ
い
て
答
申
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
た
び
の
総
合
整
備
事
業
は
、
親
鸞
聖
人
の
御
廟
所
と
し
て
真
宗
門
徒
が
こ
れ

ま
で
敬
仰
護
持
し
て
き
た
歴
史
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
納
骨
を
大
切
な
ご
縁
と
し

て
、
次
世
代
に
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
必
要
な
事
業
で
あ
る
。
宗

門
の
総
力
を
挙
げ
て
、
僧
侶
と
門
徒
が
と
も
に
取
り
組
ま
れ
る
事
業
と
な
る
こ
と
を

願
う
。

Ⅱ　
審
議
経
過

　

第
１
回　

２
０
２
３
年
12
月
４
日　

会
場
：
大
谷
祖
廟

　

・
大
谷
祖
廟
総
合
整
備
に
係
る
準
備
調
査
報
告

　

・
大
谷
祖
廟
境
内
建
物
視
察

　

・
大
谷
祖
廟
の
現
況
に
つ
い
て

　

第
２
回　

２
０
２
４
年
２
月
９
日　

会
場
：
大
谷
祖
廟

　

・「
大
谷
祖
廟
の
歴
史
」
安
藤
弥
氏
（
同
朋
大
学
教
授
）

　

・
大
谷
祖
廟
境
内
建
物
視
察

　

第
３
回　

２
０
２
４
年
３
月
11
日　

会
場
：
宗
務
所

　

・
大
谷
本
廟
（
西
大
谷
）
視
察

　

・
全
体
土
地
利
用
計
画
素
案
に
つ
い
て

　

第
４
回　

２
０
２
４
年
５
月
７
日　

会
場
：
大
谷
祖
廟

　

本
誌
７
月
号
９
頁
に
掲
載
の
と
お
り
、
宗
務
審
議
会
「
大
谷
祖
廟
総
合
整
備
に
関

す
る
委
員
会
（
尾
畑
英
和
会
長
）」
か
ら
、宗
務
総
長
に
答
申
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
答
申
書
を
ふ
ま
え
、「
大
谷
祖
廟
及
び
東
大
谷
墓
地
に
関
す
る
総

合
整
備
委
員
会
」
に
お
い
て
総
合
整
備
事
業
に
関
す
る
総
計
画
（
総
予
算
）
が
策
定

さ
れ
る
予
定
で
す
。

Ⅰ　
は
じ
め
に

　

大
谷
祖
廟
で
は
、
建
物
の
老
朽
化
を
は
じ
め
、
日
々
参
拝
に
訪
れ
る
方
の
利
便
性

の
向
上
、
東
大
谷
墓
地
事
務
所
と
の
統
合
を
視
野
に
入
れ
た
効
率
的
な
受
付
・
案
内

業
務
の
見
直
し
、
ま
た
、
御
廟
所
内
納
骨
所
の
補
強
改
修
、
宗
祖
御
遠
忌
記
念
事
業

に
お
い
て
整
備
が
及
ば
な
か
っ
た
建
物
の
文
化
財
的
価
値
を
踏
ま
え
た
修
理
・
保
存

な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
大
谷
祖
廟
並
び
に
東
大
谷
墓
地
の
土
地
、
建
物
の
総
合
的
な

整
備
（
以
下
、
総
合
整
備
事
業
と
い
う
。）
の
計
画
立
案
を
目
指
し
、
２
０
２
２
年

度
か
ら
事
前
調
査
を
開
始
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
大
谷
祖
廟
庫
裡
に
構
造
上
の
問
題
が
あ
る
こ
と
や
雨
水
の
排
水
不
良
、

境
内
擁
壁
・
急
斜
面
地
に
危
険
な
箇
所
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
そ
の
他
多
岐
に
わ
た
り

課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

２
０
２
３
年
度
か
ら
は
、
そ
れ
ら
の
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
総
合
整
備
事
業
の

計
画
立
案
に
向
け
て
必
要
と
な
る
更
な
る
調
査
が
行
わ
れ
、
２
０
２
３
年
12
月
４
日

に
、

　
（
１
）
大
谷
祖
廟
境
内
及
び
建
造
物
の
総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て

　
（
２
）�

納
骨
を
縁
と
し
た
開
教
事
業
の
展
開
並
び
に
宗
派
納
骨
施
設
の
整
備
に
つ

い
て

宗
務
審
議
会

　「
大
谷
祖
廟
総
合
整
備
に
関
す
る
委
員
会
」
答
申

（
２
０
２
５
年
４
月
14
日
）
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・ 

大
谷
祖
廟
境
内
建
物
視
察
（
長
楽
寺
、
雙
林
寺
、
菊
谷
川
及
び
国
有
地
と
の
境

界
確
認
）

　

・
大
谷
祖
廟
総
合
整
備
事
業
に
つ
い
て
（
中
間
報
告
）

　

・
２
０
２
４
年
度
準
備
業
務
内
容
お
よ
び
予
算
案
に
つ
い
て

　

第
５
回　

２
０
２
４
年
６
月
20
日　

会
場
：
し
ん
ら
ん
交
流
館

　

・
大
谷
祖
廟
総
合
整
備
事
業
準
備
積
立
金
に
関
す
る
特
別
措
置
条
例
に
つ
い
て

　

・
茶
室
の
応
急
処
置
に
つ
い
て

　

第
６
回　

２
０
２
４
年
９
月
19
日　

会
場
：
し
ん
ら
ん
交
流
館

　

・
新
た
な
納
骨
施
設
に
つ
い
て

　

・
建
物
配
置
・
施
設
の
使
用
方
途
に
つ
い
て

　

第
７
回　

２
０
２
４
年
10
月
22
日　

会
場
：
し
ん
ら
ん
交
流
館

　

・
建
物
配
置
・
施
設
の
使
用
方
途
に
つ
い
て

　

・
大
谷
祖
廟
総
合
整
備
計
画
の
た
た
き
台
に
つ
い
て

　

第
８
回　

２
０
２
４
年
12
月
９
日　

会
場
：
し
ん
ら
ん
交
流
館

　

・
基
本
整
備
工
事
及
び
東
大
谷
納
骨
堂
（
仮
称
）
に
つ
い
て

　

・
財
源
確
保
案
に
つ
い
て

　

・
大
谷
祖
廟
史
の
研
究
に
つ
い
て

　

第
９
回　

２
０
２
５
年
１
月
27
日　

会
場
：
大
谷
祖
廟

　

・
仏
教
に
関
す
る
実
態
把
握
調
査
（
全
日
本
仏
教
会
）
に
つ
い
て

　

・
基
本
整
備
工
事
箇
所
及
び
納
骨
施
設
建
設
予
定
地
の
現
地
確
認

　

・
東
大
谷
納
骨
堂
（
仮
称
）
に
つ
い
て

　

・
答
申
案
の
目
次
に
つ
い
て

　

第
10
回　

２
０
２
５
年
２
月
17
日　

会
場
：
大
谷
祖
廟

　

・
宗
派
納
骨
施
設
に
つ
い
て
（
東
本
願
寺
真
宗
会
館
・
東
本
願
寺
沖
縄
別
院
）

　

・
大
谷
祖
廟
総
合
整
備
工
程
案
に
つ
い
て

　

・ 

大
谷
祖
廟
並
び
に
東
大
谷
墓
地
の
総
合
整
備
事
業
に
関
す
る
基
本
構
想
案
に
つ

い
て

　

第
11
回　

２
０
２
５
年
３
月
26
日　

会
場
：
宗
務
所

　

・ 

大
谷
祖
廟
並
び
に
東
大
谷
墓
地
の
総
合
整
備
事
業
に
関
す
る
基
本
構
想
案
に
つ

い
て

　

第
12
回　

２
０
２
５
年
４
月
14
日　

会
場
：
宗
務
所

　

・
答
申
案
の
最
終
確
認
、
答
申
書
の
提
出

Ⅲ　
委
員

　

会
長　
　
　

尾
畑
英
和　
　

岐
阜
高
山
教
区
第
５
組　

正
壽
寺

　

会
長
代
理　

森　

孝
司　
　

東
北
教
区
山
形
第
７
組　

無
量
寺

　

委
員　
　
　

金
倉
泰
賢　
　

北
海
道
教
区
第
11
組　
　

高
德
寺

　

委
員　
　
　

二
階
堂
行
壽　

東
京
教
区
東
京
４
組　
　

專
福
寺

　

委
員　
　
　

安
藤　

弥　
　

岡
崎
教
区
第
７
組　
　
　

淨
專
寺

　

委
員　
　
　

中
山
惠
津
子　

岡
崎
教
区
第
34
組　
　
　

西
敬
寺

　

委
員　
　
　

藤
澤
順
子　
　

京
都
教
区
山
城
第
１
組　

東
光
寺

　

委
員　
　
　

亀
田
晃
巖　
　

京
都
教
区
山
城
第
２
組　

唯
明
寺

　

委
員　
　
　

藤
原　

勲　
　

大
阪
教
区
第
21
組　
　
　

西
願
寺

　

委
員　
　
　

護
山
信
麿　
　

九
州
教
区
福
岡
組　
　
　

稱
讃
寺

Ⅳ　
総
合
整
備
事
業
の
基
本
方
針

１　
基
本
方
針

　
　
（
１
）親
鸞
聖
人
の
御
廟
所
と
し
て
の
歴
史
と
真
宗
門
徒
の
納
骨
の
伝
統
を
継
承

　
　
（
２
）納
骨
を
縁
に
宗
派
の
開
教
事
業
と
し
て
展
開

　
　
（
３
）大
谷
祖
廟
に
お
い
て
新
た
な
宗
派
財
源
を
確
保
し
て
増
収
を
図
る

の
３
項
目
を
基
本
方
針
に
掲
げ
、
単
な
る
整
備
工
事
に
留
ま
ら
ず
、
大
谷
祖
廟
参

拝
者
年
間
約
65
万
人
に
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
親
鸞
聖
人
の
教
え
に
触
れ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
方
に
対
し
て
、
納
骨
を
ご
縁
と
し
て
、
大
谷
祖
廟
が
選
ば
れ
、
お
参
り

し
て
満
足
し
、
そ
し
て
感
動
す
る
場
所
と
な
る
、
そ
の
た
め
の
儀
式
の
執
行
、
受

付
、
案
内
が
円
滑
に
行
え
る
総
合
整
備
事
業
を
実
施
す
る
。

　
　

※ 
こ
の
基
本
構
想
に
お
け
る
「
所
属
寺
が
な
い
方
」
と
は
、
過
去
に
所
属
寺
が

あ
り
真
宗
門
徒
で
あ
っ
た
方
、
ま
た
将
来
門
徒
と
な
り
所
属
寺
を
持
と
う
と

す
る
方
と
定
義
す
る
。
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２　
基
本
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

２
０
２
５
年
度
に
「
大
谷
祖
廟
並
び
に
東
大
谷
墓
地
の
総
合
整
備
委
員
会
（
仮

称
）」
を
設
置
し
、
基
本
構
想
に
基
づ
い
て
、
整
備
計
画
（
基
本
設
計
、
工
事
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
施
行
体
制
な
ど
）
を
策
定
し
、
２
０
２
６
年
度
か
ら
総
合
整
備
事

業
に
関
す
る
総
計
画
（
総
予
算
）
と
し
て
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

Ⅴ　
大
谷
祖
廟
の
現
在
位
置

１　
大
谷
祖
廟
の
歴
史
（
概
要
）

　

大
谷
祖
廟
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
親
鸞
聖
人
の
入
滅
後
、
そ
の
遺
骨
が
東
山

の
西
麓
、
鳥
部
野
の
北
に
位
置
す
る
大
谷
の
地
に
納
め
ら
れ
、
納
骨
を
示
す
一
基

の
石
塔
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
末
娘
覚
信
尼
と
遺
弟
た
ち
に

よ
り
、
滅
後
10
年
に
あ
た
る
１
２
７
２
（
文
永
９
）
年
に
吉
水
の
北
の
辺
に
改
葬

さ
れ
、
新
た
に
廟
堂
が
建
立
さ
れ
た
。
こ
の
廟
堂
に
全
国
各
地
の
門
徒
が
親
鸞
聖

人
を
慕
い
参
拝
し
、
全
国
各
地
に
戻
ら
れ
て
道
場
を
開
き
、
さ
ら
に
そ
こ
で
門
徒

の
交
わ
り
を
結
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
大
谷
派
教
団
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
東
西
本
願
寺
の
分
派
後
、
新
た
に
祖
廟
造
営
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
、
１
６
７
０
（
寛
文
10
）
年
に
、
か
つ
て
宗
祖
の
遺
骨
を
最
初
に
納
め
た
東
山

麓
の
鳥
部
野
の
北
の
大
谷
の
地
に
近
い
、
現
在
の
大
谷
祖
廟
の
地
に
親
鸞
聖
人
の

御
廟
が
造
営
さ
れ
、
納
骨
を
通
じ
て
、
聖
人
を
追
慕
し
、
聖
人
の
教
え
を
相
続
し

て
い
く
た
め
の
真
宗
門
徒
の
納
骨
所
と
な
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

　

真
宗
門
徒
が
納
骨
し
た
記
録
が
最
初
に
確
認
で
き
る
の
は
、
１
７
２
３
（
享
保

８
）
年
で
あ
り
、
江
戸
末
期
の
１
７
７
１
（
明
和
８
）
年
の
大
谷
祖
廟
絵
図
に
は

「
骨
役
所
」
と
い
う
建
物
の
記
載
が
あ
る
。

　

以
降
、
大
谷
祖
廟
は
真
宗
門
徒
の
納
骨
所
と
し
て
、
親
鸞
聖
人
の
御
廟
に
遺
骨

の
一
部
を
分
骨
し
て
合
葬
す
る
こ
と
を
伝
統
と
し
て
き
た
。

２　
現
在
の
土
地
・
建
物
の
状
況

　
（
１
）土
地
の
調
査

　

境
内
擁
壁
に
つ
い
て
、
特
に
総
門
南
北
擁
壁
、
長
楽
寺
側
擁
壁
及
び
御
廟
所

内
擁
壁
は
、
は
ら
み
出
し
が
生
じ
て
お
り
、
空か

ら

石い
し

積づ
み

擁
壁
の
安
定
性
が
低
い
た

め
、
将
来
的
に
豪
雨
や
大
規
模
地
震
で
被
害
を
受
け
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
ま
た
、
急
斜
面
地
に
つ
い
て
、
一
般
に
必
要
と
さ
れ
る
安
定
性
を

満
た
し
て
お
ら
ず
、
同
様
に
豪
雨
や
地
震
時
に
お
い
て
被
害
を
受
け
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
（
２
）土
地
の
所
有
権
・
使
用
権
の
整
理

　

大
谷
祖
廟
西
側
に
隣
接
す
る
土
地
は
３
つ
に
分
類
さ
れ
、
宗
派
所
有
の
土
地
、

雙
林
寺
所
有
の
土
地（
宗
派
が
無
期
限
の
使
用
権
を
有
す
る
土
地
）、国
有
地（
等

価
貸
借
に
よ
っ
て
使
用
す
る
土
地
）
が
あ
る
。
そ
の
他
、
大
谷
祖
廟
北
側
の
長

楽
寺
と
の
境
界
、
南
側
の
菊
谷
川
と
の
境
界
な
ど
、
境
界
確
定
の
未
定
箇
所
が

多
く
、
土
地
の
所
有
権
、
使
用
権
を
整
理
し
、
境
界
を
確
定
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
（
３
）建
物
の
調
査

　

築
50
年
が
経
過
し
た
祖
廟
事
務
所
、
木
造
と
Ｒ
Ｃ
造
の
両
面
の
構
造
を
も
つ

庫
裡
の
構
造
耐
震
診
断
と
使
用
方
法
の
調
査
を
実
施
し
た
。
い
ず
れ
の
建
物
も

現
行
基
準
の
耐
震
性
能
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
適
切
な
耐
震
補
強
が
必
要
で
あ

御廟所内の擁壁

御廟所内の急斜面地
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る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
祖
廟
事
務
所
は
手
狭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
参

拝
者
の
動
線
が
交
錯
し
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

年
末
年
始
を
は
じ
め
、
春
秋
彼
岸
、
お
盆
に
多
く
の
方
が
参
拝
さ
れ
た
際
の
祖

廟
事
務
所
待
合
（
休
憩
）
ス
ペ
ー
ス
、
本
堂
参
拝
ス
ペ
ー
ス
の
手
狭
さ
は
解
消

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
宗
祖
御
遠
忌
記
念
事
業
に
お
い
て
整
備
が
及
ば
な
か
っ
た
建
物
に
つ

い
て
は
、「
真
宗
本
廟
造
営
物
保
存
管
理
専
門
委
員
会
（
大
谷
祖
廟
部
会
）」
が

新
た
に
設
置
さ
れ
、
あ
ら
た
め
て
現
地
視
察
が
実
施
さ
れ
た
。
結
果
、
北
門
は
、

周
辺
の
擁
壁
の
は
ら
み
出
し
の
影
響
に
よ
る
変
形
、
太
鼓
楼
は
、
床
下
の
換
気

不
十
分
に
よ
る
柱
の
腐
食
、
茶
室
は
、
周
辺
の
排
水
不
良
の
影
響
に
よ
る
変
形

が
生
じ
て
お
り
、
天
井
の
雨
漏
り
の
跡
も
確
認
さ
れ
た
。

　
（
４
）境
内
排
水
の
調
査

　

排
水
性
能
が
不
十
分
な
雨
水
側
溝
や
雨
水
枡
が
境
内
に
多
数
存
在
し
て
お
り
、

近
年
頻
度
を
増
す
ゲ
リ
ラ
豪
雨
時
に
は
水
溜
ま
り
や
、
施
設
内
浸
水
が
発
生
し

て
い
る
。
長
楽
寺
参
道
と
の
境
界
部
の
雨
水
が
適
切
に
排
水
さ
れ
ず
、
北
側
公

道
に
大
量
に
流
出
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
（
５
）バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
調
査

　

急
傾
斜
地
に
階
段
が
多
数
存
在
す
る
大
谷
祖
廟
の
参
拝
は
、
大
変
不
便
で
あ

る
。
下
参
道
入
口
か
ら
祖
廟
事
務
所
ま
で
の
高
低
差
は
約
30
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

車
で
の
参
拝
に
は
、
大
谷
祖
廟
南
側
通
路
の
東
大
谷
墓
地
前
ま
で
上
り
、
一
時

停
車
で
降
車
す
る
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
参
拝
者
の
中
に
は
、
妊
婦
、
乳
幼
児

連
れ
の
方
も
お
ら
れ
る
。
祖
廟
事
務
所
に
隣
接
す
る
旧
事
務
所
内
に
授
乳
室
が

設
置
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
ト
イ
レ
も
含
め
そ
の
機
能
は
十
分
で
は
な
い
。

参
拝
者
が
不
便
な
く
参
拝
で
き
る
よ
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

３　
社
会
状
況

　

現
代
で
は
、
世
帯
の
規
模
が
極
小
化
し
、
さ
ら
に
特
定
の
場
所
に
定
住
せ
ず
移

動
さ
れ
る
方
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、
特
定
の
寺
院
に
所
属
す
る
機
会
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
葬
儀
を
執
り
行
わ
な
い
「
直
葬
」
や
「
墓
じ
ま
い
」
と
い
う

言
葉
に
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
お
墓
や
遺
骨
に
対
す
る
意
識
ま
で
も
が
刻
々
と
変
化

祖廟事務所の様子

北門前の雨水

本堂の様子

祖廟事務所前の水溜まり
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し
て
き
て
い
る
。

　

大
谷
祖
廟
へ
の
納
骨
に
つ
い
て
も
形
態
は
様
々
で
あ
る
。
特
に
、
門
徒
の
社
会

生
活
が
多
様
化
し
て
い
る
現
代
で
は
「
日
頃
、
特
定
の
寺
院
と
の
関
わ
り
は
な
い

が
、
家
は
代
々
大
谷
派
の
門
徒
で
あ
る
」
と
い
う
意
識
の
方
も
多
く
見
受
け
ら
れ
、

「
お
連
れ
合
い
や
両
親
が
祖
廟
に
納
め
ら
れ
て
い
る
た
め
一
緒
の
お
墓
に
納
骨
を

し
た
い
」
と
い
う
方
や
、「
郷
里
の
お
墓
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
か
ら
墓

じ
ま
い
を
し
て
、
改
葬
先
と
し
て
祖
廟
を
選
び
た
い
」
と
い
う
方
が
増
加
し
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
首
都
圏
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
部
に
住
ま
わ
れ
て
い
る
方
の
中

に
も
、
郷
里
の
お
墓
に
つ
い
て
「
継
承
者
は
い
る
が
、
負
担
を
か
け
た
く
な
い
」

と
の
思
い
か
ら
、「
墓
じ
ま
い
」
が
な
さ
れ
、
新
た
な
納
骨
施
設
を
求
め
ら
れ
る

傾
向
が
あ
る
。

　

総
合
整
備
事
業
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
十
分
認
識
し
た
う
え
で
、
納
骨
を
縁

と
し
て
あ
ら
た
め
て
親
鸞
聖
人
の
教
え
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
を

念
頭
に
置
き
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４　
大
谷
祖
廟
納
骨
の
推
移
・
状
況

　

大
谷
祖
廟
納
骨
は
、
２
０
２
３
年
度
に
は
、
生
前
納
骨
の
申
込
も
含
め
、
４

種
は
４
，５
７
４
体
、
３
種
は
２
，８
２
５
体
、
２
種
は
１
，２
５
５
体
、
１
種
は

８
７
２
体
、
別
座
は
４
４
１
体
、
合
計
９
，９
６
７
体
の
納
骨
が
行
わ
れ
、
納
骨

志
５
３
０
，４
６
０
，０
０
０
円
の
収
入
が
あ
っ
た
。

　

特
に
、
２
０
１
３
年
度
と
比
較
し
て
、
所
属
寺
の
な
い
方
の
納
骨
が
約
５
倍
で
、

「
墓
じ
ま
い
」
に
伴
う
一
般
の
墓
地
や
東
大
谷
墓
地
か
ら
の
改
葬
納
骨
は
約
90
倍

と
、
社
会
状
況
が
後
押
し
を
し
て
か
、
大
谷
祖
廟
へ
の
納
骨
が
選
ば
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
納
骨
さ
れ
た
方
が
年
に
１
度
は
参
拝
し
、

読
経
を
申
し
込
み
し
た
い
と
思
え
る
環
境
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
所
属
寺
の
な

い
方
が
、
大
谷
祖
廟
へ
の
納
骨
を
通
し
て
、「
家
は
代
々
大
谷
派
の
門
徒
で
あ
る
」

と
の
記
憶
が
消
え
る
前
に
、
寺
院
と
の
縁
を
取
り
持
つ
こ
と
も
大
谷
祖
廟
の
果
た

す
べ
き
役
割
と
言
え
る
。

Ⅵ　
大
谷
祖
廟
境
内
及
び
建
造
物
の
総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て

　

委
員
会
で
は
、
諮
問
事
項
（
１
）
を
受
け
て
、
大
谷
祖
廟
の
現
在
位
置
を
確
認
し
、

整
備
計
画
の
視
点
を
「
安
全
対
策
」「
老
朽
化
対
策
」「
混
雑
解
消
」「
バ
リ
ア
フ
リ

ー
対
応
」
の
４
項
目
に
整
理
し
、
基
本
整
備
工
事
と
し
て
、
そ
の
概
要
を
ま
と
め
た
。

　

※
画
像
７
（
境
内
全
体
改
修
前
後
図
）

１　
安
全
対
策
（
災
害
対
策
）

　
（
１
）危
険
擁
壁
の
補
強
改
修
工
事
及
び
急
斜
面
地
の
対
策
工
事

　

緊
急
度
の
高
い
既
存
擁
壁
及
び
急
斜
面
地
を
対
象
と
し
た
箇
所
の
対
策
工
事

を
行
う
。
擁
壁
の
対
策
工
法
と
し
て
、
可
能
な
限
り
現
状
の
外
観
を
保
全
し
た

う
え
で
地
震
時
の
安
定
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
「
Ｉ
Ｂ
ア
ン
カ
ー
工

法
」
若
し
く
は
同
等
以
上
の
別
工
法
を
採
用
す
る
。
ま
た
、
急
斜
面
地
の
対
策

工
法
と
し
て
、
表
層
崩
壊
寸
前
に
有
効
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
樹
木
の
伐
採
が

不
要
で
景
観
の
保
全
性
に
優
れ
、
維
持
管
理
の
容
易
さ
、
施
工
性
に
優
れ
る
工

法
と
し
て
「
地じ

山や
ま

安あ
ん

定て
い

化か

工
法
」
に
分
類
さ
れ
る
工
法
を
採
用
す
る
。

　
（
２
）雨
水
排
水
工
事

境内全体改修前後図
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大
谷
祖
廟
及
び
東
大
谷
墓
地
敷
地
内
の
管
路
や
会か
い

処し
ょ

桝ま
す

に
お
い
て
不
具
合
が

発
生
し
て
い
る
箇
所
の
工
事
を
行
う
。
具
体
的
な
対
策
は
、
擁
壁
補
強
や
建
物

の
老
朽
化
対
策
と
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
。

　
（
３
）建
物
の
耐
震
補
強

　

祖
廟
事
務
所
は
、
現
行
基
準
の
耐
震
性
能
を
満
た
す
耐
震
壁
の
追
加
補
強
を

検
討
す
る
。

　

木
造
と
Ｒ
Ｃ
造
の
両
面
の
構
造
を
も
つ
庫
裡
に
つ
い
て
は
、
地
震
時
の
安
定

性
が
低
く
、
ま
た
、
使
用
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
建
物
を
解
体
し
、

新
た
な
建
物
を
建
設
す
る
。

２　
老
朽
化
対
策

　
（
１
）納
骨
所
の
補
強

　

御
廟
所
内
に
あ
る
納
骨
所
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
亀
裂
や
傾
き
も
な
く
安
定
し

た
状
態
に
は
あ
る
が
、急
斜
面
地
の
安
全
対
策
と
あ
わ
せ
て
、補
強
工
事
を
行
う
。

　
（
２
）茶
室
【
１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
建
立
）】

　

茶
室
周
辺
は
、
排
水
に
不
具
合
が
あ
る
影
響
で
、
茶
室
下
の
擁
壁
に
水
が
回

っ
て
い
る
。
擁
壁
の
補
強
工
事
、
雨
水
排
水
工
事
と
あ
わ
せ
て
、
茶
室
の
改
修
・

保
全
を
は
か
る
。

　

な
お
、
茶
室
か
ら
見
る
景
観
は
大
変
良
好
な
た
め
、
今
後
、
参
拝
者
の
応
接

場
所
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
付
記
す
る
。

　
（
３
）北
門
【
１
７
０
２
（
元
禄
15
）
年
建
立
】

　

大
谷
祖
廟
境
内
上
部
か
ら
の
雨
水
に
よ
り
、
周
辺
の
擁
壁
に
水
が
回
っ
て
い

る
た
め
、
建
物
に
変
形
が
生
じ
て
い
る
。
茶
室
と
同
様
、
擁
壁
の
補
強
工
事
、

雨
水
排
水
工
事
と
あ
わ
せ
て
、
北
門
の
改
修
・
保
全
を
は
か
る
。

　
（
４
）太
鼓
楼
【
１
８
６
２
（
文
久
２
）
年
建
立
】

　

茶
室
、
北
門
と
同
様
、
擁
壁
の
補
強
工
事
、
雨
水
排
水
工
事
と
あ
わ
せ
て
改

修
・
保
全
を
は
か
る
。
特
に
、
床
下
の
換
気
不
十
分
に
よ
り
柱
の
腐
食
が
み
ら

れ
る
た
め
、
そ
の
対
策
を
講
じ
る
。

　

そ
も
そ
も
大
谷
祖
廟
の
歴
史
的
建
物
と
し
て
は
、
茶
室
、
北
門
、
太
鼓
楼
の
他 

に
、
総
門
【
１
８
６
２
（
文
久
２
）
年
】、
本
堂
【
１
７
０
２
（
元
禄
15
）
年
】、

御
廟
唐
門
【
１
６
９
９
（
元
禄
12
）
年
】
が
あ
る
。
こ
の
た
び
の
総
合
整
備
事
業

で
は
、
老
朽
化
が
激
し
く
、
ま
た
、
そ
の
建
物
を
支
え
る
擁
壁
や
そ
の
周
辺
の
排

水
に
不
具
合
が
み
ら
れ
る
場
所
に
あ
っ
て
、
且
つ
危
険
度
の
高
い
建
物
を
優
先
し

て
改
修
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
茶
室
、
北
門
、
太
鼓

楼
を
含
め
、「
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
飛
地
境
内
地
建
築
群
総
合
調
査
報
告
書
」

と
し
て
纏
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
今
後
、
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ

た
際
に
は
、
保
全
の
観
点
か
ら
も
速
や
か
に
修
理
・
保
全
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を

付
記
す
る
。

３　
混
雑
解
消

　
（
１
）大
谷
祖
廟
事
務
所
改
修
及
び
耐
震
補
強
工
事

　

祖
廟
事
務
所
（
一
階
建
て
）
の
耐
震
補
強
を

行
い
、
改
修
す
る
。
事
務
所
内
に
あ
る
茶
所
仏

間
を
改
修
し
て
、
受
付
、
事
務
、
待
合
ス
ペ
ー

ス
を
拡
張
し
、
大
谷
講
（
仏
花
・
線
香
・
蝋
燭

の
販
売
）
及
び
墓
地
事
務
所
（
墓
地
の
承
継
・

納
骨
・
改
葬
な
ど
の
手
続
き
、
樒
の
販
売
）
を

併
設
す
る
。

　
（
２
）大
谷
祖
廟
会
館
（
仮
称
）
の
建
設
工
事

　

庫
裡
（
二
階
建
て
）
を
解
体
し
、「
大
谷
祖
廟
会
館
（
仮
称
）」
と
し
て
、
新

祖廟事務所前常設テントの混雑状況
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た
な
建
物
を
建
設
す
る
。
一
階
部
分
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
「
賀
慶
殿
」
を
設

け
、
30
人
規
模
の
仏
前
結
婚
式
の
会
場
、
親
族
控
室
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
法

事
会
場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
仏
間
を
設
け
、
そ
の
仏
間
で
は
、
別
座
読

経
や
墓
地
仏
間
読
経
を
勤
め
る
こ
と
も
可
能
に
す
る
。
二
階
部
分
に
は
、
本
堂

の
手
狭
さ
を
解
消
す
る
た
め
、
60
人
規
模
の
読
経
所
を
設
け
、
加
え
て
応
接
用

と
し
て
広
間
数
部
屋
及
び
式
務
員
控
室
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
応
と
し
て
、
二
階
の
読
経
所
及
び
そ
の
動
線
を
土
足
仕
様
に
し
、
読
経
所
か

ら
直
接
、
御
廟
所
へ
移
動
で
き
る
渡
り
廊
下
を
設
け
る
。
御
廟
前
で
の
納
骨
読

経
後
、
本
堂
正
面
に
て
拝
礼
し
て
、
一
連
の
儀
式
を
終
え
る
も
の
と
す
る
。

　
（
３
）新
規
建
物
の
建
設

　
　

Ａ
棟
… 

総
門
正
面
向
か
っ
て
南
側
ス
ペ
ー
ス
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
と
し
て
新
た

な
建
物
を
建
設
す
る
。

　
　

Ｂ
棟
… 

総
門
を
潜
っ
た
南
側
の
男
衆
部
屋
を
解
体
し
、
喫
茶
室
と
し
て
新
た
な

建
物
を
建
設
す
る
。

　
　

Ｃ
棟
… 

祖
廟
事
務
所
北
側
の
ト
イ
レ
を
解
体
、
手
水
屋
形
の
移
設
を
行
い
、
待

合
所
と
し
て
新
た
な
建
物
を
建
設
す
る
。
ま
た
、
祖
廟
事
務
所
に
あ
る

「
お
買
い
物
広
場
（
売
店
）」
を
併
設
す
る
。

　
　

Ｄ
棟
… 

祖
廟
事
務
所
南
側
の
旧
事
務
所
及
び
土
蔵
を
解
体
し
、
ト
イ
レ
と
し
て

新
た
な
建
物
（
二
階
建
て
）
を
建
設
す
る
。
ま
た
、
土
蔵
に
保
管
さ
れ

て
い
る
仏
具
、
資
料
等
を
保
管
す
る
倉
庫
を
併
設
す
る
。

　

な
お
、
男
衆
部
屋
、
土
蔵
の
解
体
及
び
手
水
屋
形
の
移
設
に
つ
い
て
は
、
当

該
建
物
の
歴
史
的
価
値
を
十
分
に
調
査
し
た
う
え
で
行
っ
て
い
く
こ
と
を
付
記

す
る
。

４　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応

　
（
１
）車
寄
せ
整
備
工
事

　

総
門
正
面
向
か
っ
て
北
側
ス
ペ
ー
ス
に
車
寄
せ
（
ロ
ー
タ
リ
ー
）
を
設
け
、
車

で
上
参
道
北
側
公
道
を
上
り
、
車
寄
せ
に
て
参
拝
者
の
乗
降
を
可
能
に
す
る
。

　
（
２
）エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
の
設
置

　

総
門
正
面
の
階
段
を
は
じ
め
、
境
内
階
段
の
上
り
下
り
を
解
消
す
る
た
め
、

総
門
正
面
向
か
っ
て
南
側
ス
ペ
ー
ス
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
と
し
て
新
た
な
建
物

（
Ａ
棟
）
を
建
設
す
る
。
ま
た
、
Ａ
棟
か
ら
Ｃ
棟
へ
の
動
線
と
し
て
、
ブ
リ
ッ

ジ
を
架
け
、
境
内
階
段
の
上
り
下
り
の
解
消
を
図
る
。

　

 　

な
お
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
建
設
予
定
地
は
、
個
人
の
所
有
す
る
墓
地
の
た
め
、

所
有
者
と
協
議
、
交
渉
を
行
い
、
移
設
場
所
を
決
定
し
、
墓
の
移
設
を
行
う
。

　
（
３
）本
堂
拝
所
の
設
置

　

本
堂
階
段
の
上
り
下
り
や
靴
の
脱
ぎ
履
き
を
解
消
す
る
た
め
、
本
堂
入
口
階

段
部
分
に
緩
や
か
な
階
段
を
設
け
、
拝
所
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
本

堂
内
は
椅
子
席
と
し
て
、
参
拝
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

５　
参
道
及
び
植
栽
整
備
工
事

　
（
１
）参
道
整
備
工
事

　

大
谷
祖
廟
参
道
は
、
御
正
忌
報
恩
講
の
際
の
大
型
バ
ス
の
駐
車
や
駐
車
場
待

ち
の
車
の
待
機
場
所
と
し
て
使
用
さ
れ
、
石
畳
の
痛
み
が
激
し
い
こ
と
か
ら
舗

装
整
備
を
行
う
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
と
し
て
、
参
道
の
一
部
を
歩
き

総門前の参拝者の様子
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や
す
い
よ
う
に
平
滑
化
す
る
と
と
も
に
、
手
摺
を
設
置
す
る
。

　
（
２
）植
栽
整
備
工
事

　

大
谷
祖
廟
境
内
の
景
観
を
損
な
わ
ず
、
本
堂
、
茶
室
、
太
鼓
楼
及
び
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
棟
周
辺
の
植
栽
整
備
を
行
う
。

Ⅶ　

 
納
骨
を
縁
と
し
た
開
教
事
業
の
展
開
並
び
に
宗
派
納
骨
施
設
の
整
備

に
つ
い
て

１　
東
大
谷
納
骨
堂
（
仮
称
）
の
建
設

　
（
１
）設
置
の
理
由

　

世
帯
規
模
の
極
小
化
、
世
帯
が
自
由
に
移
動
し
、
一
人
世
帯
や
二
人
世
帯
が

多
数
を
占
め
る
社
会
環
境
に
お
い
て
、
急
速
に
「
墓
じ
ま
い
」
や
お
墓
の
無
縁

化
が
進
む
一
方
で
、
新
規
で
お
墓
等
の
施
設
を
求
め
よ
う
と
す
る
方
は
、「
費

用
が
安
価
」「
住
居
か
ら
近
い
」「
交
通
の
便
が
良
い
」「
施
設
が
新
し
く
て
き

れ
い
」「
継
承
者
を
不
要
と
す
る
施
設
を
希
望
す
る
」
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
傾

向
は
今
後
も
続
い
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

そ
の
こ
と
が
影
響
し
て
か
、
近
年
、
大
谷
祖
廟
で
は
、
所
属
寺
が
な
い
方
が

先
祖
の
納
骨
に
倣
っ
て
大
谷
祖
廟
へ
「
全
骨
」
で
納
骨
さ
れ
る
方
が
増
加
し
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
親
鸞
聖
人
の
御
廟
所
南
側
に
あ
る
東
大
谷
墓
地
に
は
、
広

大
な
斜
面
地
に
約
８
，５
０
０
基
の
墓
地
が
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
年
間
１
０
０

基
程
度
の
「
墓
じ
ま
い
」
や
無
縁
化
も
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
動
向
を
ふ
ま
え
て
、
合
葬
墓
と
し
て
の
親
鸞
聖
人
の
御
廟
と
東

大
谷
墓
地
の
お
墓
に
加
え
て
、
合
葬
に
至
る
ま
で
の
一
定
期
間
お
預
か
り
す
る

新
た
な
納
骨
施
設
と
し
て
「
東
大
谷
納
骨
堂
（
仮
称
）」
を
建
設
し
、
納
骨
を

縁
と
し
た
開
教
事
業
と
な
る
と
と
も
に
、
新
た
な
宗
派
財
源
と
し
て
寄
与
さ
れ

る
こ
と
を
願
う
。

　
（
２
）施
設
建
設
の
場
所
と
建
物
の
概
要

　

東
大
谷
納
骨
堂
は
、
墓
地
事
務
所
の
場
所
に
建
設
す
る
。
墓
地
事
務
所
の
地

下
の
構
造
補
強
を
行
い
、
上
屋
建
物
の
内
外
装
改
修
工
事
を
行
う
。
ま
た
、
東

大
谷
納
骨
堂
周
辺
の
植
栽
整
備
工
事
を
行
う
。

　
（
３
）納
骨
の
形
式

　

上
屋
建
物
に
は
、
納
骨
壇
形
式
と
し
て
、
納
骨
壇
（
一
段
式
か
ら
多
段
式
）

を
設
置
す
る
。
ま
た
、地
下
に
は
、遺
骨
を
置
く
棚
を
設
置
し
、間
接
参
拝
（
お

骨
は
別
室
に
納
め
、
お
骨
の
前
で
参
拝
し
な
い
方
法
）
と
す
る
個
別
合
葬
形
式

（
他
人
の
お
骨
と
混
ざ
ら
な
い
よ
う
入
れ
物
や
袋
で
分
け
る
形
状
）
に
す
る
。

　
（
４
）納
骨
壇
及
び
棚
の
設
置
数
と
収
入
見
込

　

な
お
、
納
骨
壇
の
形
式
や
冥
加
金
は
、
他
の
類
似
施
設
を
参
考
に
算
出
し
た
。

形
式
や
冥
加
金
の
設
定
は
、
今
後
の
検
討
を
要
す
る
。
ま
た
、
地
下
の
納
骨
数
は
、

合 

計

個
別
合
葬（
地
下
）

納
骨
壇

形
式

１
８
，０
０
０
箱

五
段
式（
２
６
０
基
）

二
段
式（
72
基
）

一
段
式（
90
基
）

３
０
０
，０
０
０

６
０
０
，０
０
０

１
，５
０
０
，０
０
０

３
，０
０
０
，０
０
０

冥
加
金

５
，９
３
４
，０
０
０
，０
０
０

５
，４
０
０
，０
０
０
，０
０
０

１
５
６
，０
０
０
，０
０
０

１
０
８
，０
０
０
，０
０
０

２
７
０
，０
０
０
，０
０
０

計

墓地事務所外観
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遺
骨
を
粉
骨
に
し
、
ブ
ッ
ク
型
の
専
用
骨
箱
に
て
算
出
し
た
。
納
骨
方
法
に
つ
い

て
も
、
骨
壺
で
納
め
る
の
か
、
ま
た
、
遺
骨
を
粉
骨
に
し
て
納
め
る
の
か
、
大
谷

祖
廟
へ
の
納
骨
方
法
と
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
。

２　
所
属
寺
の
な
い
方
と
の
接
点

　

大
谷
祖
廟
は
、
今
後
も
所
属
寺
の
な
い
方
に
対
し
て
、
納
骨
を
大
切
な
ご
縁
と

し
て
大
谷
祖
廟
が
選
ば
れ
る
よ
う
に
、
儀
式
の
執
行
、
受
付
、
案
内
を
丁
寧
に
行

う
。
ま
た
、
そ
の
方
に
対
し
て
、
法
要
・
行
事
や
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
提
案
し
、
納

骨
後
に
お
い
て
も
大
谷
祖
廟
へ
参
拝
さ
れ
る
よ
う
奨
励
す
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
大
谷
祖
廟
へ
納
骨
さ
れ
た
方
の
情
報
や
法
要
・
行
事
を
通
し

て
参
拝
さ
れ
た
方
の
情
報
を
整
理
・
管
理
し
、
緩
や
か
な
関
係
（
つ
な
が
り
）
を

確
保
で
き
る
よ
う
に
大
谷
祖
廟
関
係
者
管
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｒ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
）
の

構
築
を
行
う
。

　
※ 

Ｃ
Ｒ
Ｍ
は
、「Custom

er Relationship M
anagem

ent

」
の
略
で
、
日
本
語
で
は
「
顧
客

　
　

関
係
管
理
」
と
言
う
。

３　
仏
事
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設
置

　

大
谷
祖
廟
に
は
、
毎
日
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
納
骨
の

予
約
に
加
え
て
「
墓
じ
ま
い
」「
葬
儀
・
仏
事
」「
終
活
」
の
相
談
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
。
こ
れ
ら
全
般
に
わ
た
っ
て
相
談
で
き
る
窓
口
を
設
置
す
る
。

　

ひ
い
て
は
、
所
属
寺
の
な
い
方
に
対
し
て
、
お
寺
と
の
縁
が
つ
な
が
っ
て
い
く

よ
う
、
寺
院
や
別
院
と
の
連
携
を
図
り
、
葬
儀
、
そ
の
後
の
仏
事
を
請
け
負
っ
て

い
く
よ
う
な
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

４　
宗
派
の
納
骨
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　

真
宗
会
館
（
首
都
圏
教
化
推
進
本
部
）
及
び
沖
縄
別
院
（
沖
縄
開
教
本
部
）
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
お
墓
の
ニ
ー
ズ
調
査
も
行
わ
れ
、
現
在
、
納
骨
施
設
の

設
置
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
総
合
整
備
事
業
の
基
本
方
針
に
掲
げ
た
「
こ

れ
ま
で
親
鸞
聖
人
の
教
え
に
出
遇
う
こ
と
が
な
か
っ
た
方
に
対
し
て
、
納
骨
を
大

切
な
ご
縁
と
し
て
、
真
宗
の
教
え
に
触
れ
て
い
た
だ
く
機
会
を
創
出
」
し
て
い
く

た
め
に
も
、
早
急
に
そ
の
施
設
を
設
置
す
る
。

　
（
特
記
事
項
）

　
　

 　

宗
派
が
行
う
納
骨
施
設
と
し
て
は
、
真
宗
本
廟
収
骨
と
大
谷
祖
廟
納
骨
の
制

度
が
あ
る
。
今
後
、
様
々
な
課
題
を
整
理
し
、
真
宗
本
廟
収
骨
と
大
谷
祖
廟
納

骨
と
の
関
係
性
・
整
合
性
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

Ⅷ　
大
谷
祖
廟
の
歴
史
的
検
証

　

大
谷
祖
廟
の
歴
史
的
研
究
に
つ
い
て
は
、
細
川
行
信
著
『
大
谷
祖
廟
史
』
が
唯
一

の
も
の
と
言
っ
て
も
よ
い
。
本
願
寺
の
寺
院
史
や
歴
代
の
事
績
を
広
く
詳
述
す
る
貴

重
な
研
究
成
果
で
あ
る
。

　

今
後
、
現
代
社
会
に
お
け
る
大
谷
祖
廟
の
社
会
的
役
割
を
発
信
し
て
い
く
た
め
に

も
、
更
な
る
大
谷
祖
廟
の
歴
史
的
検
証
を
行
い
、
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
祖
廟
所
蔵

史
料
調
査
や
建
物
の
調
査
報
告
書
等
の
成
果
を
ふ
ま
え
、『
新
・
大
谷
祖
廟
史（
仮
称
）』

を
発
行
す
る
。

Ⅸ　
総
合
整
備
事
業
に
か
か
る
整
備
工
事
期
間
及
び
総
工
費
に
つ
い
て

１　
整
備
工
事
期
間

　

２
０
２
６
年
度
か
ら
の
総
合
整
備
事
業
に
関
す
る
総
計
画
（
総
予
算
）
に
基
づ

き
、
実
施
設
計
、
工
事
発
注
を
行
い
、
２
０
２
８
年
１
月
か
ら
工
事
が
開
始
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
く
。
工
事
期
間
は
３
年
を
予
定
す
る
。

　

２
０
２
５
年
７
月　

基
本
設
計
・
準
備
調
査
開
始

　

２
０
２
６
年
２
月　

工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
施
行
体
制

　

２
０
２
６
年
７
月　

総
計
画
（
総
予
算
・
２
０
２
６
年
度
～
２
０
３
０
年
度
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
よ
る
整
備
事
業
開
始
・
実
施
設
計

　

２
０
２
７
年
７
月　

工
事
発
注
・
入
札
・
契
約

　

２
０
２
８
年
１
月　

工
事
開
始

　

２
０
３
０
年
12
月　

工
事
完
了
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２　
整
備
工
事
に
か
か
る
総
工
費

　

総
工
費
の
試
算
は
、
あ
く
ま
で
工
事
の
全
体
像
の
把
握
の
た
め
、
概
算
の
単
価

に
て
算
出
し
た
。
大
谷
祖
廟
の
土
地
は
、
歴
史
的
風
土
保
全
地
区
で
、
様
々
な
施

工
上
の
制
約
が
あ
り
、
且
つ
急
傾
斜
地
で
あ
り
狭
小
地
の
た
め
、
建
設
資
材
や
重

機
の
搬
入
が
非
常
に
困
難
な
場
所
に
あ
る
。
加
え
て
、
大
谷
祖
廟
の
行
事
・
納
骨

業
務
を
継
続
す
る
中
で
の
工
事
施
工
と
な
る
た
め
、
工
事
費
用
が
割
高
と
な
る
可

能
性
が
高
い
と
予
想
さ
れ
る
。
今
後
、
整
備
計
画
に
基
づ
く
基
本
設
計
を
し
て
い

く
中
で
、
整
備
工
事
の
優
先
順
位
を
定
め
、
施
工
方
法
を
十
分
に
精
査
し
、
可
能

な
限
り
経
費
を
抑
え
た
計
画
を
し
て
い
く
こ
と
を
付
記
す
る
。

　

４
，２
１
５
，２
０
０
，０
０
０
円
（
本
工
事
費
＋
設
計
監
理
費
＋
消
費
税
）

　
（
安
全
対
策
）　

４
０
０
，０
０
０
，０
０
０
円

　

危
険
擁
壁
補
強
改
修
及
び
急
斜
面
地
の
対
策
工
事
（
２
０
０
ｍ
×
１
０
０
万
円
）

２
０
０
，０
０
０
，０
０
０

　

雨
水
排
水
工
事 

２
０
０
，０
０
０
，０
０
０

　
（
老
朽
化
対
策
）　

１
７
３
，０
０
０
，０
０
０
円

　

納
骨
所
補
強
（
18
坪
×
１
０
０
万
円
） 
１
８
，０
０
０
，０
０
０

　

茶
室
伝
統
木
造
改
修
（
８
坪
×
１
５
０
万
円
） 
１
２
，０
０
０
，０
０
０

　

北
門
伝
統
木
造
改
修 

４
５
，０
０
０
，０
０
０

　

太
鼓
楼
伝
統
木
造
改
修 

９
８
，０
０
０
，０
０
０

　
（
混
雑
解
消
）　

２
，０
６
１
，０
０
０
，０
０
０
円

　

大
谷
祖
廟
事
務
所
改
修
及
び
耐
震
補
強
工
事

（
１
３
４
坪
×
１
０
０
万
円
＋
耐
震
３
，３
０
０
万
円
）　

１
６
７
，０
０
０
，０
０
０

　

大
谷
祖
廟
会
館
（
４
３
９
坪
×
３
０
０
万
円
＋
解
体
） 

１
，３
４
７
，０
０
０
，０
０
０

　

Ｂ
棟
【
喫
茶
室
】（
33
坪
×
３
０
０
万
円
） 

１
０
０
，０
０
０
，０
０
０

　

Ｃ
棟
【
待
合
所
】

　
（
42
坪
×
３
０
０
万
円
＋
杭
５
，４
０
０
万
円
＋
手
水
屋
形
移
設
２
，０
０
０
万
円
）

２
０
０
，０
０
０
，０
０
０

　

Ｄ
棟
【
ト
イ
レ
・
倉
庫
】（
74
坪
×
３
０
０
万
円
） 

２
２
３
，０
０
０
，０
０
０

　

旧
事
務
所
・
土
蔵
解
体 

 

２
４
，０
０
０
，０
０
０

　
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
）　

３
９
３
，０
０
０
，０
０
０
円

　

車
寄
せ
ロ
ー
タ
リ
ー
設
置 

５
０
，０
０
０
，０
０
０

　

Ａ
棟
【
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
】

　
（
41
坪
×
３
０
０
万
円
＋
Ｅ
Ｖ
２
億
円
＋
ブ
リ
ッ
ジ
２
，０
０
０
万
円
）

３
４
３
，０
０
０
，０
０
０

　
（
納
骨
施
設
の
設
置
）　

３
０
５
，０
０
０
，０
０
０
円

　

東
大
谷
墓
地
事
務
所
改
修
工
事 

１
０
０
，０
０
０
，０
０
０

　

東
大
谷
墓
地
事
務
所
外
構
・
周
辺
整
備 

１
３
０
，０
０
０
，０
０
０

　

納
骨
壇
及
び
納
骨
棚 

７
５
，０
０
０
，０
０
０

　
（
参
道
・
植
栽
整
備
）　

２
５
０
，０
０
０
，０
０
０
円

　

庭
園
植
栽
整
備
＋
本
堂
拝
所
設
置
＋
墓
移
設
等 

１
５
０
，０
０
０
，０
０
０

　

参
道
整
備 

１
０
０
，０
０
０
，０
０
０

　
（
そ
の
他
）　

６
３
３
，２
０
０
，０
０
０
円

　

予
備
費
３
％
＋
設
監
費 

２
５
０
，０
０
０
，０
０
０

　

消
費
税
10
％ 

３
８
３
，２
０
０
，０
０
０

３　
整
備
工
事
期
間
中
の
対
応

　

工
事
期
間
中
も
、
原
則
、
納
骨
、
読
経
及
び
法
要
行
事
は
執
り
行
う
。
だ
だ
し
、

工
事
期
間
中
、
場
所
に
よ
っ
て
は
変
更
若
し
く
は
一
時
的
に
中
止
す
る
場
合
が
あ

る
。

　
（
１
）本
堂
に
直
接
つ
な
が
る
大
谷
祖
廟
会
館
の
工
事
期
間
中
は
、
本
堂
を
閉
鎖
し
、

茶
所
仏
間
を
拡
張
し
仮
本
堂
と
し
て
、
納
骨
、
読
経
を
執
り
行
う
。
ま
た
、
諸

法
要
（
晨
朝
、
御
歴
代
逮
夜
・
日
中
、
永
代
経
法
要
）
も
同
様
と
す
る
。

　
（
２
）大
谷
祖
廟
会
館
の
工
事
期
間
中
は
、
大
谷
祖
廟
庫
裡
（
賀
慶
殿
、
石
庭
の
間
、

曲
水
の
間
）
の
貸
し
出
し
、
仏
前
結
婚
式
の
受
け
入
れ
を
一
時
中
止
す
る
。

　
（
３
）大
谷
祖
廟
会
館
の
工
事
期
間
中
の
式
務
員
及
び
用
務
員
控
室
は
、
祖
廟
事
務

所
に
隣
接
す
る
旧
事
務
所
内
に
控
室
を
設
け
る
。
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Ⅹ　
総
合
整
備
事
業
に
か
か
る
財
源
確
保

　

こ
の
た
び
の
総
合
整
備
事
業
に
お
け
る
総
工
費
は
、
総
額
約
42
億
円
の
費
用
が
か

か
る
。
そ
の
た
め
の
資
金
調
達
の
方
途
は
、

　
（
１
）全
寺
院
及
び
納
骨
者
へ
の
懇
志
勧
募

　
（
２
）新
た
な
納
骨
施
設
の
申
込
者
か
ら
の
冥
加
金
収
入

　
（
３
）全
寺
院
に
対
す
る
大
谷
祖
廟
御
修
復
賦
課
金

　
（
４
）宗
派
保
管
金
（
墓
地
整
備
準
備
金
、
真
宗
本
廟
諸
施
設
営
繕
積
立
金
、
宗
宝

宗
史
蹟
保
存
管
理
資
金
）

　
（
５
）宗
派
積
立
金
（
平
衡
資
金
）

を
基
本
と
し
て
財
源
を
調
達
す
る
。

　
（
特
記
事
項
）

　
（
１
）納
骨
施
設
の
冥
加
金
収
入

　

新
た
な
納
骨
施
設
は
、
満
基
に
よ
り
約
60
億
円
の
収
入
を
見
込
む
納
骨
施
設

と
し
て
計
画
し
た
。
冥
加
金
や
年
間
管
理
費
、
使
用
期
間
の
設
定
を
行
い
、
よ

り
多
く
の
方
に
新
た
な
納
骨
施
設
が
選
ば
れ
る
よ
う
積
極
的
な
広
報
展
開
を
実

施
す
る
。

　
（
２
）大
谷
祖
廟
御
修
復
賦
課
金

　

こ
の
た
び
の
総
合
整
備
事
業
は
、
親
鸞
聖
人
の
御
廟
所
と
し
て
真
宗
門
徒
が

こ
れ
ま
で
敬
仰
護
持
し
て
き
た
歴
史
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
納
骨
を
大
切
な

ご
縁
と
し
て
、
次
世
代
に
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
伝
え
て
い
く
こ
と
を
願
い
と
し
、

総
計
画
（
総
予
算
）
期
間
に
お
い
て
、
全
寺
院
に
御
修
復
賦
課
金
と
し
て
依
頼

す
る
。

　
（
３
）礼
金
改
正

　

今
後
、
更
な
る
財
源
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、
既
存
の
大
谷
祖
廟
納
骨
志
及

び
読
経
志
の
改
訂
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。

　
（
４
）寺
院
の
取
次

　

山
形
大
谷
講
を
例
と
し
て
、
組
や
寺
院
、
別
院
で
遺
骨
を
取
り
ま
と
め
ら
れ

納
骨
団
体
参
拝
と
し
て
納
骨
さ
れ
る
ケ
ー
ス
、
難
波
別
院
を
例
と
し
て
３
年
間

の
期
限
を
設
け
て
個
別
で
お
預
か
り
さ
れ
て
い
た
遺
骨
を
、
期
間
満
了
後
に
大

谷
祖
廟
へ
納
骨
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
今
後
、
大
谷
祖
廟
へ
の
納
骨
が
選
ば

れ
る
よ
う
、
寺
院
へ
の
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
納
骨
を
奨
励
す
る
様
々

な
方
法
の
検
討
を
要
す
る
。
具
体
的
方
法
と
し
て
、「
取
次
寺
院
へ
の
還
付
」

等
の
制
度
の
提
案
が
あ
る
一
方
、「
大
谷
祖
廟
と
寺
院
と
の
距
離
格
差
が
あ
り
、 

近
い
地
域
の
寺
院
の
方
が
恩
恵
を
受
け
や
す
い
制
度
に
も
な
り
か
ね
な
い
」 

「
取
次
寺
院
に
還
元
す
る
場
合
、
職
員
の
事
務
が
増
え
る
」
と
の
こ
と
か
ら
、

そ
の
制
度
は
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
付
記
す
る
。

宗祖御遠忌時の仮本堂（茶所仏間）

宗祖御遠忌時の本堂閉鎖
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▼
真
宗
本
廟
奉
仕
（
'25
・
６
月
）
▲

▼
諸
研
修
（
'25
・
６
月
）
▲

▼
縁
（
'25
・
６
月
）
▲

真
宗
本
廟
奉
仕
・
縁
・
諸
研
修
報
告

〈
研
修
部
〉

計
４
期
間 

６
団
体　
　

28
名

教
区

組

団
体
名

引
率
者
名

人
数

期
間

北
海
道

函
館
別
院
同
朋
の
会

推
進
講
座
後
期
教
習
経
森
崇
洋

5

６
／
17
～
19

東
北

山
形

第
1
・
第
2
同
朋
の
会
推
進
講
座
後
期
教
習

張
﨑
正
裕

19

６
／
13
～
15

東
北

山
形
第
10
同
朋
の
会
推
進
講
座
後
期
教
習

石
原
道
明

22

６
／
13
～
15

東
北

山
形
第
10
推
進
員
上
山
奉
仕
団
佐
藤
敬
昭

5

６
／
13
～
15

東
北

仙
台

門

徒

会
大
友
一
雄

7

６
／
１
～
３

東
北

仙
台

東
漸
寺
本
廟
奉
仕
団
那
波
亜
希
子

3

６
／
６
～
８

東
京

東
京
3

善
仁
寺
同
朋
会
青
山   

満

6

６
／
９
～
10

富
山

第
11

同
朋
の
会
推
進
講
座
種
昂
宣
弘

20

６
／
１
～
３

金
沢

第
9
金
沢
同
朋
の
会
推
進
講
座
西
道
了
昌

17

６
／
９
～
11

小
松
大
聖
寺

第
1

東
組
・
中
組
真
宗
門
徒
講
座

中
野
良
成

12

６
／
６
～
８

岐
阜
高
山

朝
日
高
根
門
徒
会
奉
仕
団
岩
崎
正
親

6

６
／
13
～
14

岐
阜
高
山

第
15

真
宗
入
門
講
座
名
畑   
周

24

６
／
６
～
８

大
垣

第
12

上
石
津
同
朋
・
真
宗
本
廟
奉
仕
団

林   
文
照

6

６
／
１
～
２

大
垣

第
12

門
徒
会
奉
仕
団
桑
原
和
貴

6

６
／
１
～
２

大
垣

第
15

組
門
徒
会
奉
仕
団
古
橋
徳
昭

9

６
／
26
～
27

岡
崎

第
15

本
龍
寺
第
32
代
同
朋
婦
人
会
奉
仕
団

樋
口
祐
慈

12

６
／
20
～
21

岡
崎

第
31

三
ヵ
寺
合
同
清
掃
奉
仕
団

鬼
頭   

衛

19

６
／
９
～
10

名
古
屋

第
23

推
進
員
養
成
講
座
後
期
教
習

服
部
行
信

26

６
／
26
～
28

三
重

桑
名

第
12
次
特
伝
真
宗
本
廟
研
修
奉
仕
団

伊
藤
誓
英

23

６
／
20
～
22

三
重

三
重

２
部
12
次
特
伝
真
宗
本
廟
研
修
奉
仕
団

藤
波   

淳

29

６
／
13
～
15

京
都

長
浜
第
16
後
期
教
習
奉
仕
団
新
庄
了
澄

26

６
／
20
～
22

京
都

近
江
第
6
推
進
員
後
期
教
習
藤
川
秀
行

16

６
／
９
～
11

京
都

若
狭
第
2
推
進
員
養
成
講
座
後
期
教
習
奉
仕
団

山
名
彰
心

7

６
／
６
～
８

京
都

出
雲

西

福

寺
多
賀   

久

7

６
／
17
～
18

京
都

石
東

真
宗
門
徒
の
集
い
奉
仕
団

岡
本
大
志

10

６
／
20
～
22

大
阪

大
阪
教
区
内
五
別
院

同
朋
の
会
推
進
講
座
上
山
称
信

24

６
／
６
～
８

大
阪

第
8

同
朋
の
会
推
進
講
座
中
尾   

哲

19

６
／
20
～
22

研
修
・
会
議
名

担
当
部

人
数

期
間

真
宗
本
廟
子
ど
も
奉
仕
団
ス
タ
ッ
フ
事
前
研
修
会
②
研

修

部

9

６
／
４
～
５

大
谷
大
学｢

教
化
学
演
習
Ⅱ｣

一
泊
研
修
会
第
2
班
教

育

部

20

６
／
７
～
８

同
朋
会
館
嘱
託
補
導
奉
仕
研
修
⑦
研

修

部

10

６
／
９
～
11

教
師
修
練
ス
タ
ッ
フ
事
前
研
修
会
研

修

部

33

６
／
17
～
18

第
35
回
同
朋
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
ス
タ
ッ
フ
事
前
研
修
会
青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー

29

６
／
17
～
19

住

職

修

習
研

修

部

73

６
／
26
～
28

計 

６ 

団
体　
　

174
名

四
国

坊

守

会
三
島
純
子

7

６
／
26
～
27

四
国

東
予

後

期

教

習
真
城
克
朗

12

６
／
９
～
11

九
州

奥
豊
後

同
朋
の
会
推
進
講
座
直
木   

健

44

６
／
１
～
３

九
州

福
岡

明
專
寺
奉
仕
団
松
尾
眞
一
朗

7

６
／
９
～
10

九
州

長
崎

女
性
門
徒
の
会
正
木   

希

11

６
／
17
～
18

九
州

鹿
児
島

同
朋
の
会
推
進
講
座
後
期
教
習

德
山
広
昭

24

６
／
17
～
19

声

明

作

法

お

稽

古

奉

仕

団
研

修

部

8

６
／
９
～
10

（
公
社
）大
谷
保
育
協
会
２
０
２
４
年
度
主
任
中
堅
保
育
者
研
修
会

教

育

部

8

６
／
13
～
15

真
宗
大
谷
派
ビ
ハ
ー
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
奉
仕
団
清   

史
彦

16

６
／
26
～
27

計 

36 

団
体　
　

522
名



真　　　　宗 2025年（令和 7年）8月　40

ハ
ン
セ
ン
病
は
い
ま

解
放
運
動
推
進
本
部

330

　

二
〇
二
四
年
十
月
、
岡
山
県
瀬
戸
内
市
に
あ
る
国

立
療
養
所
長
島
愛
生
園
を
訪
れ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
に
い
つ
も
園
内
を
案

内
し
て
い
た
だ
く
の
だ
が
、
そ
の
中
で
、
お
念
仏
を

大
切
に
さ
れ
て
き
た
人
々
が
集
う
場
所
で
あ
る
「
真

宗
会
館
」
に
つ
い
て
、
初
め
て
聞
い
た
話
が
あ
っ
た
。

私
は
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
と
思
い
、
同
年
十
二

月
に
再
び
愛
生
園
を
訪
ね
、
こ
こ
で
生
活
を
さ
れ
、

会
館
の
御
堂
を
お
守
り
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
、
こ
の

場
所
の
歴
史
を
い
く
つ
か
の
資
料
と
と
も
に
聞
か
せ

て
い
た
だ
い
た
。

　

会
館
の
玄
関
を
入
り
扉
を
開
け
る
と
、
畳
敷
の
空

間
が
あ
る
。
そ
の
奥
に
は
内
陣
が
あ
り
、
金
色
の
木

像
の
ご
本
尊
が
安
置
さ
れ
、
右
側
に
親
鸞
聖
人
の
絵

像
、
左
側
に
は
蓮
如
上
人
の
絵
像
が
か
け
ら
れ
て
い

る
。
中
央
に
宮
殿
、
左
右
に
厨
子
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
須
弥
壇
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
下
部
は
黒
塗

り
さ
れ
て
お
り
、
金
色
の
装
飾
が
施
さ
れ
て
、
花
の

柄
も
描
か
れ
て
い
る
。

　

厨
子
は
今
も
金
色
に
輝
い
て
い
る
が
、
一
九
九
六

（
平
成
八
）
年
に
修
復
さ
れ
る
ま
で
は
、
す
べ
て
白
木

だ
っ
た
。
資
料
を
見
せ
て
い
た
だ
く
と
、
一
九
五
八

（
昭
和
三
十
三
）
年
十
一
月
五
日
の
落
慶
法
要
時
の

写
真
に
厨
子
は
な
く
、
ご
本
尊
が
安
置
さ
れ
、
天
井

か
ら
の
瓔
珞
一
対
と
花
が
供
え
ら
れ
て
い
て
、
左

右
の
絵
像
は
ま
だ
な
い
。
説
明
を
い
た
だ
い
た
方

か
ら
の
お
話
で
は
、
そ
の
後
、
宮
殿
を
求
め
る
た

め
に
、
同
朋
の
会
の
方
々
を
中
心
に
園
内
で
資
金
が

募
ら
れ
、
東
本
願
寺
に
依
頼
を
し
、
一
九
六
一
（
昭

和
三
十
六
）
年
五
月
に
宮
殿
が
届
い
た
と
言
わ
れ
て

い
た
。
資
料
に
は
、
同
年
十
月
六
日
に
落
慶
法
要
が

営
ま
れ
て
い
る
写
真
が
あ
り
、
宮
殿
は
白
木
で
あ
る
。

「
お
念
仏
を
拠
り
所
と
さ
れ
る
方
々
が
集
わ
れ
る
際

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
に
沿
う
よ
う
に
、
も
し
く
は

特
定
の
宗
派
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
白
木
に
さ
れ
て

い
た
ん
だ
よ
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
資

料
を
見
る
と
、
一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）
年
八
月

八
日
の
厨
子
完
成
落
慶
法
要
の
際
に
、
左
右
の
厨
子

が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）

年
二
月
二
十
四
日
の
仏
間
の
清
掃
奉
仕
作
業
の
写
真

に
は
、
親
鸞
聖
人
と
蓮
如
上
人
の
絵
像
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
厨
子
が
写
っ
て
い
た
。

　

実
は
、こ
の
会
館
の
ご
本
尊
と
宮
殿
、ま
た
あ
る
方

か
ら
寄
進
さ
れ
た
前
卓
以
外
の
仏
具
は
、
職
人
で
あ

っ
た
入
所
者
が
、
た
っ
た
ひ
と
り
で
拵こ

し
らえ

ら
れ
た
と

い
う
。
今
も
そ
の
職
人
の
お
名
前
は
、
下
須
板
の
裏

に
「
昭
和
三
十
九
年　

春
彼
岸
日
中　

〇
〇
〇
〇
作
」

と
残
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
下
須
板
に
は
、
の

ち
に
板
木
が
反
ら
な
い
た
め
の
細
工
が
施
さ
れ
て
お

　
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
長
島
愛
生
園
に
は
、
浄
土
真
宗
の
宗
教
施
設
で
あ
る
「
真
宗
会
館
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
入
所
者
の
同
朋
の
会
で
あ
る
「
真
宗
同
朋
会
」
の
方
々
に
よ
っ
て
、
年
中
行
事
や
法
要
が
勤
ま

っ
て
き
ま
し
た
。
会
館
の
内
陣
に
は
厨
子
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
厨
子
を
め
ぐ
っ
て
、
一
人
の
入

所
者
の
姿
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
真
宗
会
館
を
荘
厳
す
る
仏
具
が
揃
う
ま
で
の
経
緯
や
、
厨

子
の
製
作
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
と
お
し
て
、
愛
生
園
で
交
流
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
岡
田
寛
樹
さ
ん
か
ら
、
語

り
繋
い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
島
愛
生
園
　
真
宗
会
館
の
厨
子三

重
教
区
立
勝
寺
住
職　

岡
田 

寛
樹
　



真　　　　宗41　2025年（令和 7年）8月

り
、
非
常
に

丁
寧
な
作
り

だ
っ
た
。「
今

回
、
打
敷
を

片
付
け
て
何

気
な
く
板
の

裏
を
見
た
ら
、

こ
の
よ
う
に

書
い
て
あ
っ

た
ん
だ
わ
。

私
も
初
め
て

見
た
。
そ
れ

ま
で
何
度
も

こ
の
板
を
触
っ
て
い
る
の
に
ね
。
岡
田
さ
ん
、
い
い

時
に
来
た
ね
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
た
。

　

ま
た
厨
子
の
完
成
か
ら
年
月
が
経
っ
て
、一
九
九
六

（
平
成
八
）
年
に
厨
子
の
一
部
が
崩
れ
始
め
た
こ
と

で
修
復
を
さ
れ
た
時
に
、
当
時
の
そ
の
職
人
や
会
館

の
建
設
に
関
わ
っ
た
人
た
ち
以
外
は
知
る
こ
と
の
で

き
な
い
事
実
が
わ
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

修
復
は
岡
山
県
内
の
仏
壇
店
に
依
頼
し
、
京
都
で
行

わ
れ
た
。
そ
し
て
、
修
復
後
に
京
都
か
ら
お
店
に
連

絡
が
あ
り
、
な
ん
と
厨
子
に
は
、
釘
が
一
本
も
使

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
多
分
だ
け
ど
、
こ
の
療
養
所
で
の
日
々
が
始
ま
る

ま
で
は
、
そ
の
方
は
職
人
と
し
て
ど
こ
か
で
活
躍
さ

れ
た
、
あ
る
い
は
そ
の
腕
を
持
っ
て
何
か
し
ら
の
活

躍
を
さ
れ
た
方
で
あ
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
ね
」
と
言

わ
れ
て
い
た
。
療
養
所
で
の
生
活
が
始
ま
り
、
自
ら

の
心
や
体
、
病
を
伴
い
な
が
ら
、
厨
子
な
ど
を
ひ
と

り
で
造
ら
れ
た
こ
の
職
人
は
、
国
の
隔
離
政
策
が
な

け
れ
ば
、
療
養
所
で
は
な
く
、
ご
自
身
の
工
房
や
勤

務
先
の
工
房
な
ど
で
、
こ
う
い
っ
た
も
の
を
造
ら
れ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
話
は
続
く
。「
こ
の
会
館
を
建
設
す
る
際

に
は
、
真
宗
の
会
・
門
徒
だ
け
で
な
く
入
所
者
の
動

け
る
人
た
ち
も
携
わ
っ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
厨
子

を
造
る
た
め
の
必
要
な
木
材
を
求
め
に
姫
路
ま
で
出

か
け
て
い
た
ん
だ
。
そ
う
し
た
時
間
を
経
て
今
日
の

会
館
は
あ
る
ん
だ
よ
」
と
。
療
養
所
は
差
別
に
よ
っ

て
隔
離
さ
れ
て
い
た
場
所
で
あ
り
、
市
井
の
大
工
や

職
人
が
訪
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
材
木
を
運

ぶ
た
め
の
ト
ロ
ッ
コ
を
準
備
し
、
そ
の
た
め
の
レ
ー

ル
を
敷
き
、
造
成
し
た
場
所
へ
丸
太
を
運
び
、
建
物

を
組
み
立
て
た
の
は
患
者
自
身
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

時
折
思
い
出
す
話
が
あ
る
。
戦
争
で
町
が
焼
か
れ

た
り
、
地
震
な
ど
の
大
き
な
災
害
で
、
自
ら
の
衣
食

住
が
充
分
で
な
い
中
で
、
お
寺
を
再
建
せ
ね
ば
と
動

か
れ
た
方
々
の
話
を
様
々
な
場
所
で
聞
く
機
会
が
あ

っ
た
。
自
分
の
生
活
が
危
う
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

何
よ
り
も
ま
ず
仏
さ
ん
で
あ
り
、
お
寺
を
建
て
る
こ

と
が
優
先
さ
れ
た
。
金
箔
や
漆
が
使
え
る
環
境
で
は

な
い
中
、
少
し
で
も
早
く
御
堂
を
造
り
、
仏
さ
ん
に

来
て
い
た
だ
い
て
お
念
仏
を
称
え
た
い
。
そ
の
強
い

思
い
や
願
い
と
と
も
に
こ
の
島
の
中
の
会
館
は
あ
っ

た
。

　
「
誰
も
が
こ
こ
で
の
生
活
や
自
分
の
病
気
が
大
変

だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
依
処
と
す
る
場
所
・
存
在
を
求

め
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
必
要
と
し
て
い
た
の
だ
と
思

う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
だ
け
の
も
の
が
で
き
た
ん

だ
ろ
う
」。
私
は
言
葉
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
今

の
時
代
、
そ
し
て
私
自
身
に
そ
の
よ
う
な
熱
い
思
い
、

あ
る
い
は
願
い
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
あ
る
か
？ 

と
尋
ね
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
か
ら
だ
。
別

れ
際
に
、「
私
の
こ
と
は
書
か
な
く
て
い
い
。
た
だ
、

こ
こ
で
の
こ
と
は
書
い
て
ほ
し
い
。
い
ず
れ
誰
も
い

な
く
な
る
。
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
残
し
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
ら
れ
た
。
療
養
所
で

人
生
を
送
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
中
で
も
、
そ

こ
に
は
人
が
生
き
た
物
語
が
あ
る
。
た
く
さ
ん
の
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
私
は
聞
い
た
者
の
責
任

と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し

た
。

真宗会館の内陣

【
お
知
ら
せ
】

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
自
主
交
流
会
in
京
都

　
「
ハ
ン
セ
ン
懇
」
発
足
の
願
い
や
、
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
の
現
状
と
課
題
、
取
り
組
み
の
今
後
の
展
開

を
皆
で
確
か
め
、
話
し
合
い
ま
す
。

期
日　
２
０
２
５
年
８
月
29
日
（
金
）

時
間　
13
時
30
分
～

対
談　
徳
田
靖
之
氏
（
弁
護
士
）　　
　
　
　

　
　
　
　

×
玉
光
順
正
氏（
山
陽
教
区
光
明
寺
）

会
場　
し
ん
ら
ん
交
流
館
２
階
大
谷
ホ
ー
ル

主
催　

 

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
自
主
交
流
会　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

in
京
都
実
行
委
員
会

お
問
い
合
わ
せ

　
　
　

岐
阜
高
山
教
区
蓮
乗
寺 

細
川
宗
德

　
　
　

TEL
：
０
５
７
７
─

３
２
─

３
８
２
７
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青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー

青
　 

幼
年
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://jodo-shinshu.info/oyc/

Y
ouTube

青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル

◆�

第
59
回
仏
教
音
楽
研
修
会
―
東
京
教
区

　
慶
讃
音
楽
法
要
に
ご
縁
を
い
た
だ
い
て

　

今
回
の
仏
教
音
楽
研
修
会
は
、
四
月
十
四
日
か
ら
五
日

間
に
わ
た
っ
て
厳
修
さ
れ
る
東
京
教
区
慶
讃
法
要
の
、
初

日
に
勤
ま
る
音
楽
法
要
の
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
教
区
慶
讃
法
要
は
各
日
に
テ
ー
マ
が
設
け
ら
れ
、

講
堂
形
式
の
真
宗
会
館
な
ら
で
は
の
、
僧
俗
や
性
別
な
ど

あ
ら
ゆ
る
差
異
を
超
え
て
御
同
朋
と
共
に
お
勤
め
さ
れ
ま

し
た
。
十
四
日
の
テ
ー
マ
は
「
出
遇
い
の
慶
び
」。
教
え
・

人
に
出
遇
っ
た
こ
と
の
感
動
を
振
り
返
り
、
二
〇
一
一
年

の
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
法
要
を
機
縁
に
制

作
さ
れ
た
、
新
し
い
形
の
音
楽
法
要
で
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
要
曲
で
は
伽
陀
や
三
帰
依
文
、
回
向
な
ど
の
歌
詞

が
現
代
語
訳
さ
れ
、
和
讃
と
と
も
に
演
奏
さ
れ
ま
す
。
新

実
徳
英
先
生
作
曲
の
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
に
よ
る
次
第
は
、

本
山
の
み
な
ら
ず
、
別
院
や
寺
院
教
会
に
お
い
て
も
お
勤

め
で
き
る
よ
う
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
音

楽
法
要
は
大
谷
裕

新
門
の
調
声
に
よ

り
、
真
宗
大
谷
派

合
唱
連
盟
の
協
力

を
得
て
全
国
か
ら

ご
参
集
い
た
だ
い

た
合
唱
者
の
皆
さ

ん
とT

okyo

サ
ン

ガ
９
の
団
員
、
東

京
教
区
准
堂
衆
会

の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
参
拝
さ
れ
た
僧

侶
・
門
徒
の
皆
さ

ん
と
共
に
、
同
朋
唱
和
を
願
い
と
し
て
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

十
三
日
の
習
礼
で
は
、
声
楽
家
で
も
あ
る
黒
田
先
生
よ

り
「
姿
勢
・
呼
吸
・
表
情
・
頭
声
・
調
和
」
等
、
多
岐
に

わ
た
る
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
練
習
を
重
ね
る
ご
と
に
だ

ん
だ
ん
と
四
十
三
名
の
参
加
者
が
ひ
と
つ
と
な
り
、
合
唱

団
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

酒
井
先
生
の
真
宗
の
学
習
で
は
、
場
を
開
い
て
教
え
に

出
遇
う
こ
と
の
大
切
さ
を
、
様
々
な
仏
教
讃
歌
の
独
唱

「
第
59
回
仏
教
音
楽
研
修
会
」
開
催

　
仏
教
音
楽
研
修
会
は
、
仏
教
音
楽
を
機
縁
と
し
て
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
教
え
に
学
び
、
合
唱
を
通
し
て
御
同
朋
・
御
同

行
の
交
わ
り
を
深
め
、
仏
教
讃
歌
の
普
及
発
展
を
目
指
し
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
研
修
会
は
、東
京
教
区
に
お
け
る「
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年
慶
讃
法
要
」

初
日
の
音
楽
法
要
と
併
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
東
京
教
区
混
声
合
唱
団
「Tokyo

サ
ン
ガ
９
」
の
団
員
と
、
全
国
か
ら
申
し
込
ま
れ
た
43
名
。
指
揮
・
合

唱
指
導
は
黒
田
彰
氏（
武
蔵
野
音
楽
大
学
非
常
勤
講
師
）、
ピ
ア
ノ
は
花
園
裕
美
氏（
東
京
教
区
東
京
１
組
圓
照
寺
坊
守
）、

真
宗
の
学
習
の
講
師
は
酒
井
義
一
氏
（
東
京
教
区
東
京
５
組
存
明
寺
住
職
）
が
担
当
し
ま
し
た

　
研
修
会
参
加
者
と
、
音
楽
法
要
参
拝
者
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

音楽法要（４月14日）
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（T
okyo

サ
ン
ガ
９
・
朝
倉
知
子
さ
ん
）
を
交
え
な
が
ら

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

夜
に
は
ホ
テ
ル
カ
デ
ン
ツ
ァ
東
京
（
東
京
都
練
馬
区
）

に
お
い
て
、
大
谷
裕
新
門
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。
黒
田
先
生
の
熱
唱
や
景
品
付
き
じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
な
ど
で
参
加
者
同
士
の
親
睦
を
深
め
、
会
の
終

わ
り
に
は
慶
讃
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
メ
ド
レ
ー
と
回
向
曲
を
全

員
で
合
唱
し
、
翌
日
の
法
要
に
向
け
て
気
持
ち
が
ひ
と
つ

に
重
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

十
四
日
の
音
楽
法
要
で
は
重
ね
た
習
礼
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
、
約
三
百
名
の
参
拝
者
と
共
に
「
出
遇
い
の
慶

び
」
を
表
現
し
ま
し
た
。
混
声
合
唱
の
迫
力
と
美
し
い
ハ

ー
モ
ニ
ー
に
、
准
堂
衆
会
の
重
厚
さ
が
加
わ
り
、
参
拝
さ

れ
た
皆
さ
ん
の
様
々
な
年
代
の
声
が
重
な
り
合
う
荘
厳
な

雰
囲
気
の
中
、
親
鸞
聖
人
の
御
誕
生
を
お
祝
い
す
る
仏
教

讃
歌
が
講
堂
の
外
ま
で
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
音
楽

法
要
に
お
参
り

し
た
と
い
う
声

も
多
く
聞
か
れ
、

こ
れ
を
機
縁
に

広
く
音
楽
法
要

が
周
知
さ
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
南

無
阿
弥
陀
仏
の

声
が
響
き
渡
る

稀
有
な
ご
縁
を

い
た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

（T
okyo

サ
ン
ガ
９
会
長
・
平
松
敬
子
）

◆
第
59
回
仏
教
音
楽
研
修
会
に
参
加
し
て

　

二
〇
二
〇
年
、
金
沢
で
開
催
予
定
だ
っ
た
仏
教
音
楽
研

修
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
中
止
さ
れ
、

今
回
は
約
七
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
私
は
幸
い
に
も
、

九
州
、
沖
縄
、
岡
崎
、

金
沢
な
ど
何
回
か
こ

の
研
修
会
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
都
度
深
い
感
銘
を

受
け
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
会
は

東
京
真
宗
会
館
に
て

行
わ
れ
、
翌
日
の
東

京
教
区
慶
讃
法
要
の

初
日
を
音
楽
法
要
で

お
勤
め
す
る
と
い
う

素
晴
ら
し
い
ご
縁
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

真
宗
の
学
習
の
講
師
、
酒
井
義
一
先
生
の
御
法
話
で
は
、

今
回
の
法
要
和
讃
、

　
　

 

清
風
宝
樹
を
ふ
く
と
き
は　

い
つ
つ
の
音
声
い
だ
し

つ
つ　

宮
商
和
し
て
自
然
な
り　

清
浄
勲
を
礼
す
べ

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
（
浄
土
和
讃
）

を
わ
か
り
易
く
、
中
国
の
五
音
階
の
二
つ
、
宮
は
フ
ァ
、

商
は
ソ
の
不
協
和
音
が
不
思
議
に
和
す
る
、
そ
し
て
自
然

で
あ
る
と
い
う
合
唱
の
素
晴
ら
し
さ
を
通
し
て
、
仏
法
を

お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
仏
教
讃
歌
は
仏
法
を
伝

え
る
大
き
な
力
で
す
。〝
仏
法
ひ
ろ
ま
れ
、
世
の
中
安
穏

な
れ
〟〝
私
は
正
し
い
、
す
べ
て
の
争
い
の
根
は
こ
こ
に

あ
る
〟。
酒
井
先
生
の
御
法
話
の
中
で
の
言
葉
で
す
。

　

仏
法
と
は
先
生
と
の
出
逢
い
、
言
葉
と
の
出
逢
い
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
、
聞
き
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
今

一
度
気
付
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

音
楽
法
要
そ
し
て
仏
教
讃
歌
が
い
よ
い
よ
世
界
に
広
ま

り
、
世
の
中
が
平
和
で
あ
り
ま
す
様
に
願
わ
れ
る
こ
と
で

す
。
仏
音
研
と
の
出
逢
い
を
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
金
沢
教
区
合
唱
団
「
蓮
」・
月
輪
満
子
）

◆
◆
参
拝
者
の
声
◆
◆

 

・ 

音
楽
法
要
を
よ
く
知
ら
ず
に
参
拝
し
ま
し
た
が
、
は
か

ら
ず
も
と
て
も
良
い
場
に
遇
え
ま
し
た
。

 

・ 

真
宗
会
館
の
講
堂
で
の
参
拝
で
は
、
合
唱
団
の
方
々
・

出
仕
僧
の
方
々
と
の
距
離
が
近
く
一
体
感
が
あ
っ
て
よ

か
っ
た
。
真
宗
本
廟
の
御
影
堂
の
広
い
空
間
で
お
勤
め

さ
れ
る
音
楽
法
要
は
ど
れ
だ
け
厳
か
な
も
の
だ
ろ
う
と
、

本
山
報
恩
講
へ
も
参
拝
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

 

・ 

十
四
日
の
テ
ー
マ
は
「
出
遇
い
の
慶
び
」
で
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
法
要
の
場
に
お
い
て
法
に
出
遇
い
、
自
己
、

そ
し
て
他
者
と
出
遇
っ
て
い
く
こ
と
が
願
わ
れ
て
い
る

と
、
法
話
・
表
白
・
音
楽
法
要
か
ら
伝
わ
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

 

・ 

冊
子
が
配
布
さ
れ
た
お
か
げ
で
、
歌
え
ず
と
も
共
に
お

勤
め
す
る
感
覚
が
あ
っ
た
の
が
良
か
っ
た
で
す
。

朝倉氏による独唱を交え学びを深める

酒井氏による「真宗の学習」
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敗
戦
八
十
年
を
迎
え
る
今
年
、
小
さ
い

人
た
ち
と
今
一
度
学
び
な
お
さ
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
、
世
界
中
に
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
略
で
混
迷
を
深
め

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
、
パ
レ

ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
の
人
々
へ
の
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
。
歴
史
的
に
根
の
深
い
問
題
が
あ

る
が
悲
し
い
。

　

ド
イ
ツ
の
児
童
文
学
者
ケ
ス
ト
ナ
ー
の

著
書
『
ど
う
ぶ
つ
会
議
』
で
は
、
戦
争
を

止
め
ら
れ
な
い
人
間
に
対
し
て
象
の
夫
婦

が
「
人
間
た
ち
は
、
み
ん
な
、
そ
れ
を
見

て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
な
か
に
は
、
そ
れ

か
ら
何
も
学
ぼ
う
と
し
な
い
も
の
が
、
た

く
さ
ん
い
る
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

武
宮
聰と

し

雄お

先
生
は
「
な
ぜ
あ
れ
ほ
ど
の

戦
争
の
罪
が
、
自
ら
の
民
族
の
責
任
、
人

間
の
罪
と
し
て
問
わ
れ
な
い
の
で
あ
り
ま

し
ょ
う
か
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
戦

争
の
罪
が
曖
昧
な
ま
ま
で
、
条
件
の
と
こ

ろ
の
み
を
問
題
に
し
て
そ
こ
に
責
任
を
見

い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
と
。
あ
の
戦
争
を

起
こ
し
、
原
爆
を
落
と
し
た
の
は
人
間
の

持
つ
、
人
間
そ
の
も
の
の
無
明
の
罪
で
あ

る
と
押
さ
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
小
さ
い
人
の
前
に
立
つ
と
き
、

「
私
は
人
間
な
の
か
」「
人
た
り
得
て
る
の

か
」
と
問
い
続
け
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は
戦
争
が
好
き
な
の
で
し
ょ
う

か
。
勇
ま
し
く
何
か
と
闘
う
姿
に
喜
び
を

感
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
本
当
に
戦

争
の
な
い
世
を
願
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
強
く
な
っ
て
自
分
の
幸
せ
を
創
り
た

い
と
日
々
願
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
「
幸
福
を
求
め
て
、
不
幸
の
種
ば
か
り

ば
ら
ま
い
て
い
る
の
が
今
の
世
だ
」
と
宗そ

う

正し
ょ
う元げ
ん

先
生
は
私
た
ち
に
語
り
か
け
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
先
生
が
学
徒
動
員
で
飛
行
場

で
仕
事
を
し
て
い
た
時
、
米
機
が
機
銃
で

撃
ち
な
が
ら
低
空
で
飛
ん
で
き
ま
す
。「
鬼

畜
米
英
」
と
教
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
操

縦
し
て
い
る
米
兵
の
顔
が
鬼
の
顔
に
見

え
た
そ
う
で
す
。「
も
し
一
人
で
も
ア
メ

リ
カ
人
の
友
達
が
い
た
ら
、
鬼
畜
米
英
と

教
え
ら
れ
て
も
、
き
っ
と
鬼
の
顔
に
は
見

え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

友
と
し
て
出
会
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
す

ね
。

　

二
十
世
紀
の
戦
争
で
は
、
世
界
で
二
億

人
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
世
界
で
五
千
万

人
以
上
が
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
、
日
本
人

は
三
一
〇
万
人
が
亡
く
な
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
沖
縄
で
は
県
民
の
四
分
の
一
の
方
々

が
亡
く
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
人
類
の
願

い
を
、
多
く
の
先
生
方
が
、「
武
器
で
人

間
の
平
和
は
、
永
遠
に
や
っ
て
き
ま
せ
ん
。

怨
み
や
憎
し
み
を
増
幅
さ
せ
る
だ
け
で
す
。

人
類
最
大
の
非
行
、
蛮
行
が
戦
争
で
す
」

と
。
し
か
し
な
ぜ
戦
争
が
次
か
ら
次
へ
と

起
こ
っ
て
く
る
の
か
。
そ
れ
は
ひ
と
え
に

罪
の
自
覚
が
、
私
た
ち
一
人
一
人
に
な
い

か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。

　

武
宮
先
生
は
、「
戦
争
の
罪
が
、
本
当

の
意
味
で
、
人
間
の
根
源
的
な
罪
と
し
て
、

問
わ
れ
て
い
な
い
。
戦
争
の
罪
が
曖
昧
で

あ
り
、
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。
戦
争
の
罪

が
深
い
懺
悔
に
な
っ
て
い
な
い
。
ど
こ
か

で
許
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
」
と
指
摘
さ

シリーズ　真宗大谷派における児童教化
―子どもたちとともに、今までもそしてこれからも―

近
藤
　
章
　

九
州
教
区
長
崎
組
西
心
寺
　

敗
戦
80
年
を
小
さ
い
人
た
ち
と

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
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れ
て
い
ま
す
。
罪
の
自
覚
が
な
い
た
め
、

政
治
が
悪
い
、
誰
が
悪
い
と
畜
生
道
を
生

き
る
し
か
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
。
だ
か

ら
非
核
三
原
則
も
危
う
い
状
態
に
な
っ
て

い
ま
す
。「
核
」が
私
の
問
題
に
な
ら
な
い
。

私
の
い
の
ち
を
も
っ
と
も
破
壊
す
る
強
烈

な
も
の
な
の
に
。「
戦
争
」
が
私
た
ち
の

日
常
の
意
識
の
中
で
遠
い
事
柄
に
な
っ
て

い
ま
す
。「
だ
っ
て
、
八
十
年
経
っ
て
い

る
か
ら
」
と
思
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
今
年
一
月
、「
香
川
県
ビ
ル
マ
会
」

（
ビ
ル
マ
戦
線
で
戦
わ
れ
た
旧
日
本
軍
・

ご
遺
族
の
団
体
）
の
方
々
と
「
戦
争
犠
牲

者
追
弔
法
要
」
を
勤
め
る
ご
縁
で
、
タ
イ

の
チ
ェ
ン
マ
イ
・
メ
ー
ホ
ン
ソ
ー
ン
を
訪

ね
ま
し
た
。
一
，三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の

山
々
が
連
な
る
地
を
ひ
た
す
ら
走
り
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
と
タ
イ
の
国
境
を
訪
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
法
要
を
勤
め
る
準
備
を
し
て
い
た

時
、
ビ
ル
マ
会
の
八
十
四
歳
の
ご
婦
人
が
、

国
境
監
視
所
の
迫
り
出
し
た
監
視
台
の
上

で
、
対
岸
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
向
か
っ
て
両

手
を
大
き
く
振
り
な
が
ら
「
お
と
う
さ
ん

会
い
に
来
た
よ
ー
」
と
何
度
も
何
度
も
大

声
で
呼
び
掛
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
彼
女

に
と
っ
て
は
昨
日
今
日
の
こ
と
の
よ
う
に

思
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
彼
女
は
お
父
さ
ん
の
顔
を
知
り
ま
せ

ん
。
出
征
し
た
後
で
生
ま
れ
た
と
、
身
の

上
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
地

を
離
れ
る
と
き
、
彼
女
は
持
参
し
て
き
た

お
米
を
対
岸
に
向
っ
て
撒
い
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

か
つ
て
青
年
た
ち
は
悲
惨
な
戦
争
、
原

子
爆
弾
の
悲
劇
に
突
き
上
げ
て
く
る
命
の

乾
き
に
、
突
き
動
か
さ
れ
歩
み
続
け
て
行

か
れ
ま
し
た
。
本
当
の
人
間
の
暖
か
さ
を

求
め
て
真
宗
に
尋
ね
、
親
鸞
聖
人
に
問
い
、

先
輩
方
に
問
い
尋
ね
て
歩
ま
れ
ま
し
た
。

燃
え
上
が
る
よ
う
な
情
熱
が
、
教
団
の
本

来
性
回
復
の
推
進
力
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

そ
の
熱
は
命
の
乾
き
が
求
め
さ
せ
た
も
の

で
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
小
さ
い
人
た
ち
と
の
関
わ

り
の
中
で
、
親
鸞
聖
人
が
「
一
切
の
有
情

は
、
み
な
も
っ
て
世
々
生
々
の
父
母
兄
弟

な
り
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
御
同

朋
を
見
い
だ
し
、
御
同
朋
を
生
み
出
し
て

い
け
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
中
が
混
沌
と
し
、
濁
世
の
中
を
生

き
て
い
る
私
た
ち
に
、
親
鸞
聖
人
は
「
世

の
な
か
安
穏
な
れ
、
仏
法
ひ
ろ
ま
れ
」
と

叫
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
仏
法
が
ひ
ろ
ま
る

こ
と
で
、
人
間
の
う
え
に
平
和
で
豊
か
な
、

御
同
朋
・
御
同
行
の
世
界
が
開
か
れ
る
の

だ
と
呼
び
掛
け
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

　

聖
人
は
私
た
ち
に
浄
土
か
ら
「
国
豊

民
安
、
兵
戈
無
用
」「
非
核
非
戦
」
と
語

り
か
け
て
お
ら
れ
ま
す
。「
国
が
豊
か
で 

人
々
が
安
ら
か
な
暮
ら
し
を
営
む
に
は
、

武
器
も
兵
隊
も
不
必
要
で
す
」
と
。「
核

に
非
ず
、
戦
い
に
非
ず
」
と
。

　

今
一
度
小
さ
い
人
た
ち
に
問
わ
れ
導
か

れ
な
が
ら
、
聖
人
の
言
葉
に
耳
を
澄
ま
せ

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

編集／大谷派児童教化連盟

真宗大谷派青少幼年センター
〒600─8164	京都市下京区諏訪町通六条下る上柳町199番地 真宗教化センター しんらん交流館
TEL：075─354 ─3440　FAX：075─371─6171　E-mail：oyc@higashihonganji.or.jp

『いのち』
私たちの“いのち”はどこから出発し、どこへ向かって生きているのでしょうか。
仏さまは“いのち”について、単に生まれてから死ぬまでを教えているのではあ
りません。私たちが生まれるには、それ以前の長い長い“いのち”の歴史がある
のです。（本文より） ◆A5判／99頁　定価：600円

児童教化連盟指導者研修会で講義を行う執筆者の近藤氏
（2025年5月）
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繋
が
る
ご
縁
を
大
切
に
。
歩
み
出
す
お
寺

　

中
山
町
長
崎
は
日
本
三
大
急
流
に
数
え
ら
れ
る
最

上
川
が
流
れ
、
江
戸
時
代
に
は
北
前
船
の
船
着
き
場

と
し
て
栄
え
た
。
県
内
か
ら
米
や
紅
花
を
運
び
、
京

都
か
ら
は
衣
料
や
ひ
な
人
形
等
の
上
方
文
化
を
積
み

帰
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
歴
史
あ
る
町
に
賴
圓
寺
は
あ

る
。
今
回
は
住
職
の
河
南
亨
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

住
職
を
継
職
し
て
か
ら
四
年
に
な
る
亨
さ
ん
は
、

昔
よ
り
も
お
寺
に
人
が
集
ま
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
と
い
う
。「
お
寺
に

興
味
が
あ
る
人
に
声
を
か
け
、
最
初
は
茶
話
会
か
ら

始
め
て
み
て
、
隠
居
す
る
頃
に
は
報
恩
講
で
本
堂
が

満
堂
に
な
る
こ
と
が
夢
」
と
語
ら
れ
、
お
休
み
し
て

い
た
真
宗
本
廟
奉
仕
や
お
み
が
き
、
境
内
清
掃
と
い

っ
た
活
動
を
再
開
し
、
ご
門
徒
と
自
然
に
交
流
で
き

る
機
会
を
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
る
。
特
に
奉
仕
団

は
、
門
徒
さ
ん
と
生
活
を
共
に
し
て
語
り
合
う
中
で
、

普
段
見
え
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
距
離
感
も
縮

ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
。

　

自
坊
だ
け
で
な
く
、
組
内
の
お
寺
と
の
合
同
奉
仕

団
も
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
。ま
た
、若
い
世
代
に
お

寺
に
目
を
向
け
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、

地
域
の
若
手
寺
族
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

お
寺
で
子
ど
も
会
を
始
め
た
い
と
も
考
え
て
い
る
。

　

お
寺
づ
く
り
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、「
敷
居

が
高
く
な
く
、
足
を
運
び
や
す
い
お
寺
に
し
た
い
」

と
話
さ
れ
た
。
ご
自
身
が
若
い
頃
は
、
僧
侶
の
集
ま

り
は
堅
苦
し
く
敷
居
が
高
そ
う
だ
と
苦
手
意
識
が
あ

り
、
積
極
的
に
は

参
加
し
な
か
っ
た
。

意
識
が
変
わ
り
始

め
た
の
は
東
日
本

大
震
災
が
起
き
た

頃
で
、「
何
か
で
き

な
い
か
な
？
」
と

い
う
思
い
が
湧
き
、

教
区
仏
教
青
年
会

を
は
じ
め
と
し
た

様
々
な
方
と
繋
が

り
、
活
動
を
共
に

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
「
敷
居
が
高
そ
う
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
、
居
心
地
の
良
さ
を
感

じ
た
と
の
こ
と
。
ま
た
訪
問
先
の
お
寺
の
住
職
と
ご

門
徒
の
距
離
感
や
関
わ
り
方
を
目
に
し
た
経
験
か
ら
、

積
極
的
に
人
と
繋
が
り
発
信
で
き
る
お
寺
を
開
い
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

印
象
に
残
っ
た
お
話
は
、
大
晦
日
に
友
人
と
正
月

に
供
え
る
餅
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
元
々
は

忘
年
会
の
よ
う
な
形
で
始
め
た
が
、
今
で
は
本
堂
で

一
緒
に
掌
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
り
、
仏
事
や
家
族

の
こ
と
を
相
談
さ
れ
る
な
ど
、
い
つ
の
間
に
か
お
寺

の
座
談
会
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
た
と
笑
い
な
が

ら
教
え
て
く
れ
た
。

　
「
背
伸
び
し
て
、
こ
れ
も
し
よ
う
、
あ
れ
も
し
よ

う
で
は
続
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
や
れ
る
こ
と
を

コ
ツ
コ
ツ
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
楽
し
そ
う
に
お
寺

の
将
来
を
語
る
住
職
が
印
象
的
な
取
材
と
な
っ
た
。

（
東
北
教
区
通
信
員
・
佐
々
木
智
悠
）

226

江戸時代中期を代表する四脚門である
山門　

賴圓寺奉仕団で記念撮影（御影堂門楼上）

賴圓寺本堂

今
月
の
お
寺

今
月
の
お
寺

山
形
県
東
村
山
郡
中
山
町
大
字
長
崎
２
２
６
番
地

（
東
北
教
区
山
形
第
四
組
）

住
職

河こ
う

南な
み　

亨と
お
る

賴ら
い

圓え
ん

寺じ
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〒600-8505　京都市下京区烏丸通七条上る
TEL.075ー371ー9189　FAX.075ー371ー9211

詳しい書籍情報・試し読みは
東本願寺出版 検 索

新書変形判／24頁
定価：88円（税込）

様々な視点をとお
して真宗における

「供養」の意味を
尋ね、〝本当に亡
き人を大切にする
とはどういうこと
か〟を問う小冊子。

仏事冊子
シリーズ

当派の寺院・教会からのご注文は２割引となります。

供養のこころ 池田勇諦 著

電　

話	

〇
七
五
─
三
七
一
─
二
五
五
六
番

Ｆ
Ａ
Ｘ	

〇
七
五
─
三
五
二
─
三
三
六
六
番

昔
か
ら
良
品
安
価
で
御
信
用
い
た
だ
い
て
居
る

弊
店
は
真
宗
正
式
念
珠
を
代
々
伝
承
製
作
の
老
舗

御

儀

式

用

法

要

記

念

御

披

露

用

結

婚

祝

用

内
仏
打
敷
、
中
啓

散

華

燒

香

経

本

仏

具

其
他
仏
様
用
百
貨

〒
六〇〇─
八一五七
京
都
市
下
京
区
下
珠
数
屋
町
通
烏
丸
東
入

製
造

販
売

念
珠
か
け
た
帰
命
の
姿
尊
か
り

念
珠
東
本
願
寺
前

北
川
与
三
兵
　
商
店
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宗
派
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
組
織
部
（
教
務
）
総
合
相
談
室 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
５
ー

３
７
１
ー

９
１
８
４　

●
結
婚
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は vivaha@

higashihonganji.or.jp法務員・
寺務員求む

● 寺院に迎えたい〈家族構成〉

結婚相手求む 後継者求む

入寺希望

神奈川県 男性 44歳 両親
富山県 男性 43歳
岐阜県 男性 39歳 両親・妹弟
岐阜県 男性 49歳
岐阜県 男性 54歳 母・弟
岐阜県 男性 39歳
愛知県 男性 55歳
愛知県 男性 41歳
愛知県 男性 48歳
愛知県 男性 46歳
愛知県 男性 39歳
三重県 男性 44歳 両親
三重県 男性 53歳 両親
大阪府 男性 38歳 両親
大阪府 男性 43歳

北海道 女性 37歳
山形県 女性 34歳 両親
新潟県 女性 38歳
富山県 女性 50歳
石川県 女性 35歳
福井県 女性 39歳 両親
岐阜県 女性 40歳 両親
愛知県 女性 28歳　両親
滋賀県 女性 28歳 母・妹
大阪府 女性 38歳 両親
大阪府 女性 38歳

● 寺院に入りたい
東京都 男性 49歳

北海道 有教師 50歳まで
北海道 有教師 25歳まで
北海道 有教師 要運転免許・40代まで
北海道 有教師 性別、単身・家族連れ不問・69歳まで
秋田県 有教師 性別、単身・家族連れ不問・50代くらいまで
山形県 有教師 性別、単身・家族連れ不問・50代くらいまで
宮城県 有教師 単身・家族連れ不問
長野県 有教師 50代まで
長野県 有教師
新潟県 有教師
新潟県 有教師 家族連れ・40代まで
新潟県 有教師 65歳くらいまで・要運転免許
東京都 有教師 50歳まで・要運転免許
富山県 有教師 家族連れ・50代くらいまで
富山県 有教師 家族連れ・40代くらいまで
富山県 有教師 70歳くらいまで・要運転免許
石川県 有教師 40代くらいまで
石川県 有教師 家族連れ・40代まで
石川県 有教師 家族連れ・50代まで
石川県 有教師 家族連れ
福井県 有教師 家族連れ・60代くらいまで
岐阜県 有教師 20~40代まで
岐阜県 有教師 家族連れ・50代まで
愛知県 有教師 家族連れ・40代くらいまで・要運転免許
愛知県 有教師 家族連れ
愛知県 有教師 家族連れ
愛知県 有教師 30代くらい
愛知県 有教師 家族連れ・40代くらいまで
愛知県 有教師 45歳まで
三重県 有教師 男性・40代まで
三重県 有教師
滋賀県 有教師
滋賀県 有教師
滋賀県 有教師 50代くらいまで
滋賀県 有教師 家族連れ
滋賀県 有教師
滋賀県 有教師 家族連れ
滋賀県 有教師 家族連れ・40代まで
滋賀県 有教師 要運転免許・65歳まで
福岡県 有教師 家族連れ
福岡県 有教師 家族連れ・60代くらいまで
長崎県 有教師 家族連れ
鹿児島県 有教師 独身・30代まで
鹿児島県 有教師

秋田県 男性 58歳 有教師・東北教区希望
東京都 男性 56歳 有教師
東京都 男性 41歳 有教師
東京都在住 男性 43歳 有教師
東京都在住 男性 50歳 有教師・東京教区希望
埼玉県 男性 46歳 有教師
新潟県 男性 45歳 有教師・新潟県希望
石川県 男性 66歳 有教師・富山、能登、金沢教区希望
岐阜県 男性 75歳 有教師・岐阜県希望
愛知県 男性 70歳 有教師・愛知県、岐阜県、三重県希望
京都府在住 男性 53歳 有教師
大阪府 男性 67歳 有教師・大阪府、奈良県希望
大阪府在住 男性 53歳 有教師・大阪教区希望
鹿児島県 男性 46歳 有教師

ご利用になる皆様の個人情報に最大限の注意を払い運営しておりますの
で、安心してお気軽にご相談ください。
なお、宗務所に面談にお越しになる際は事前にご予約をお願いします。総合相談室

宗
派
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
情
報
登
録
並
び
に
情
報
提
供
に
関
す
る
お
申
し
込
み
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

「
後
継
者
相
談
」「
入
寺
希
望
」

長野県 男性 有教師
三重県 男性 有教師 愛知県希望
滋賀県 男性 有教師 滋賀県・京都市希望
福岡県 男性 

東京都／埼玉県／埼玉県 證大寺／神奈川県／新潟県／新潟市 真宗寺／
新潟市 超願寺／岐阜県／愛知県／大阪府／長崎県　法務員募集　詳細は面談で

法務員・手伝い希望
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宗派公式
ウェブサイト 職員採用特設ページのお知らせ

８　採用試験の流れ
　　　　　　　　　（１）応募書類提出
　　　　　　　　　　①提出期間　2025年８月25日（月）～９月18日（木）まで
　　　　　　　　　　②提 出 先　〒600-8505
　　　　　　　　　　　　　　　　京都市下京区烏丸通七条上る常葉町754番地
　　　　　　　　　　　　　　　　真宗大谷派宗務所　総務部　宗務役員募集係
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：075-371-9272（直通）
　　　　　　　　　　　※ 書類は､ 直接持参もしくは書留郵便（簡易書留可）にて９月18日（木）まで

に必着のこと（持参の場合、平日８時30分から17時まで）。
　　　　　　　　　（２）適性検査（SPI3・テストセンター方式）
　　　　　　　　　　①受検期間　2025年８月29日（金）～９月26日（金）まで
　　　　　　　　　　　※応募書類到着後、弊派より受検案内メールを送信します。
　　　　　　　　　（３）筆記試験（真宗・仏教に関する基礎知識、作文）及び個別面接
　　　　　　　　　　①期日　2025年10月２日（木）
　　　　　　　　　　②会場　真宗大谷派宗務所
　　　　　　　　　　　※詳細は、応募書類提出期間終了後に通知します。
９　そ　の　他　　宗派公式ウェブサイトの「採用情報」ページをご参照ください。
　　　　　　　　　（https://www.higashihonganji.or.jp/info_recruit/job/）

宗派公式ウェブサイト下部の
「採用情報」から、こちらのバナー
をクリックいただき、ご覧ください。

スマートフォンからはこちら➡

宗派公式ウェブサイト
https://www.higashihonganji.or.jp

　宗派公式ウェブサイト「採用情報」内の職員採
用特設ページには、採用に関する情報や、職員の
様々な仕事内容の紹介やインタビュー等を掲載し
ています。
　ぜひ真宗大谷派（東本願寺）で働きたい方など、
有縁の方々へのご紹介をお願いいたします。

真宗大谷派　採用 検 索

総務部（広報） 大谷祖廟事務所
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TEL.075-371-9272  FAX.075-371-1214
〒600-8505  京都府京都市下京区烏丸通七条上る常葉町754番地

総　　務　　部

2026年宗務役員（一般職）募集要項
　長い歴史の中で親鸞聖人の教えが伝承され、私たちにまで届けられました。
　宗門を取り巻く環境が激変する現代において、この教えを次世代に伝えていくことが願われています。
　全国のたくさんの寺院、僧侶、門徒とともに教えを聞き、全世界に真宗の教えを届けていくため、
このたび、真宗大谷派宗務役員として、諸事業に従事いただける方を募集いたします。
　具体的な仕事として、窓口で参拝者をお迎えする仕事、寺院や僧侶の活動をサポートする仕事、教え
や活動を知ってもらうための広報や出版に関する仕事、それらを支える会計や事務等の仕事があります。
　ともに学び、成長し、熱意をもって宗派運営の一翼を担っていただける仲間を心待ちにしています。
ぜひご応募ください。

１　募 集 人 員　　若干名
２　勤　務　先　　 宗務所の各部門、東京宗務出張所、教務所及び教務支所（全国31ヵ所）、海外開

教監督部その他
３　勤務時間・休日等
　　　　　　　　　平日８時30分から17時まで。
　　　　　　　　　※配属先によっては、勤務日及び勤務時間が異なる場合があります。
　　　　　　　　　※所定時間外労働及び休日勤務がある場合があります。
　　　　　　　　　※ １週間に２日の定例休日の他に、年末年始休日、年次有給休暇、夏期休暇、特

別休暇等があります。
４　採　　　用　　 2026年４月１日付で採用され、試用期間（１ヵ月以上１年以内）を経て正式に任

用されます。
　　　　　　　　　 採用後、約４ヵ月間は研修期間となります。職務の基本姿勢や宗門法規の概要、

宗門の歴史や各種事務概要を学びつつ、各種法要や行事への参加、各部門や教務
所での実習を経て、８月に正式配属となります。

５　労 働 条 件　　①基本給　230,000円（昇給　年１回　※役職によって上限あり）
　　　　　　　　　　※試用期間中は200,000円となります。
　　　　　　　　　②諸手当あり（通勤手当、時間外・休日勤務手当、家族手当、一時金等）
　　　　　　　　　③各種保険あり（健康保険、厚生年金、労災保険、雇用保険）
　　　　　　　　　④福利厚生あり（借上役宅制度、家賃補助、慶弔見舞金等）
　　　　　　　　　⑤定年あり（60歳）※定年後、再雇用制度あり（65歳まで）
　　　　　　　　　⑥退職金あり（３年以上勤務者のみ）
６　応 募 資 格　　①高等学校卒業またはこれと同等以上の学力を有すると認められる者
　　　　　　　　　②真宗大谷派の僧侶または門徒（帰敬式を受式し、所属寺が明確であること）
７　応 募 書 類　　①履歴書・自己紹介書（自筆もしくはパソコンによる入力可）
　　　　　　　　　　※署名は必ず自署押印ください。
　　　　　　　　　②写真（上半身で３ヵ月以内に撮影のものを履歴書に添付のこと）
　　　　　　　　　③最終学校卒業証明書または卒業見込証明書
　　　　　　　　　④最終学校成績証明書
　　　　　　　　　　※ ①の所定用紙は、宗務所総務部及び各教務所に備付のもの、もしくは宗派公

式ウェブサイトに公開したものを使用してください。
　　　　　　　　　　※ ③及び④の証明書については、大学卒業後に専門学校を卒業した場合等、最

終学校と最高学歴が異なる場合は、それぞれの証明書を提出してください。
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TEL.075-371-9208  FAX.075-371-6171
〒600-8164  京都府京都市下京区諏訪町通六条下る上柳町199番地  真宗教化センター しんらん交流館

企画調整局 寺院活性化支援室

対　　　象　真宗大谷派の寺院・教会
調 査 費 用　無料

支援の内容
（１）法宝物の調査実施
　  　御本尊、宗祖御影、蓮如上人御影、聖徳太子御影、七高僧御影や什物類等の法宝物を現地で調査し、

必要に応じて保存方法の提案やアドバイスを行います。

（２）小冊子（図録形式）の作成
　  　調査結果をもとに、図録形式の小冊子（A4・カラー）を作成し、１部贈呈します。データ形式

でもお渡ししますので、プリントアウトやネット印刷も可能です。

　真宗教化センター 寺院活性化支援室では、お寺の法宝物（御本尊や絵像、御聖教や古文書、
仏具など）の調査支援を行っています。
　法宝物の歴史や由来を明らかにすることを通して、お寺のこれまでの歩みや魅力を再発見し
てみませんか。お気軽にお問い合わせください。

お寺の法宝物調査支援 実施要項

①�寺院活性化支援室HP内の「お寺の法宝物調査支援」ページ掲載の要項をご確認の
うえ、寺院活性化支援室にお問い合わせください。
②日程調整後、調査に伺います。調査所要時間は半日～を予定しています。
③調査の記録をもとに、小冊子（図録形式）を作成します。（制作期間２ヵ月程度）
④完成した小冊子（図録形式）１部とデータを送付します。

お問い合わせ
　真宗教化センター　寺院活性化支援室　お寺の法宝物調査支援担当
　TEL：075-371-9208
　E-mail：kyokacenter_shienshitsu@higashihonganji.or.jp

⃝お寺の法宝物を整理したい方
⃝お寺の歴史や由緒について知りたい方
⃝法宝物にどんな由来があるのか知りたい方

こんな方へ
おすすめ

支援の流れ
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　大谷祖廟は親鸞聖人の御廟所であり、聖人をはじめ、本願寺の歴代、全国各地の寺院・ご門徒の方々
のご遺骨が納められています。
開門：５時　閉門：17時
納骨・永代経・読経受付時間　８時45分～11時30分／12時45分～15時30分
　　　　　　　　　　　　　　※11時30分～ 12時45分までは受付を休止しています。
永代経法要　毎日14時30分～15時　定例法話　毎月13日・28日　永代経法要後

大谷祖廟（親鸞聖人御廟所）のご案内

⃝仏前結婚式について……

⃝団体参拝について…

⃝施設利用について…

⃝大谷祖廟納骨について… ⃝読経について………

　詳細は本誌もしくは宗派公式ウェブサイトをご覧ください。

　◆宗務役員（本廟部参衆）募集　（本誌７月号120頁）
　　応募書類提出期間：2025年６月24日（火）から8月20日（水）まで
　　本廟部（式務所）【TEL：075-371-9188】

　◆宗務役員（研修部補導）募集　（本誌７月号118頁）
　　応募書類提出期間：2025年7月22日（火）から8月25日（月）まで
　　東本願寺同朋会館　研修部　補導募集係【TEL：075-371-9185】

　◆南米開教区開教使募集　（本誌７月号119頁）
　　随時募集（派遣者が定員に達した時点で募集を終了いたします）
　　組織部（国際室）【TEL：075-371-9187／E-mail：kokusai@higashihonganji.or.jp】

現在受付中の募集・開催要項等

大谷祖廟事務所　〒605-0071�京都市東山区円山町477
　　　　　　　　TEL：075-561-0777　FAX：075-533-0780
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　◆真宗本廟お煤払い奉仕団　申込締切：2025年11月９日（日）

　　 ２泊  12月19日（金）～12月21日（日）　　　 　 １泊  12月19日（金）～12月20日（土）
　 　歳末、両堂の１年分の埃を竹の棒と大きな団扇を使って外へ扇ぎだし、新しい年をお迎えする準

備を行う「お煤払い」に参加する奉仕団です。

真宗教化センター しんらん交流館のご案内
　教化情報の発信・交流の拠点として、人と人とをつなぐ地域に開かれた行事を開催しています。
［開館時間／９時～17時　休館日／毎週火曜日・８月９日～17日］
　東本願寺日曜講演　９時30分～11時
　　　　　　　　　　８月３日　乾　文雄氏（大谷中学・高等学校 校長・京都教区正念寺住職）
　　　　　　　　　　　　　　　「「聞

もん

・問
もん

・開
かい

」という歩み」
　　　　　　　　　　８月24日　鶴見　晃氏（同朋大学教授）「『観無量寿経』序分に学ぶ」
　　　　　　　　　　８月31日　青柳英司教学研究所研究員「親鸞聖人の『観経』観」
　しんらん交流館定例法話　お勤め14時～、法話14時30分～15時30分（毎月12日・27日は10時～）
　　※毎週火曜日・８月９日～17日休会。その他都合により休会する場合があります。

８月の法話はこちら…

電話相談「東本願寺�いのちとこころの相談室」　毎週木曜日13時～17時
　皆さまのお悩み・ご相談をお聞きします。　TEL：075-371-9280

東本願寺文庫・絵本コーナー　９時～16時30分　※絵本コーナーの閲覧は17時まで
　書籍・絵本の閲覧、貸し出しを行っています。

　空きがある場合に限り、館内施設（ホール・ギャラリー・会議室）をご利用いただけます。詳細は
下記までお問い合わせください。

⃝真宗本廟奉仕施設の利用について…
⃝「縁」―納骨・帰敬式同朋会館宿泊プラン―…
　 納骨・帰敬式でのご参拝の際、同朋会館にご宿

泊いただけます。

［研修部（同朋会館）　TEL：075-371-9185］

【参加費】〈２泊３日〉18,000円、米２kg（１升４合）または米代1,300円
　　　 　〈１泊２日〉13,000円、米1.2kg（８合）または米代800円
　　　 　※上記は大人（15歳以上）の場合です。

真宗教化センター�しんらん交流館
〒600-8164　京都市下京区諏訪町通六条下る上柳町199番地
TEL：075-371-9208　メール：shinrankoryukan@higashihonganji.or.jp

浄土真宗ドットインフォ（しんらん交流館ホームページ）のご案内
　お寺のサポート情報・浄土真宗の教えにふれる情報を配信しています。
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　「同朋会館」は、全国から集う方々が寝食を共にし、親鸞聖人の教えを聞き、真宗門徒の生活を習
う聞法の道場です。ご門徒・お友達を誘って、真宗本廟奉仕にご参加ください。
お申し込みは上山希望日の40日前までに行ってください。　　　 　詳細・お申し込み…

テーマのある真宗本廟奉仕のご案内
　◆真宗本廟おみがき奉仕団　申込締切：2025年９月30日（火）

　　 ２泊  11月９日（日）～11月11日（火）／ １泊  11月９日（日）～11月10日（月）
　　報恩講を迎えるにあたって、真宗本廟内の仏具のおみがきを両堂の縁で行います。

真宗本廟 参拝接待所のご案内

真宗本廟奉仕のご案内

⃝真宗本廟収骨について……………………
御影堂の宗祖親鸞聖人御真影のもとに、ご遺
骨をお納めさせていただきます。

⃝読経について………………………………
御影堂での本山永代経・御影堂読経、参拝接
待所仏間での仏間読経をお受付しています。

⃝帰敬式について……………………………
仏、法、僧の三宝に帰依し仏弟子となる大切
な儀式です。

⃝真宗本廟団体参拝について………………
諸殿拝観や清掃奉仕等を通して、真宗の教え
にふれていただくことを願いとしています。

晨朝法話・真宗本廟法話
　晨朝【阿弥陀堂及び御影堂】毎日７時～　　晨朝法話【御影堂】毎日７時30分頃～
　真宗本廟法話【視聴覚ホール・御影堂・参拝接待所仏間】
　　通常：10時10分～／13時10分～　逮夜日（12日・27日）：13時10分～
　　御命日（28日）：９時30分～　　　　　　　　　　　　　　　法要・法話のご案内…
参拝接待所ギャラリー　９時～ 16時　入場無料
　「親鸞聖人のご生涯」（常設展）

渉成園（枳殻邸）
　開園時間　〈３月～10月〉９時～17時（受付は16時30分まで）

　　　　　　〈11月～２月〉９時～16時（受付は15時30分まで）

　庭園維持寄付金　一人700円以上（高校生・中学生300円以上、小学生以下無料）
［本廟部・参拝接待所　TEL：075-371-9210］

真宗本廟収骨・読経・帰敬式・お斎・団体参拝の受付を行っています。〔開所時間／９時～16時〕
〔真宗本廟開門・閉門時間／３月～10月：５時50分～17時30分、11月～２月：６時20分～16時30分〕

各種お申し込み受付時間・………お取り扱いの予定はこちら

渉成園
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北海道教区　第４組　德生寺
　　　前坊守　八　島　セ　ツ

2025・4・20寂（96歳）

大阪教区　第２１組　浄得寺
　　　前住職　松　井　一　覺

2025・3・17寂（93歳）

能登教区　第８組　名船寺
　　　坊　守　生　田　敬　子

2025・4・8寂（95歳）

九州教区　鹿児島組　大東寺
　　　住　職　武　鹿　照　孝

2025・3・7寂（81歳）

北海道教区　第２組　法覺寺
　　　前坊守　吉　武　聖　子

2025・4・18寂（101歳）

三重教区　三重組　長傳寺
　　　住　職　片　岡　　　健

2025・4・18寂（82歳）

富山教区　第３組　西勝寺
　　　前坊守　米　澤　美津子

2025・3・13寂（89歳）

九州教区　大牟田三池組　圓通寺
　　　住　職　菊　山　誠　至

2025・5・14寂（82歳）

坊守及び前坊守

北海道教区　第９組　正樂寺
　　　前坊守　金　光　和　子

2025・3・14寂（93歳）

山陽教区　第３組　善行寺
　　　前住職　稲　田　　　昭

2025・4・24寂（80歳）

東北教区　秋田県南組　長安寺
　　　前坊守　長　井　フ　サ

2025・4・22寂（99歳）

三重教区　三講組　真正寺
　　　前坊守　川　瀬　歖與子

2025・5・12寂（97歳）

金沢教区　第５組　潮音寺
　　　前坊守　小　野　三千代

2025・3・26寂（82歳）

富山教区　第１０組　蓮照寺
　　　前坊守　堀　　　德　子

2024・9・8寂（90歳）

九州教区　大牟田三池組　光圓寺
　　　前坊守　藤　津　道　子

2025・4・7寂（92歳）

富山教区　第１０組　永福寺
　　　前坊守　長　　　悠　子

2025・1・21寂（88歳）

北海道教区　第１０組　大鳳寺
　　　前坊守　山　田　捷　子

2025・3・10寂（82歳）

東京教区　茨城１組　幸生寺
　　　前坊守　真　田　節　子

2025・2・6寂（98歳）

京都教区　敦賀組　高福寺
　　　坊　守　竹　本　よう子

2024・12・15寂（84歳）

大垣教区　第６組　満念寺
　　　前坊守　佐久間　艶　子

2025・4・26寂（89歳）
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東北教区　秋田県中央組　如來寺
　　　住　職　渡　部　公　夫

2025・2・25寂（69歳）

北海道教区　第２０組　東光寺
　　　住　職　池　田　　　修

2025・5・14寂（74歳）

ご生前のご功労を偲び、謹んで哀悼の意を表します。
（2025年５月16日～ 2025年６月15日受付まで）

敬 　 　 弔

住職及び前住職

東北教区　山形第４組　了廣寺
　　　前住職　和　田　正　久

2025・4・19寂（90歳）

能登教区　第１２組　德照寺
　　　住　職　亀　居　　　欽

2025・2・1寂（89歳）

能登教区　第１組　願生寺
　　　住　職　蓮　池　則　也

2025・3・7寂（75歳）

富山教区　第８組　万德寺
　　　住　職　長　谷　能　成

2025・3・27寂（74歳）

東京教区　長野５組　妙勝寺
　　　住　職　石　川　隆　也

2024・12・17寂（65歳）

金沢教区　第１１組　本樂寺
　　　住　職　根　保　宣　行

2025・2・22寂（80歳）

新潟教区　第２組　東浄法寺
　　　前住職　比　護　秀　悟

2025・4・30寂（82歳）

福井教区　第８組　浄信寺
　　　住　職　谷　口　智　照

2025・3・14寂（89歳）

富山教区　第１組　光西寺
　　　前住職　立　島　　　了

2025・1・23寂（82歳）

大垣教区　第５組　順行寺
　　　前住職　川　合　文　嶺

2025・4・17寂（97歳）

富山教区　第２組　光仁寺
　　　住　職　芝　　　教　純

2025・5・15寂（75歳）

大垣教区　第８組　大乘寺
　　　前住職　國　枝　　　智

2025・5・9寂（90歳）

富山教区　第１組　超倫寺
　　　住　職　多　田　俊　六

2025・5・12寂（93歳）

岐阜高山教区　第２組　法藏寺
　　　住　職　平　野　昭　信

2025・3・11寂（76歳）
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九州教区久留米三井組　光蓮寺　　　　　　　古賀竜美
九州教区浮羽組　光琳寺　　　　　　　　　　野上　広
九州教区三潴組　善隆寺　　　　　　　　　　德永　真
九州教区山門東組　實求寺　　　　　　　　　平川　亮
九州教区大牟田三池組　光萬寺　　　　　　　木下真宣

  住職代務者  

東北教区秋田県中央組　如來寺　　　　　　　中島善亮
東北教区山形第１組　本龍寺　　　　　　　　岡　道弘
東北教区山形第７組　無量寺　　　　　　　　金森了司
東京教区長野５組　妙勝寺　　　　　　　　佐々木一男
能登教区第１組　願生寺　　　　　　　　　　蓮池順子
金沢教区第４下組　本桂寺　　　　　　　　　須藤寛生
福井教区第８組　圓德寺　　　　　　　　　　北藤順二
岐阜高山教区第１２組　來遊寺　　　　　　　最上知道
大垣教区第１２組　聞光寺　　　　　　　　　柘植哲史
岡崎教区第１６組　松韻寺　　　　　　　　小島恵美子
名古屋教区第７組　浄真寺　　　　　　　　佐々木智子
名古屋教区第１９組　得生寺　　　　　　　　木村政彦
名古屋教区第２４組　頓受寺　　　　　　　　小島康雄
京都教区長浜第２０組　宗信寺　　　　　　　七岡朋子
京都教区山城第３組　慶念寺　　　　　　　　權藤真二
大阪教区第１１組　敎願寺　　　　　　　　　本田 子
大阪教区第２３組　養泉寺　　　　　　　　　井本弘司
山陽教区備後組　正明寺　　　　　　　　　　町田規子
九州教区京都組　寳林寺　　　　　　　　　　今居哲治
九州教区大分東組　念聲寺　　　　　　　　　清原正信
九州教区大分東組　 照寺　　　　　　　　　清原正信
九州教区長崎組　善行寺　　　　　　　　　　益田惠真
九州教区熊本西組　安 寺　　　　　　　　　東　光昭

  教会主管者代務者  

岡崎教区第４組　海老教会　　　　　　　　　片桐恵学
岡崎教区第９組　富好教会　　　　　　　　　中村祐介

  教 　 　 師  

僧正
井上琢磨　德山　光　松井一覺
権僧正
吉武文法　蓮元聖吾　川合文嶺　石川隆也
大僧都
藤井賢了　小笠原智典　内山晃佳　立島　了　長谷能成
比護秀悟
権大僧都
真島修智　峰　　恵　谷内正孝　谷口智照　菊山誠至
僧都
川村健治　藤田眞梨　池田　修　和田正久
権僧都
片岡　健

律師
髙屋寛順　平野昭信
権律師
鬽　芳震　安田文香　山川義正
法師位
藤岡明良　舘　恒河　中野了由　藤林広正　根保宣行
芝　教純
満位
渡部公夫　蓮池則也

  教 導 発 令  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤原良介
輔導使に任命します

（２０２５年５月１６日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森　剛史
輔導使に任命します

（６月６日）

  功 章 旌 賞  

特殊大功章
武鹿照孝　國枝　智
特殊功章
吉武文法　井上琢磨　北條誓生　木曽智理　赤松　宰
第一功章
藤岡優香　南條竜山　中川大地
第八功章
齊藤雅人　益田　尽
特殊旌賞
吉武文法　熊谷洋潤
一等旌賞
藤岡優香　南條竜山　中川大地
八等旌賞
益田　尽　秋田聡子　新田哲平　梅溪順慶　後藤洋明
藤澤賢祐　藤林広正　井上貴文　山内眞也

  感　謝　状  

一般財団法人太田慈光会代表理事　　　　　　太田義徳
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告示第２７号
　研修冥加金を下記のとおり改め、２０２６年７月１日
から実施する。
　　２０２５年６月１０日
　　　　　　　　　　　　　宗務総長　木　越　　　渉
　　　　　　　　　　　　記
研修冥加金
　住職修習　　　　　　　　　　　　４０，０００円
　教師修練　　　　　　　　　　　　９０，０００円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
─────────────────────────
告示第２８号
　学事冥加金を下記のとおり改め、２０２６年７月１日
から実施する。
　　２０２５年６月１０日
　　　　　　　　　　　　　宗務総長　木　越　　　渉
　　　　　　　　　　　　記
　教師補任冥加金　　　　　　　　１００，０００円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
─────────────────────────

  任 免 辞 令  

　　　　　　　　　　　　　福井別院書記　　熊谷洋潤
願により役務を免じます

（２０２５年３月２１日）

　　　　　　　　　　　　　高田別院列座　　繁原　立
願により役務を免じます

（３月３１日）

　　　　　　　　　　　　　岡崎別院列座　　近藤　悠
岡崎別院会計の兼務を命じます
　期限　２０２８年４月２１日まで

（４月２２日）

　　　　　　　　　　　南米開教区開教使　　山﨑　超
願により役務を免じます

（５月２１日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡邊　信
審問院審事に任命します
　期限　２０２８年５月２７日まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛利智見
審問院監事に任命します
　期限　２０２８年５月２７日まで

（以上、５月２８日）

　　　　　　　　　　　　大阪教務所主計　　安田誓遵
大阪教務所主事に任命します

　　　　　　　　　　　　大阪教務所次長　　粟津大隆
大阪教務所主計事務取扱を命じます

（以上、６月１０日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水谷正人
高須別院輪番に任命します
　任期　２０２７年６月１０日まで

（６月１１日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒山　信
名古屋別院輪番に任命します
　任期　２０２９年６月１４日まで

（６月１５日）

  住 　 　 職  　（５月２８日）

北海道教区第１組　大宣寺　　　　　　　　　寺西善来
北海道教区第１組　安樂寺　　　　　　　　　阿部信人
北海道教区南第３組　光福寺　　　　　　　　金石智祥
北海道教区南第３組　法誓寺　　　　　　　　黑萩貴仁
北海道教区第４組　圓照寺　　　　　　　　　上島教悟
北海道教区第４組　妙現寺　　　　　　　　　境川隆彰
北海道教区第４組　専修寺　　　　　　　　　巖城孝行
北海道教区第１９組　常念寺　　　　　　　　橋本正暁
東北教区秋田県南組　本明寺　　　　　　　　菊地香円
新潟教区第１０組　光圓寺　　　　　　　　佐々木秀英
新潟教区第７組　圓了寺　　　　　　　　　　尾嵜眞浩
富山教区第１１組　 照寺　　　　　　　　　藤谷　樹
金沢教区第９河北組　光闡寺　　　　　　　　谷内則行
金沢教区第１１組　正 寺　　　　　　　　　日野順正
小松大聖寺教区第２組　光玄寺　　　　　　　佐竹　融
福井教区第３組　敬願寺　　　　　　　　　　冨田明道
岐阜高山教区清見組　 成寺　　　　　　　　夏野晃遵
岐阜高山教区第６組　淨榮寺　　　　　　　　上山崇信
岡崎教区第１４組　西光寺　　　　　　　　　清澤和音
名古屋教区第１０組　本源寺　　　　　　　矢留不二子
名古屋教区第１２組　淨念寺　　　　　　　　服部　聖
名古屋教区第１２組　安法寺　　　　　　　　藤浪伸明
名古屋教区第１３組　明通寺　　　　　　　　北條義宣
名古屋教区第２１組　淨專寺　　　　　　　　渡邊研慈
三重教区三講組　德圓寺　　　　　　　　　　和田宗恵
大阪教区第２組　光圓寺　　　　　　　　　　室殿　元
大阪教区第１６組　佛名寺　　　　　　　　水野昇二郎
大阪教区第２１組　西然寺　　　　　　　　　佐野元直
山陽教区第６組　常徳寺　　　　　　　　　　内藤隆晃
山陽教区赤穂組　明顯寺　　　　　　　　　　内藤和裕
山陽教区備中組　龒階寺　　　　　　　　　　東　恵子
九州教区豊前中津組　徳寶寺　　　　　　　　安村浄映
九州教区大分別府組　来應寺　　　　　　　　日野修一
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２　達令公示

※公示文は、宗派公式ウェブサイトに掲載しています。

※公示文は、宗派公式ウェブサイトに掲載しています。

第14号 災害対応準備金に関する特別措置条例 2025年６月27日 復興支援体制強化のため、災害見舞準備
金の位置づけを改めて規定。

第15号 海外開教推進資金に関する特別措置条例 2025年６月27日 外貨遺贈を原資とし、海外開教に資する
保管金を設置。

第16号 地震災害に係る共済金給付額の算出に関す
る臨時措置条例 2025年６月27日 新たな共済制度構築までの間、制度維持

を図るための臨時措置を規定。

第17号 宗教法人法の一部改正に伴う関係条例の整
理に関する条例 2025年６月27日 宗教法人法の改正に伴い、役員欠格事由

を整理改正。

公示番号 達令 公示日 主な内容

第５号 宗議会議員選挙条例施行条規 2025年６月27日 宗議会議員選挙条例の全部改正に伴う改正。

第６号 宗務所事務分掌規程の一部を改正する達令 2025年６月27日 『同朋新聞』の業務移管などの改正。

第７号 大谷祖廟及び東大谷墓地に関する総合整備
事業事務室規程 2025年６月27日 大谷祖廟及び東大谷墓地に関する総合整備

委員会の事務等を行うため、事務室を設置。

第８号 電子計算機による情報等の管理運用及び保
護に関する規程の一部を改正する達令案 2025年６月27日 宗派が運営するウェブサイトの一覧を別

表に規定。

第９号 宗務役員の任用等に関する規程の一部を改
正する達令 2025年６月27日 「鍵役補」を規定。

第10号 宗務役員給与規程の一部を改正する達令 2025年６月27日 「鍵役補」の俸給などの規定。

第11号 教区会議員選挙条例施行条規 2025年６月27日 教区会議員選挙条例の全部改正に伴う改正。

第12号 教区青少幼年教化推進本部規程の一部を改
正する達令 2025年６月27日 宗務職制の改正に伴う整理。

第13号 組制施行条規の一部を改正する達令 2025年６月27日 教区及び組の改編の実施に伴う改正。

第14号 法臈法衣条例施行条規の一部を改正する達令 2025年６月27日 「鍵役補」の役職衣体の新規制定、薄物衣
体の緩和。

第15号 公示及び告示に関する達令の一部改正する
達令 2025年６月27日 宗門法規の公示を宗派ウェブサイトへ掲

載するための改正。

第16号 宗宝宗史蹟保存条例施行条規の一部を改正
する達令 2025年６月27日 業務移管に伴う改正。
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  公 示 告 示  

１　条例公示

法要や行事の記念品に、ぜひご活用ください！

東本願寺出版発行書籍の表や裏のご指定のところに、文字を印字す

ることができます（例：第十五世住職継承記念　など）。

詳しくは宗派公式ウェブサイト「各種記念品の取り扱い」からご覧ください。
〈お問い合わせ〉東本願寺出版　【books@higashihonganji.or.jp】

公示番号 条例 公示日 主な内容

第１号 真宗本廟崇敬条例の一部を改正する条例 2025年６月27日 真宗本廟の崇敬に万全を期するため、鍵
役の業務を補佐する「鍵役補」を規定。

第２号 宗議会議員選挙条例 2025年６月27日
選挙事務の合理化と利便性向上等のため、
選挙日程の見直しや郵便投票の拡大など、
全部改正。

第３号 参議会議員選挙条例の一部を改正する条例 2025年６月27日
教区運営の効率化のため、教区門徒会の
招集要件等を見直したほか、教区改編に
伴い別表も改正。

第４号 宗務職制の一部を改正する条例 2025年６月27日 宗務役員として「鍵役補」を規定。

第５号 宗務改革の推進に関する条例の一部を改正
する条例 2025年６月27日 宗務改革として別院の再編成を位置付け。

第６号 別院の再編成に関する条例 2025年６月27日 別院の再編成に必要な協議機関、手続き
等を規定。

第７号 大谷祖廟及び東大谷墓地に関する総合整備
委員会条例 2025年６月27日

宗務審議会提示の基本構想を踏まえ、総
合整備事業について調査・審議する委員
会を規定。

第８号 教区制の一部を改正する条例 2025年６月27日 「山陽四国教区」発足等に伴う別表等の改
正。

第９号 教区会議員選挙条例 2025年６月27日 宗議会議員選挙条例と同様に全部改正。

第10号 審問条例の一部を改正する条例 2025年６月27日 個人情報保護の観点から、懲戒情報の『真
宗』誌掲載内容の見直し。

第11号 第２種共済特別会計条例の一部を改正する
条例 2025年６月27日 自収自弁の独立構造へ改正。

第12号 宗務改革推進資金に関する特別措置条例の
一部を改正する条例 2025年６月27日 宗務改革として別院の再編成を位置付け。

第13号 首都圏教化推進特別会計条例の一部を改正
する条例 2025年６月27日 納骨施設の整備に資する資金確保を規定。

公示・告示・任免等

書籍への
文字入れ印刷
受付中！
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本誌に関してのご意見・
ご要望をお寄せください。

〒600-8505　京都市下京区烏丸通七条上る　東本願寺出版『真宗』誌係
FAX：（075）371-9211  E-mail:shuppan@higashihonganji.or.jp

2025年（令和７年）8月1日発行　第1457号　　１部定価：275円（本体250円＋税10％・送料別 毎月１日発行）

編　集　東本願寺出版（真宗大谷派宗務所出版部）
発行所　真宗大谷派宗務所　代表者　木越	渉
　　　　〒600-8505		京都市下京区烏丸通七条上る　電話（075）371-9181　振替01000-6-27404（出版部）
印刷所　（株）京富士印刷　京都市西京区大枝南福西町3-4

公示・告示・任免等
ご案内・要項

8月号

公示・告示・任免等
公示・告示····················································（2）
任免辞令·······················································（4）
住職·····························································（4）
住職代務者····················································（5）
教会主管者代務者···········································（5）
教師·····························································（5）
教導発令·······················································（5）
功章・旌賞····················································（5）
感謝状··························································（5）
敬弔·····························································（6）

ご案内・要項
真宗本廟 参拝接待所のご案内 ··································（8）
真宗本廟奉仕のご案内 ················································（8）
真宗教化センターしんらん交流館のご案内 ············（9）
大谷祖廟（親鸞聖人御廟所）のご案内 ··················（10）
現在受付中の募集・開催要項等 ······························（10）
お寺の法宝物調査支援 実施要項 ····························（11）
2026年宗務役員（一般職）募集要項 ···················（12）
総合相談室 ································································（14）



〒600-8153
京　都　市　下　京　区　廿　人　講　町　16
電話（075）351 -3681㈹・FAX（075）351 -5563
振 替 口 座 0 1 0 8 0 - 2 - 3 2 2 2

〒600-8505　京都市下京区烏丸通七条上る
TEL.075ー371ー9189  FAX.075ー371ー9211

キャラクター鉛筆キャラクター鉛筆
　プレゼントキャンペーン　プレゼントキャンペーン

『書いて学ぶ親鸞のことば  歎異抄』と『書いて学ぶ親鸞のことば
正信偈』を同時に購入でキャラクター鉛筆を１本プレゼント！

毎月先着100名様限定！
無くなり次第終了となりますので、お買い求めはお早めに！

期間：7月1日〜10月31日

東本願寺出版公式
オンラインショップは
　　　　　　こちら→

期間
数量限定
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坂東本 教行信証  関連書籍
カラー影印縮刷本と
あわせてご活用ください

検 索東本願寺出版

聖教編纂室 編
A4変形判（縦30.5㎝×横23㎝）
オールカラー・箱付き
４分冊：〈一〉「教巻・行巻」160頁
　　　　〈二〉「信巻」192頁
　　　　〈三〉「証巻・真仏土巻」144頁
　　　　〈四〉「化身土本巻・化身土末巻」
　　　　　　��232頁

　※各頁数は予定。

予約受付期間
2025年6月1日～9月15日
価格：99,000円（税込・送料込）
→予約期間の注文に限り
　　　79,200円（税込・送料込）

〒600-8505
京都市下京区烏丸通七条上る

E-mail：books@higashihonganji.or.jp
FAX.075-371-9211

①�東本願寺出版公式オンラインショップにてご注文いただけます。はが
き・メール・FAXでのご注文の場合は、お名前・住所・電話番号・部
数を明記の上、「東本願寺出版」までお送りください。
　※�高額のためお電話での注文は受け付けておりません。何卒ご了承く�

ださい。
②発送時期は、2025年11月下旬を予定しております。
③�お知らせいただきました個人情報は、書籍の送付・請求以外に使用い
たしません。　　　　　　　　　　※詳細は本誌12頁をご覧ください。

はじめてふれる
坂東本・教行信証

「坂東本」に込められた
聖人のおこころにふれて
いただくことを願い、自
筆本だからこそ窺えるさ
まざまな特徴を、豊富な
写真や図を用いて紹介。

三木彰円 著

B5判／80頁
定価：1,650円（税込）

宗祖親鸞聖人著作集 一

「坂東本」翻刻文と書き下し文（『真宗聖典�
第二版』収録の本文）を照応しながら学ぶ
ことができる一冊。

聖教編纂室 編

A5判／540頁 ケース付き
定価：4,950円（税込）

カラーで紹介

ご注文は
こちら➡

坂東本の特徴について紹介する動画も
公開しています➡

『坂東本 教行信証』カラー影印縮刷本 予約受付中


